
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度青森市子どもの権利の日イベント 

みんなで知ろう！子どもの権利 ～いつ知るの？今でしょ！！！～ 
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青森市子ども会議活動報告 
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青森市では、「子どもの権利条例」に基づき、市政などについて、子どもが意見を表明し参

加する場として、青森市子ども会議を設置しています。 

 

 

平成 25 年度の活動 

 

    

回回回回    開催日開催日開催日開催日    内容内容内容内容    参加人数参加人数参加人数参加人数    

第 1 回 H25.6.9(日) 

・市長あいさつ 

・子ども委員・子どもサポーター紹介 

・活動内容説明 

・子どもの権利に関する学習会① 

子ども委員 26 名 

子どもサポーター5 名 

第 2 回 H25.7.6(土) ・子どもの権利に関する学習会② 
子ども委員 22 名 

子どもサポーター2 名 

第 3 回 H25.7.20(土) 

・身の回りの興味のあることをテーマ

とした活動について 

・「子どもの権利条例」の普及啓発活動

について 

子ども委員 18 名 

子どもサポーター5 名 

第 4 回～ 

第 7 回 
夏休み期間中 

【交流グループ】 

 第 4 回 H25.7.27(土) 

 第 5 回 H25.8.3(土) 

 第 6 回 H25.8.6(火) 

 第 7 回 H25.8.8(木) 

【思いやりグループ】 

 第 4 回 H25.7.31(水) 

 第 5 回 H25.8.2(金) 

 第 6 回 H25.8.8(木) 

【環境グループ】 

第 4 回 H25.8.3(土) 

 第 5 回 H25.8.12(月) 

 第 6 回 H25.8.17(土) 

【街グループ】 

 第 4 回 H25.8.12(月) 

 第 5 回 H25.8.14(水) 

 第 6 回 H25.8.15(木) 

【交流グループ】 

子ども委員 9 名 

子どもサポーター1 名 

 

【思いやりグループ】 

子ども委員 4 名 

子どもサポーター2 名 

 

【環境グループ】 

子ども委員 5 名 

子どもサポーター1 名 

 

【街グループ】 

子ども委員 11 名 

子どもサポーター2 名 

第 8 回 H25.9.7(土) 

・「子どもの権利条例」の普及啓発活 

動、身の回りの興味のあることをテ

ーマとした活動 

子ども委員 18 名 

子どもサポーター3 名 
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回回回回    開催日開催日開催日開催日    内容内容内容内容    参加人数参加人数参加人数参加人数    

第 9 回 H25.10.6(日) 

・児童福祉専門分科会との合同会議 

 （子どもの権利の日のイベントにつ

いての意見交換） 

・身の回りの興味のあることをテーマ

とした活動のまとめ 

子ども委員 19 名 

子どもサポーター4 名 

児童福祉専門分科会

委員 5 名 

第 10 回 H25.10.26(土) 
・子どもの権利の日イベントに向けた

準備活動 

子ども委員 19 名 

子どもサポーター3 名 

第 11 回 H25.11.2(土) 
・子どもの権利の日イベントに向けた

準備活動 

子ども委員 16 名 

子どもサポーター2 名 

臨時会 H25.11.16(土) 
・子どもの権利の日イベントに向けた

準備活動 

子ども委員 20 名 

子どもサポーター1 名 

第 12 回 H25.11.30(土) 

・平成 25年度青森市子どもの権利の日

イベント 

 みんなで知ろう！子どもの権利 

 ～いつ知るの？今でしょ！！！～ 

子ども委員 24 名 

子どもサポーター4 名 
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平成 25 年度第 1回青森市子ども会議活動記録 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 6月 9日（日） 9時～12時    

2222    場所場所場所場所   青森市福祉増進センター（しあわせプラザ）3階 大会議室 

3333    出席者出席者出席者出席者  平成 25年度青森市子ども委員 26名（欠席者 5名）    

平成 25年度青森市子どもサポーター5名 

     市長、事務局 7名 

4444    次第次第次第次第   (1)開会 

       (2)市長あいさつ 

       (3)子ども委員自己紹介 

       (4)子どもサポーター自己紹介 

       (5)事務局職員紹介 

       (6)今年度の活動内容説明 

       (7)子どもの権利に関する学習会① 

（講師 青森市子どもの権利擁護委員 小林央美） 

       (8)閉会 

5555    会議概要会議概要会議概要会議概要 

  いよいよ、平成 25年度の子ども会議が始まりました。 

  今年度の子ども会議には、小学生 2名、中学生 25名、高校生 4名の合計 31名の児童生徒が子ど

も委員として参加してくれました。 

  また、子ども委員の活動をサポートするため、大学生や社会人 5名から、お兄さんお姉さん的存

在の子どもサポーターとして御協力いただけることになりました。 

  今年度の子ども会議では、昨年 12 月に制定した「青森市子どもの権利条例」を普及啓発する活

動と、子どもたち自身の身の回りの興味のあることについてテーマを決め、調べたり話し合いをし

たうえで、こうしたほうがいい、このようにしてほしいという、子ども視点での意見を提案する活

動を行うことにしています。 

  なお、活動テーマについては、今後、子どもたちに考えてもらうことにしています。 

 

  第 1回会議は、まず市長のあいさつから始まりました。 

 

 市長あいさつ 

  おはようございます。 

平成 25 年度第 1 回の子ども会議というこ 

とで、日曜日のお忙しいところ、参加いただ 

 きありがとうございます。 

  また、今年度の子ども委員に就任していた 

 だき、ありがとうございます。どうぞ、1年 

 間よろしくお願いいたします。 

今年度からは、昨年度の子ども委員の皆さ 

んに作っていただいた子どもの権利条例に基 

づいて、この子ども会議をスタートすること 

になります。 

 皆さんには、子どもの権利条例を広めてい  
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ただきたいことと、子どもだけではなくて、 

子どもの目線から大人に、あるいは学校の先 

生にも子どもの権利について声を出していた 

だければと思います。 

  この子ども会議は、子どもの意見を市政に 

 反映させていく、市政に参加をする場として 

 設置いたしました。そして、それをどういう 

 かたちで皆さんの声を、青森市のすべての子 

どもの声を、市政に、青森のまちに反映させ 

ていけばいいのか、そのことも考えて、そし 

て活動していただければと思います。 

  その方法のひとつの例えになりますが、子 

ども議会というかたちで、皆さんが議員にな 

ったつもりで、市の議事堂で、私市長とか部長とか教育長とかに意見を言いたいと、あるいは聞き

たいということがあれば、市のほうでも対応していきたいと思っています。 

  そして、子どもたちのいろんな思いや悩みなど、例えばいじめや虐待、体罰などがない青森市の

まちをつくっていくためには、こうしたらいいな、こうあってほしいなというような、いろんなこ

とを話し合っていただければと思います。 

  また、皆さんの活動を手助けしていただけるサポーターの皆さんもいますので、サポーターの皆

さんの助言などをいただきながら、この 1 年間楽しくやってください。 

  皆さん 1 人ひとりが、この子ども会議に来ることが楽しいと思えるものになればと思います。今

回参加した 31人全員が、新しい友達になれればと思います。 

  それでは 1年間、よろしくお願いいたします。 

 

 

  続いて、今回、子ども委員として活動していただく子どもたちから、自己紹介と子ども委員とし

てやってみたいことを話していただきました。 

 

 子ども委員としてやってみたいこと 

 ・青森市がいじめのないまちになるための話 

  し合いをして、考えを深めて、視野を広げ 

ていきたい。 

 ・いろんな学校の人たちと交流を深めて、自 

分の考えを深めていきたい。 

 ・去年作った子どもの権利条例を、今年はい 

ろんな人に広めていきたいと思う。 

 ・子どもの権利条例については、よく知らな 

  いので、そこをしっかり理解してから、考 

えを深めていきたい。 

 ・今まで知る機会がなかった子どもの権利条 

  例を知ることから始めて、青森市に少しで 

  も貢献できたらと思っている。 

 ・今回は、いろんな人と意見交換をできるだけ多くして、さまざまな活動を通して、子どもの権利

条例をここだけのものにしないで、青森市民全員が知っているくらいにしたい。 
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 ・子ども会議のことも子どもの権利条例のこ 

 ともあまり知らないので、なるべくいろん 

 な人の意見を聞いて、自分の意見を早く持 

 てるようになりたい。 

・子ども会議で環境問題のことで話し合って 

 みたい。青森市のごみ問題を改善していき 

 たい。 

・青森市の子どもたちに自由と幸せを与えた 

 いと思う。 

・昨年の活動を通して、青森市の子どものこ 

 とや福祉のことに興味を持つきっかけにな 

ったので、はじめてこの会議に参加した人 

にも、そういうことを感じてもらいたいと 

思うし、自分ももっともっと知ることができたらと思っている。 

・地域の活性化を中心に、いろんな活動をしていきたい。4 月に修学旅行に行ったとき、浅草のシ

ャッターに絵が描いてあったのを見て、新町などでもこういう取組ができたらいいなと思ってい

る。 

 

 

  次に、今回、子ども委員の活動をサポートしていただく子どもサポーターから、自己紹介と抱負

を話していただきました。 

 

 子どもサポーターの抱負 

 ・子ども会議では、気負わず、楽に何でも話 

  してもらえればと思う。あと、みんなが友 

  達になれるような感じで、年上を年上と思 

わず声をかけてもらえれば。 

・今回の活動を通して、条例のことをよく知 

らないという人も、青森市でやりたいとい 

うことが見つかるくらい、徐々に知識を深 

めていきたい。 

 ・昨年の経験を生かして、新規の子ども委員 

  も加えて、みんなと楽しく新しいことに挑 

  戦していけたらと思っている。 

 ・大学で地域活性化やまちづくりについて学 

んでいる。子ども委員の皆さんの青森市に 

対する意見を聞けたらと思っている。 
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 子ども委員と子どもサポーターの自己紹介が 

終わり、市長が子ども委員と子どもサポーター 

1人ひとりと握手をし、「では 1年間、楽しく 

元気にお願いいたします。」とあいさつをして、 

次の仕事に向かうため会場を後にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このあと、子ども会議の活動を運営していく市の事務局職員の紹介と、今年度の活動内容の説明を

行いました。 

 

 子ども会議の活動に際し、事務局は、 
 

“元気に、明るく、楽しく、休みの日に活動する子ども会議に行こう！” 
 
をモットーに、今後の活動を運営していきます。 

 

 

 10分程度の休憩をはさみ、第 1回会議の最後の活動となる子どもの権利に関する学習会を行いまし

た。 

 

 

 学習会の講師は、子どもの権利条例に基づき、 

今年度から設置した「子どもの権利擁護委員」 

をお願いしている小林央美（こばやしひろみ） 

先生です。 

 小林先生は、現在、弘前大学の先生(准教授) 

ですが、かつて、小中学校で 10年以上、保健 

室の先生として子どもたちのさまざまな悩みに 

耳を傾けてこられた方です。 

 小林先生の学習会は、第 1回と次回第 2回の 

会議でもお願いすることにしています。 

 学習会は、まず、子ども委員同士のコミュニ 

ケーションづくりから始まりました。 
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 最初に子ども委員にやってもらった「偏愛ゲ 

ーム」は、まず、自分が好きなことを紙に書き、 

それをペアを組んだ相手に伝え、自分のことを 

知ってもらう(好きになってもらう)ものです。 

 次に、グループの中で、自分のペアになった 

人から自分のことを紹介してもらう「他己紹介」 

（たこしょうかい）をしました。 

 他己紹介では、子ども委員みんなが楽しみな 

がら、時には大きな笑い声が起きるなど、終始 

にぎやかな雰囲気でした。 

 

 

 

 

 

 続いて、机といすを片付けて、子ども委員と 

子どもサポーター全員でひたすらじゃんけんを 

したり、小林先生が命令したら、そのとおりに 

動かなければいけない「命令ゲーム」、“ののむ 

ら先生”という人がつくったという「ののっぷ 

物語」を読み、その中で「さい」「とら」とい 

う言葉が出てきたら、ペアを組んだ相手の手を 

挟み込む、というゲームをするなど、1時間を 

かけて、子ども委員同士、コミュニケーション 

づくりを行いました。 

 

 

 

 

 休憩をはさみ、学習会の後半では、子どもの 

権利に関する問題について、子ども委員 1人ひ 

とりが考え、その考えを各グループで話し合い、 

そして答えを取りまとめるといった活動を行い 

ました。 

 小林先生からの問題は、前半、机といすを片 

付ける際、みんなで移動するようお願いしたが、 

なぜそうしたのか、なぜやりたくない人はやら 

なくていいと言わなかったのか、その理由を考 

える、というものでした。 
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 子ども委員の考え 

 ・効率が悪いから。 

 ・やりたくない人が多いと、作業がうまく進 

まず、次の作業がどんどん遅くなるから。 

 ・早く終わらせるため。 

 ・片付けることは、1人の問題ではない。 

 ・1人ひとりに平等に作業させることで、や 

っている人の不満をなくす。 

 ・みんな普通やるでしょ。 

 ・不平等のことが起こると、働いた人がいや 

  な気分になるから。 

 

 

 小林先生は、この問題を通して、自分の権利を守るということを学ぶにあたって、一定の社会のル

ールを守って迷惑をかけない範囲ということが大事だということを学んでほしかったとお話されてい

ました。 

 

 

 

 以上で第 1回会議は終わりました。 

 次回第 2回では、引き続き、小林先生に講師をお願いし、子どもの権利に関する学習会の 2回目を

行う予定です。 
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平成 25 年度第 2回青森市子ども会議活動記録 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 7月 6日（土） 9時～12時    

2222    場所場所場所場所   青森市福祉増進センター（しあわせプラザ）3階 大会議室 

3333    出席者出席者出席者出席者  平成 25年度青森市子ども委員 22名（欠席者 9名）    

平成 25年度青森市子どもサポーター2名（欠席者 3名） 

     事務局 3名 

4444    活動内容活動内容活動内容活動内容 子どもの権利に関する学習会② 

5555    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  第 2回の活動は、第 1回に引き続き、子ど 

もの権利に関する学習会を行いました。 

  学習会の講師は、第 1回に引き続き、「子 

もの権利擁護委員」である小林央美（こばや 

しひろみ）先生にお願いしました。 

 

  今回の学習会では、まず、グループごとに 

「困った場面」を考えてもらい、それに対し 

「守られていない人権」と「解決のために何 

ができるか」について話し合い、そして答え 

を取りまとめるという課題が出されました。 

 

 子ども委員の答え 
 

    困困困困ったったったった場面場面場面場面    守守守守られていないられていないられていないられていない人権人権人権人権    解決解決解決解決のためにのためにのためにのために何何何何ができるかができるかができるかができるか    

1 
学校での差別（特定の生徒だけ

に厳しい） 
みんな平等である権利 

子ども条約にも差別の禁止が

あることを伝える 

2 ネット上での悪口の書き込み 
プライバシーや自らの名誉が

守られること 

・規制をかける 

・通報する 

3 

授業中に手を挙げたのに、あて

られなくて自分の意見を発表

できなかった 

自分の意見を言う権利 
・先生に教えてあげる 

・自分から声をかける 

4 
部活の先生に、よく他中と比べ

られる 
自分らしく生きる権利 

・先生に直接言ってみる 

・同じ思いをしている人と意見

を分かち合おう 

5 

学校で普通にひいきや差別が

行われている 

（嫌がらせやいじめなど） 

基本的人権の尊重 
まずは自分が人の嫌がること

をしない 
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  続いて、子どもの権利に関するシナリオ 

を考えてもらい、実際にそのシナリオどお 

りに演技をしてもらう、という活動を行い 

ました。 

 

  シナリオについては、出だしのみ、先生 

 から示され、その後のストーリーをグルー 

 プごとに考えてもらいました。 

 

 ＜シナリオの出だし＞ 

  休み時間のこと、のび太さんがトイレに行 

こうと教室を出ようと思ったら。。。 

 ジャイアンが、のび太さんを通せんぼしま 

した。 

 

 ジャイアン「のび太、どこ行くんだ。おまえなんか通る資格ないぞ・・・」 

 のび太  「トイレ、行きたいんだ、通してよ・・・」 

 

 子ども委員の答え 

 ① ジャイアン「やだね！」 

   のび太  「僕にだって、トイレする 

権利くらいあるぞ！！」 

   出来杉  「剛田君、そういう差別は 

だめだよ！」 

   しずか  「そうよ！たけしさん、行 

かせてあげなさいよ。」 

   ジャイアン「じゃ、じゃあ・・・。し 

かたねぇなぁ。」 

 

 

 ② 出来杉  「・・・」近づいてくる 

        「ねえ、のび太君、トイレ、 

一緒に行こうよ！」 

   のび太  「あ、あ・・・うんっ！」 

   出来杉  「剛田君、ちょっと通してくれないかい？」 

   ジャイアン「・・・おう」 
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 ③ スネ夫  「お前なんかトイレに行く 

資格すらないんだよ。 

バ～カ！」 

   しずか  「二人とも、やめてよ！」 

   出来杉  「今の二人の発言は、基本 

的人権の侵害だよ」 

   しずか  「だから、ここを通る資格 

がないとか、トイレに行 

く資格がないとか、おか 

しいんじゃないかしら？」 

   ジャイアン・スネ夫「それもそうだな 

・・・ごめんな、 

のび太。」 

   のび太  「みんな、ありがとう！トイレ行ってくるね！」 

 

 

 ④ ジャイアン「トイレだってよ。あはは 

は！」 

   のび太  「からかうなよ。トイレ行 

きたいんだから！」 

   しずか  「たけしさん、通してあげ 

なさいよ」 

   ジャイアン「ちぇっ、女の子に助けて 

もらうなんて、のび太も 

弱いなあ」 

 

    そうして、のび太は、ぶじにトイレ 

に行くことができた。おしまい。 

 

 

 ⑤ スネちゃま「ジャイアン、僕ちゃまを通して～」 

   ジャイアン「おう、いいぞ」 

   のび太  「なんで、僕は通してくれないんだよ～」 

   出来杉  「剛田君、君がそう言われたら、どう思う？」 

   しずか  「そうよ。そんなの差別だわ。」 

   ジャイアン「・・・分かったよ。・・・悪かったな・・・」 
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  そして、最後は、子どもの権利条例の 

内容を広く周知するために作成したリー 

フレットを活用しながら、子どもにとっ 

て大切な権利である「安心して生きる権 

利」、「自分らしく生きる権利」、「豊かで 

健やかに育つ権利」、「意見を表明し参加 

する権利」を学び、すべての学習会を終 

えました。 

 

 

 

 

 

 

 以上で第 2回会議は終わりました。 

 次回第 3回では、今年度の子ども会議の活動テーマである「身の回りの興味のあることについて

提案する活動」と「『子どもの権利条例』の普及啓発活動」の内容などを決定するための話し合いを

行う予定です。 
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平成 25 年度第 3回青森市子ども会議活動記録 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 7月 20日（土） 9時～12時    

2222    場所場所場所場所   青森市福祉増進センター（しあわせプラザ）3階 大会議室 

3333    出席者出席者出席者出席者  平成 25年度青森市子ども委員 18名（欠席者 13名）    

平成 25年度青森市子どもサポーター5名 

     事務局 6名 

4444    活動内容活動内容活動内容活動内容 (1)身の回りの興味のあることをテーマとした活動について 

                            (2)「子どもの権利条例」の普及啓発活動について 

5555    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  第 3回の活動は、今年度の子ども会議の活 

 動テーマである「身の回りの興味のあること 

 について提案する活動」と「『子どもの権利 

条例』の普及啓発活動」についての話し合い 

を行いました。 

 

  まず、「身の回りの興味のあることについ 

 て提案する活動」のテーマを決定するための 

 話し合いを行いました。 

  “興味活動”については、次のとおり、子 

ども委員のみなさんに事前に活動してみたい 

と思うことを提出してもらっていました。 
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 このほか、活動してみたいと思うことがないか、グループごとに話し合いをしてもらった結果、次

のような提案が出されました。 

 ・図書館を増やしたい 

            ⇒⇒⇒⇒『『『『街街街街』』』』にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマにににに区分区分区分区分    
 
 ・動物愛護について活動したい 

            ⇒⇒⇒⇒『『『『思思思思いやりいやりいやりいやり』』』』にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマにににに区分区分区分区分    
 
 ・児童養護施設へ訪問して子どもたちと交流 

したい 

            ⇒⇒⇒⇒『『『『思思思思いやりいやりいやりいやり』』』』にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマにににに区分区分区分区分    
 
 ・学校の文化祭で子どもの権利について発表 

したい 

            ⇒⇒⇒⇒普及啓発活動普及啓発活動普及啓発活動普及啓発活動にににに区分区分区分区分    
 
 ・大きなイベントで子どもの権利ブースを出 

したい 

            ⇒⇒⇒⇒普及啓発活動普及啓発活動普及啓発活動普及啓発活動にににに区分区分区分区分    
 
 ・ねぶたづくりをしたい子どもを支援したい 

            ⇒⇒⇒⇒『『『『交流交流交流交流』』』』にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマにににに区分区分区分区分    

 

 

 これらの意見も踏まえながら、子ども委員と話し合いを行い、“興味活動”については、次の 4 つ

のテーマとすることに決まりました。 

 

    ①①①①「「「「思思思思いやりいやりいやりいやり」」」」にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマ    

    ②②②②「「「「交流交流交流交流」」」」にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマ    

    ③③③③「「「「環境環境環境環境」」」」にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマ    

    ④④④④「「「「街街街街」」」」にににに関関関関係係係係するするするするテーマテーマテーマテーマ    

 

 続いて、これらのテーマの中から、どのテーマで活動したいのか、子ども委員 1人ひとりに紙に書

いて提出してもらい、その結果、次のような参加人数となり、活動テーマごとの新たなグループが編

成されました。 

 

    ①①①①「「「「思思思思いやりいやりいやりいやり」」」」にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマ    ⇒⇒⇒⇒    3333 人人人人        グループグループグループグループ名名名名『『『『チームチームチームチーム希望希望希望希望ガールズガールズガールズガールズ』』』』    

    ②②②②「「「「交流交流交流交流」」」」にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマ            ⇒⇒⇒⇒    5555 人人人人        グループグループグループグループ名名名名『『『『Team CommuTeam CommuTeam CommuTeam Commu2222』』』』    

    ③③③③「「「「環境環境環境環境」」」」にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマ            ⇒⇒⇒⇒    3333 人人人人        グループグループグループグループ名名名名『『『『チームチームチームチーム LOLLOLLOLLOL』』』』    

    ④④④④「「「「街街街街」」」」にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマ                ⇒⇒⇒⇒    7777 人人人人        グループグループグループグループ名名名名『『『『ママママーチハンターズーチハンターズーチハンターズーチハンターズ』』』』    

 

 ※第 3 回子ども会議に出席した 18 人の内訳です。後日、欠席した子ども委員にも活動したいテー

マを聞きます。 
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 子ども委員には、活動テーマごとの新たなグ 

ループで集まってもらい、夏休み期間中の活動 

日を確認してもらいました。 

 夏休み期間中の活動にあたっては、グループ 

ごとに活動可能な日に集まってもらい、3回程 

度の活動を行っていく予定としています。 

 

 ※それぞれのグループには、夏休み期間中の 

1回目の活動の際に、今後の活動の進めか 

たなどを話し合って決めてもらうことにし 

ています。 

 

 

 次に、「『子どもの権利条例』の普及啓発活動」について、子ども委員のみなさんに、どのような普

及啓発活動をしたいか、意見を出してもらいました。 

 

 子子子子どもどもどもども委員委員委員委員からからからから出出出出されたされたされたされた意見意見意見意見    

・子ども委員が発行する新聞やポスター作り 

（市内のいろいろな場所や小・中学校、市 

営バスの広告スペースに掲示する。） 

 ・イメージキャラクターを作って、ポスター 

やビラに掲載し、街頭や学校で配る 

 ・メディアを通じて「子どもの権利」を知っ 

てもらう 

・子どもの権利を広めるための活動 

（学校で配られたカードやリーフレットを 

読んでいる人が少なかったから。） 

 ・「権利」と「義務」のつながりについて 

（権利だけ主張してもダメ。権利には義務 

がつきものだと示したい。） 

・子どもの権利についての討論会・意見交換会 

  （先生 vs生徒） 

・子どもの権利の講演会・ワークショップ 

（子ども向けの身近な権利について気付かせるためのクイズやワークショップなど。） 

・権利についての講演会を聞いて、感想文を提出してもらう 

・相談室を作る 

（子どもの権利擁護委員の出張相談室、子ども対子どもの相談室。） 

・文化祭で権利について発表する 

・大きなイベントで権利ブースを設ける 

・クイズ形式で学ぶ 

（町全体を使ってクイズラリー、〇×クイズ、高校生クイズ、アスパムや新町で開催。） 

・外国の人とじゃんけん 
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・ＣＭ 

（ＴＶならイメージキャラクター、ラジオなら子ども委員の呼びかけ、ＣＭコンクール、劇場予

告など。） 

 ・五七五 

・プリントＴシャツ 

・企業とコラボ 

 

 これらの意見を参考にしながら、9月以降、具体的に普及啓発活動を行っていく予定としています。 

 

 

 

 以上で第 3回の活動は終わりました。次回からは、いよいよ夏休み集中開催になります。 
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平成 25 年度第 4回青森市子ども会議活動記録 

＜交流グループ「Team Commu2」①＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 7月 27日（土） 14時～17時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2階 集会室 

3333    出席者出席者出席者出席者  Team Commu2メンバー6名（欠席者 3名）    

Team Commu2サポーター1名 

     事務局 2名 

4444    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  子ども会議は、いよいよ夏休み集中開催に 

突入しました。 

 その 1回目は、「交流」に関係するテーマ 

で活動をしていくグループ「Team Commu2」 

の活動です。 

 

 まずは、前回の第 3回会議までに活動意見 

として出されていた、 

 ・旅行者を増やすために青森をＰＲ 

 ・外国人との交流の場を増やす 

 ・ねぶたばやしを覚えてねぶたに参加する 

 ・ねぶたづくりをしたい子どもを支援した 

  い 

のほか、さまざま考えられる「交流」に関係 

する活動内容の中から、今回の子ども会議で、実際にどういった活動をしていくかを話し合っても

らいました。 

 その結果、「Team Commu2」では、 

外国人外国人外国人外国人のののの方方方方やややや留学生留学生留学生留学生をををを招招招招いてのいてのいてのいての交流会交流会交流会交流会    

を行うことにしました。 

 

 外国人の方との交流については、「外国人と話す場が少ない。外国人と交流することで、自分たち

の世界を広げることができる。」といった意見が挙げられていました。 

 

 この外国人の方との交流会を行うにあたっては、まず、自己紹介をするために名札をつくろうと

いうことになりました。この名札には、英語と母国語で名前を書くほか、母国の国旗も載せること

にしました。 

 また、外国人の方とアイスブレイク(※)でコミュニケーションをとりやすい雰囲気をつくることや、

質問コーナーの時間を設けて、お互いの国の文化などについて話し合うことも話題として挙げられ

ていました。 

 

 次回、交流グループ「Team Commu2」の活動では、交流会にあたっての役割分担や交流会の日

時、会場、誰を交流会に招くか、などについて話し合いを行う予定としています。 

 

 (※)アイスブレイク：緊張をほぐし、リラックスしてもらうための手法のひとつ。簡単なゲームをしたりすることが多い。 
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平成 25 年度第 5回青森市子ども会議活動記録 

＜交流グループ「Team Commu2」②＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 8月 3日（土） 14時～17時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2階 大集会室 

3333    出席者出席者出席者出席者  Team Commu2メンバー8名（欠席者 1名）    

Team Commu2サポーター1名 

       事務局 1名 

4444    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  「交流」に関係するテーマで活動をしてい 

くグループ「Team Commu2」の 2回目の活動内 

容です。 

 

  今回は、まず『外国人の方や留学生を招い 

 ての交流会』のプログラムを考えました。 

  前回の活動の際に、大まかなプログラムに 

 ついて話し合われていたので、プログラム自 

 体はあっさり決定しました。 

 

 交流会のプログラム 

  1 はじめの挨拶 

  2 名札制作 

  3 自己紹介 

  4 アイスブレイク（ぬり絵とゲーム） 

  5 「青森市について」のプレゼン 

  6 質問コーナー 

  7 終わりの言葉 

 

  これで大体 2時間程度の交流会を想定しているとのことです。 

  「2 名札制作」は、参加者全員が自分の名前や出身国などを書き入れて大きな名札を作るもの

で、それを利用して、「3 自己紹介」をしようというものです。 

  「4 アイスブレイク」は、参加者全員にぬり絵をやってもらい、子ども・大人、日本人・外国

人の“色の感覚”の違いを見ながら楽しむほか、参加者の誕生日を利用したゲームを考えているよ

うです。 

  「5 『青森市について』のプレゼン」は、外国人の方に青森市の文化を知ってもらうため、子

ども委員がプレゼンするそうです。 

  そして「6 質問コーナー」は、学校や日常生活におけるちょっとした話題をネタに、外国人の

方に質問をするもので、ここで日本と外国との文化の違いをチェックしてみよう、と考えているよ

うです。 

 

  このほか、2 回目では、名札制作に使う大きな名札を作ったり、質問コーナーで質問する内容を

画用紙に大きな字で書くなどの活動を行いました。 

 

  次回、交流グループ「Team Commu2」の活動は、引き続き交流会に向けた準備を行うこととし

ています。 
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平成 25 年度第 6回青森市子ども会議活動記録 

＜交流グループ「Team Commu2」③＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 8月 6日（火） 14時～17時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2階 集会室 

3333    出席者出席者出席者出席者  Team Commu2メンバー7名（欠席者 2名）    

Team Commu2サポーター1名 

       事務局 1名 

4444    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  「交流」に関係するテーマで活動をしてい 

くグループ「Team Commu2」の 3回目の活動内 

容です。 

 

  今回は、前回に引き続き、『外国人の方や留 

学生を招いての交流会』の準備を行いました。 

  質問コーナーで使う質問用紙の作成は、事 

 前に質問内容をグループで話し合っていたの 

 で、あとはそれを画用紙に大きな字で書くだ 

 けだったのですが、意外にも、この作業が結 

 構時間がかかり、しかも、画用紙の上半分に 

 は日本語で質問を書き、下半分には英語で質 

 問を書こうということに決めていたのですが、 

英語の言葉がなかなか出てこないことと、それを画用紙に書く作業がなかなか思うようにスムーズ

にいきませんでした。 

 

  これに加え、 

○アイスブレイクで使う「ぬり絵」を子ども委員が手作りで用意することにしていたが、この

時点でまだ作っていなかったこと 

○その「ぬり絵」などを行うアイスブレイクのやり方を外国人の方に説明する方法を考えてい

なかったこと 

○司会を担当する人は決まっていたが、実際に進行させていくための「シナリオ」を考えてい

なかったこと 

○青森市の文化について外国人の方にプレゼンする内容を考えていなかったこと 

   ○交流会に参加していただく外国人の方に、子ども委員手作りの“交流会への招待状”を渡す

ことを考えていたが、その招待状がまだできていなかったこと 

   ○交流会当日、参加者はどのようにして座るのか決めていなかったこと 

   ○交流会に参加していただく外国人の方は、当初、子ども委員自ら、自分たちの学校のＡＬＴ

の先生（外国語指導助手）に声掛けしてみることにしていたが、学校が夏休みでＡＬＴに会

えないため、交流会のことを伝えることができていないこと 

 など、さまざまな課題が見えてきました。 

 

  夏休み期間中の活動回数は、当初 3 回を見込んでいましたが、これらの課題をこなすためには、

3回目の活動時間だけでは足りないので、事務局から、活動回数を 1回追加してみてはどうか、と

いう提案をしてみました。 

  グループで話し合った結果、ひとまず 1 回追加すること、その追加日は 9 時から 17 時までの 1

日いっぱい時間をとり、活動可能な時間帯に参加すること、などを確認しました。 
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  1 日いっぱい参加できる人、午後から参加可能な人などさまざまですが、急に決まった追加開催

で、できる限り交流会の準備を進めることにしました。 

 

  ということで、交流グループ「Team Commu2」は、引き続き交流会に向けた準備を行うことと

しています。 



24 

平成 25 年度第 7回青森市子ども会議活動記録 

＜交流グループ「Team Commu2」④＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 8月 8日（木） 9時～17時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター1階 研修室 

3333    出席者出席者出席者出席者  Team Commu2メンバー8名（欠席者 1名）    

       事務局 1名 

4444    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  「交流」に関係するテーマで活動をしてい 

くグループ「Team Commu2」の 4回目の活動内 

容です。 

 

  前回の活動で見えた課題を 1つ 1つしっか 

 りと進めていく大事な活動日です。 

 

  午前中は 3人の子ども委員が参加して、ま 

 ず、招待状の作成をしました。 

  招待状には、交流会の日時と場所、プログ 

ラムが記されていて、全体的にカラフルなデ 

ザインに仕上がりました。 

 

  続いて、青森市の文化についてのプレゼンの内容を考えました。 

  “青森”と言えば、やはり『ねぶた』でしょう。 

  グループには、ねぶた囃子に参加している子がいることもあってか、プレゼンの内容は『ねぶた』

にすること、そのプレゼンのときには、実際に囃子の格好をして笛を披露することや、ハネトの格

好をして『ねぶた』をアピールすることを考えたようです。 

  このほか、午前は交流会の席図を考えました。 

 

  午後は 5人の子ども委員を加え、8人で活動を行いました。 

  まず、「ぬり絵」については、子ども委員の 1 人が自宅で 2 種類のぬり絵を作ってきたというこ

とで、グループのみんなに見てもらったところ、満場一致でＯＫ！をもらったそうなので、“ぬり絵

問題”は解決に至りました。 

  続いて、アイスブレイクなどを行う際の外国人の方への説明については、基本的に言葉（もちろ

ん英語です！）で説明するとのことで、加えてジェスチャーも交えるようなので、意外にもその説

明タイムが面白くなるかも！ 

  司会進行の「シナリオ」については、グループの中の高校生子ども委員が、司会担当（中学生）

にアドバイスをしながら、最終的に自宅でまとめてくることにしたようです。 

 

  そして最後に、1 番大きな課題と言ってもいい「交流会に参加していただく外国人の方をどうす

るか？」については、結果、子ども委員自らお願いすることが困難となったため、事務局で各学校

に派遣されているＡＬＴの先生（外国語指導助手）や、市役所に国際交流員として配属されている

外国人の方などに声を掛けてみることにしました。 

  せっかく子どもたちが考えた交流会なので、できるだけ多くの外国人の方に参加していただける

よう頑張ってみます。 
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  以上で、交流グループ「Team Commu2」の夏休み開催は終了しました。 

  なお、外国人の方との交流会は、9月上旬の開催を予定しています。 
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平成 25 年度第 4回青森市子ども会議活動記録 

＜思いやりグループ「チーム希望ガールズ」①＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 7月 31日（水） 9時～17時    

2222    場所場所場所場所   青森市福祉増進センター（しあわせプラザ）2階 研修室 

3333    出席者出席者出席者出席者  チーム希望ガールズメンバー4名    

チーム希望ガールズサポーター1名 

     事務局 1名 

4444    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  「思いやり」に関係するテーマで活動をし 

ていくグループ「チーム希望ガールズ」は、 

女子中学生 4名と、その活動を支える男性サ 

ポーター1名で構成されたグループです。 

 

 まずは、前回の第 3回会議までに活動意見 

として出されていた、 

 ・募金活動 

 ・思いやりを高めるためのボランティア活動 

 ・いじめ問題についての活動 

 ・老人ホームや児童養護施設への訪問 

など、さまざま考えられる「思いやり」に関 

係する活動内容の中から、今回の子ども会議 

で、実際にどういった活動をしていくかを話し合ってもらいました。 

 その結果、「チーム希望ガールズ」では、 
 

小小小小さなさなさなさな子子子子どもたちとふれあってどもたちとふれあってどもたちとふれあってどもたちとふれあって思思思思いやりのいやりのいやりのいやりの気持気持気持気持ちをちをちをちを高高高高めるめるめるめる    
 

活動を行うことにしました。 

 

 中高生になるにつれて、自分の弟や妹以外の、しかもたくさんの子どもたちと一緒に遊ぶという

機会はなかなかないので、小さな子どもと同じ目線でふれあい、子どもの気持ちを知ることで、思

いやりの気持ちを高めることにつながる、と考えたようです。 

 ふれあう方法としては、「本の読み聞かせ」や「なぞなぞ」、「おにごっこ」や「ボールを使った遊

び」など、さまざま意見が出され、その結果、「本の読み聞かせ」と「○×クイズ」をやってみたい

という意見で一致しました。 

 

 お昼休憩をはさみ、午後、市民図書館に行き、読み聞かせする本を探して、1 冊の大きな絵本と

1冊の紙芝居を借りてきました。 

 なお、「チーム希望ガールズ」がふれあう“小さな子どもたち”については、『子どもの最善の利益

とより良い生活を守り、望ましい未来をつくり出す力の基礎を培う』ことを保育理念として掲げてい

る社会福祉法人桜川会が運営している大野保育園にご協力をいただくことにしました。 

 

次回、思いやりグループ「チーム希望ガールズ」は、大野保育園を 1度訪問して、園児とのふれ

あい方などについてお話をうかがうほか、本の読み聞かせの練習や○×クイズを考えるなどの活動

を行う予定としています。 
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平成 25 年度第 5回青森市子ども会議活動記録 

＜思いやりグループ「チーム希望ガールズ」②＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 8月 2日（金） 10時～17時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター1階 研修室 

3333    出席者出席者出席者出席者  チーム希望ガールズメンバー4名    

     事務局 1名 

4444    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  「思いやり」に関係するテーマで活動をし 

ていくグループ「チーム希望ガールズ」の 

2回目の夏休み開催です。 

 

  2回目の活動は、本の読み聞かせの練習か 

らはじめました。 

  読み聞かせというものは、そうそう経験す 

ることのないもので、グループの子ども委員 

もやはりやったことはありませんでした。 

  そこで、今回の活動場所である総合福祉セ 

ンターの 2階にある「子ども支援センター」 

の保育士さんにお願いをして、急遽、読み聞 

かせを見せていただくことにしました。 

  「子ども支援センター」では、絵本やおはなしを通して親子で楽しい時間をすごしてもらおうと、

定期的に「おはなし広場」というものを開催していますが、保育士さんの読み聞かせは、そのおは

なしに登場する複数の役に上手になりきり、時にはおはなしを聞いている子ども委員に問いかけし

てみたりと、その話し方はさすがとしか言いようがありません。子ども委員も感心しきりでした。 

 

  続いて、保育園の子どもたちに出す○×クイズを考えました。 

  相手は保育園児なので、当然、園児がわかる内容のクイズでなければいけません。また、ただク

イズを出して答えを言って終わり、ではなく、このクイズを通して、園児たちにも相手を思いやる

気持ちが大切なんだよと感じてもらえるような内容にしたいということで、短い時間ながら 5つほ

どクイズを考えたようです。 

 

  お昼休憩をはさみ、午後は、今回お世話に 

なる大野保育園を訪問し、実際に読み聞かせ 

などを行うときのアドバイスなどを聞きまし 

た。普段の活動中は大変にぎやかな子ども委 

員も、いざ、保育士さんのお話を聞くときは 

真剣そのものでした。 

  ちょうど訪問した時間帯は、園児がお昼寝 

タイムだったこともあり、子ども委員は、園 

児の寝顔を見ては「かわいい！」を連発して 

いました。 
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  活動場所である総合福祉センターに帰ってきてからは、大野保育園の保育士さんから聞いた話を

参考にしながら、具体的に読み聞かせや○×クイズの進め方など、詰めの作業を行いました。 

 

  次回はいよいよ、園児とふれあいながら本の読み聞かせと○×クイズを行うため、大野保育園を

訪問します！ 
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平成 25 年度第 6回青森市子ども会議活動記録 

＜思いやりグループ「チーム希望ガールズ」③＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 8月 8日（木） 9時～17時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター1階研修室、大野保育園 

3333    出席者出席者出席者出席者  チーム希望ガールズメンバー4名    

     事務局 2名 

4444    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  「思いやり」に関係するテーマで活動をし 

ていくグループ「チーム希望ガールズ」の 3 

回目の活動内容です。 

 

 右の写真のスケジュールのとおり、今回、 

「チーム希望ガールズ」は、園児に本の読み 

聞かせと○×クイズをするため、大野保育園 

を訪問してきました！ 

  いつもにぎやかな女子中学生 4人組で構成 

 されている「チーム希望ガールズ」、今回も 

 気負うことなく、保育園に向かっている車中 

でも普段どおりにぎやかでした♪ 

 

  保育園に着くと、今回の活動にあたってご協力いただいている主任保育士の先生が出迎えてくれ

ました。さっそく本日の打合せということで、限られた時間内での活動内容や、子ども委員の動き

方の確認、本の読み聞かせのリハーサルなどを行いました。 

 

  そうこうしているうちに、ホールには園児がぞろぞろとやってきて、場の雰囲気はにぎにぎしく

なってきました。一方、“ガールズ”たちは、笑顔こそあるものの、あれっ？ちょっと緊張してる？

的なご様子で。。。 

 

  園児の集合が終わり、先生の紹介のもと、 

“ガールズ”たちがホールに向かいました。 

  「おはようございます！」のあいさつと自 

己紹介をし、まずは紙芝居「ともだち大好き」 

の読み聞かせから始まりました。 

 

  この「ともだち大好き」は、ねこくんがき 

 つねくんとたぬきくんを釣りに誘って、釣れ 

 たお魚を一緒に食べようと思っていたところ、 

 釣れたのは長くつとぼうしでねこくんはがっ 

かり。。。 

 しかし、その長くつはきつねくんが前に落 

としたもの、ぼうしはたぬきくんが前に風で 

飛ばされたもので、きつねくんとたぬきくんはねこくんに感謝し、自分たちが持ってきたお菓子や

おにぎりをねこくんにもあげて、みんなで一緒に食べた、ともだちっていいね、という『思いやり』

の気持ちがあふれるおはなしです。 
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  園児たちは、そんなおはなしをよそ見する 

ことなく、集中して聞き入っていました。き 

っと、園児たちはこの「ともだち大好き」の 

おはなしを覚えておいてくれることでしょう。 

 

 続いて、○×クイズの時間です。この○× 

クイズの内容も「思いやり」に関係する内容 

のものを仕立てました。 

 

 と、ここで緊急事態発生！！ 

 なんと、○×クイズを書いた紙が見当たら 

ない！忘れてきたのか！？ 

 クイズを待ちわびている園児たちをよそ目 

に、そわそわする“ガールズ”たちでしたが、自分たちで考えたクイズ内容を、記憶を頼りに思い

出しながらやってみることにしました。 

 

 Ｑ.おもちゃを貸してと言っているお友達に 

   おもちゃを貸すことは良いことですか？ 

 Ａ.○ 

 

 Ｑ.お友達が並んでいる列に横入りするのは 

   良いことですか？ 

 Ａ.× 

 

 Ｑ.お友達とケンカしたのに素直に「ごめ 

ん」と言わないのは良いことですか？ 

  Ａ.× 

 

  Ｑ.なくし物をして困っている人がいます。 

    一緒に探してあげることは良いことですか？ 

  Ａ.○ 

 

  中学生にもなれば誰でもわかるような問題ですが、このことを園児たちに、わかりやすく上手に

説明するのが意外にも難しい！ 

先生のご協力をいただきながら問題を進めていき、園児たちは正解したとき大きな声を上げて「ヤ

ッター！」と大喜びしていました。 

クイズが終わったあとに、先生が園児たちに「『思いやり』に関係することなので、あとでまた考

えてみましょう。」とおっしゃっていました。 

ただクイズをして盛り上がって終わり、ではなく、あくまでもテーマは「思いやり」。そこを抑え

ていただいて本当に感謝です。 
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  続いて、保育園からの提案による『貨物列 

車』というじゃんけん遊びを園児たちと一緒 

に楽しんだ後、2つめの読み聞かせを行いま 

した。 

 

  2つめのおはなし「ちいさなきいろいかさ」 

 は、なっちゃんがお母さんに買ってもらった 

小さなかさに、最初はうさぎさんやりすくん 

など小さな動物を入れてあげて、次に胴長の 

ダックスくんを入れてあげようとしたら、か 

さからはみ出てしまって、そしたら、かさが 

つっつっつって広くなって、いっしょにかさ 

に入ることができて。。。 

 そうしているうちに雨は大降りになってきて、きりんさんがびしょぬれになっている。 

 そしたら、かさがよっしょよっしょって背高くなって、きりんさんもいっしょにかさに入ること

ができて。。。 

  みんなかさに入れて、雨にぬれなくてよかったことを、なっちゃんはお母さんに教えてあげた、

という小さな女の子の心温まるおはなしです。 

 

  【今回読み聞かせで使わせていただいた紙芝居と絵本は、市民図書館で貸し出ししています。】 

 

 

 以上で、当初の予定の活動はすべて終えた 

 のですが、またまた保育園の提案により、子 

 どもたちが大好きな遊び『人間いすとりゲー 

 ム』を行うことになりました。 

  最初は数人の“いす”があって、その周り 

 を園児たちが歩き回り、音楽が止まったらい 

 すを取りにいく、というものです。 

 

  保育園児とはいえ、4歳 5歳ともなると、 

 その勢いはなかなかのもの。“いす”役になっ 

 た“ガールズ”たちも、ちょっとだけおっか 

なびっくりのご様子でした。 
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  最後に園児たちから、すてきな歌のプレゼ 

ントがあり、今回の読み聞かせ活動はすべて 

終了しました。 

 

  園児たちは、“ガールズ”1人ひとりに「あ 

 りがとうございました！」とあいさつしなが 

 ら、握手したりハイタッチしたり抱っこした 

 りしていました。 

 

 

 

 

 

 

  園児たちとのふれあいも終わり、事務室に 

 戻ったら、保育園からスイカが振舞われまし 

 た。たいへん美味しくいただきました。 

 

  その後、先生の案内により、園児たちのい 

 る教室を一回りして、園児たちにさよならの 

 あいさつをしてから、今回お世話になった大 

 野保育園をあとにしました。 

 

  総合福祉センターに戻ってからは、今回の 

 読み聞かせ活動を通して、「思いやり」の気持 

 ちを高めるための考えを話し合いながら、大 

きな模造紙にその内容を途中までまとめ、本 

日の活動を終えました。 

 

 

  以上で、思いやりグループ「チーム希望ガールズ」の夏休み開催は終了しました。 

  なお、「思いやり」の気持ちを高めるための考えを模造紙にまとめる活動は、次回の活動時に行う

予定です。 

 

 

  大野保育園の皆様には、大変お世話になりました。 

おじゃまさせていただいた子ども委員のみなさんにとって、大変貴重な時間になり、また、良い

思い出にもなりました。本当にありがとうございました。 
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平成 25 年度第 4回青森市子ども会議活動記録 

＜環境グループ「チーム LOL」①＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 8月 3日（土） 9時～12時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2階 大集会室 

3333    出席者出席者出席者出席者  チーム LOLメンバー4名（欠席者 1名）    

チーム LOLサポーター1名 

     事務局 1名 

4444    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  「環境」に関係するテーマで活動していく 

 グループ「チーム LOL」です。 

  「LOL」とは、LLLLot’s OOOOf LLLLove（たくさんの愛） 

の頭文字を取ったそうです。 

 

  まずは、前回の第 3回会議までに活動意見 

 として出されていた、 

 ・環境の強化（青森市はポイ捨てが多い。 

  ゴミ拾いをして少しでも減らしたい。） 

 ・環境保護活動（緑が少なくなってきてい 

  ると思う） 

のほか、さまざま考えられる「環境」に関係 

する活動内容の中から、今回の子ども会議で、 

実際にどういった活動をしていくかを話し合ってもらいました。 

 その結果、「チーム LOL」では、 

自然自然自然自然をををを害害害害するするするするゴミゴミゴミゴミ問題問題問題問題についてについてについてについて考考考考えるえるえるえる    

活動を行うことにしました。 

 

 青森には自然がたくさんあり、その良いところを再確認するとともに、その自然が害されている

問題に自分たちで触れてみたい、という結論に達したようです。 

 

 そのために、まずは自分たちがゴミ拾いをしてみて、達成感を味わいながらも、そこから得た経

験を通して、少しでもゴミを減らすために、さまざまな団体などにゴミ拾いを呼びかけるためのポ

スターなどを作りたいということです。 

 

 次回、環境グループ「チーム LOL」は、さっそく街中に出ていき、ゴミ拾いを経験する予定です。 
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平成 25 年度第 5回青森市子ども会議活動記録 

＜環境グループ「チーム LOL」②＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 8月 12日（月） 9時～14時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2階大集会室、アスパム周辺 

3333    出席出席出席出席者者者者  チーム LOLメンバー4名（欠席者 1名）    

チーム LOLサポーター1名 

     事務局 2名 

4444    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  「環境」に関係するテーマで活動していく 

 グループ「チーム LOL」の 2回目の活動内容 

です。 

 

  2回目の活動では、まず、青森市のゴミに 

 関する現状を知るために、市役所の清掃管理 

課職員から、資料を基に、さまざまなゴミに 

関するお話をしていただきました。 

  ゴミに関する詳しい話を、直接、担当者か 

ら聞く機会はないことなので、「チーム LOL」 

のメンバーは貴重な経験をしました。 

 

 

  約 1時間ほどのお話の後、「チーム LOL」の 

メンバーはゴミ拾いを体験するため、アスパ 

ムに向かいました。 

  この日は 30℃を超える真夏日で、非常に暑 

かったのですが、メンバーは暑さに負けず元 

気にゴミ拾いを始めました。 

 

  8月 12日は、ねぶたや花火大会が終わった 

後なので、それなりにきれいに後片付けがさ 

れ、そんなにゴミは落ちていないのかなと思 

っていましたが、周辺を歩いてみると、結構 

たくさん落ちていました。 

 

  その中でも目立ったのはペットボトルとタ 

 バコの吸い殻です。 

  特に、タバコの吸い殻については、近年、 

タバコのマナーが向上しているイメージがあ 

りましたが、タバコのポイ捨ては今でも普通 

にあることなんだと、現実を知ることになり 

ました。 
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  1時間弱、アスパム周辺を歩き、ゴミ拾い 

を体験した結果が、右の写真のとおりです。 

想像していたよりも量が多く、びっくりしま 

 した。 

 

 

  ゴミ拾い終了後、総合福祉センターに戻っ 

て休憩をとった後、午後は 1時間程度、今回 

のゴミ拾い体験を通して、自分たちの活動の 

まとめ方をどのようにするかを話し合いまし 

た。 

 

 

  次回は、話し合いで決めたまとめの作業を進めることにしています。 

 

  （なお、集めたゴミは事務局側で回収し、処分しました。） 
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平成 25 年度第 6回青森市子ども会議活動記録 

＜環境グループ「チーム LOL」③＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 8月 17日（土） 9時～12時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター1階 研修室 

3333    出席者出席者出席者出席者  チーム LOLメンバー4名（欠席者 1名）    

チーム LOLサポーター1名 

     事務局 1名 

4444    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  「環境」に関係するテーマで活動していく 

 グループ「チーム LOL」の 3回目の活動内容 

です。 

 

  3回目の活動は、8/12に行った自分たちの 

活動のまとめを行いました。 

  その 1つは、前回の活動で清掃管理課職員 

から聞いた話からゴミに関するクイズを作る 

ことです。 

  できれば、自分たちで作ったクイズを活用 

 して、それが広く市民に対するゴミへの意識 

付けにつながれば、と考えたようです。 

 

  2つめとして、ゴミを減らすことを呼びか 

けるためのポスターを作ることです。 

  今後、このポスターを学校や、市民センタ 

ー、さまざまな場所に掲示し、ゴミを減らす 

ことについて広く伝えることができれば、と 

考えたようです。 

 

  このほか、前回のゴミ拾いも踏まえ、「ゴミ 

を減らすためにできること」と題して、大き 

な模造紙に自分たちの考えをまとめる作業を 

 途中まで行い、活動を終えました。 

 

  以上で、環境グループ「チーム LOL」の夏休 

 み開催は終了しました。 

  なお、「ゴミを減らすためにできること」を 

 模造紙にまとめる活動は、次回の活動時に行 

 う予定です。 
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平成 25 年度第 4回青森市子ども会議活動記録 

＜街グループ「マーチハンターズ」①＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 8月 12日（月） 9時～17時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2階 大集会室 

3333    出席者出席者出席者出席者  マーチハンターズメンバー7名（欠席者 4名）    

マーチハンターズサポーター1名（欠席者 1名） 

     事務局 1名 

4444    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  「街」に関係するテーマで活動していくグ 

 ループ「マーチハンターズ」は、4つあるグ 

 ループの中で参加人数が 1番多い 11人で構 

 成されています。 

 

  まずは、前回の第 3回会議までに活動意見 

 として出されていた、 

 ・道路整備について（冬の雪道など、交通 

  安全面から、どうしたら安全に歩道を歩 

けるのかを考えたい。） 

  ・バリアフリー（身近な所から誰もが使い 

やすい、楽で安全だと思えるような工夫 

を考える。） 

  ・シャッター商店街について（せっかく場所があるのに、なぜ店を始めないのか。特に新町は駅

が近く人が集まるのではと思った。） 

  ・駅の自転車駐輪について（違法な駐輪をよく見かける。いい街だと思ってもらいたい。） 

  ・ショッピングモールについて（地域を活性化させるため、街を盛り上げるためにどうすればい

いのかを調べたい。） 

  ・新青森駅中心にいろいろな建物が建つこと（観光客が満足し、青森がますます良くなってほし

いから。） 

  ・市民体育館、市民プールの設備を良くする（青森の子どもは肥満傾向。冬場に思い切り体を動

かせる場所として。） 

  ・図書館を増やしたい 

 などの中から、今回の子ども会議で、実際にどのような活動をしていくかを話し合いました。 

 

 その結果、「マーチハンターズ」では、 

まちまちまちまち活性化活性化活性化活性化のためののためののためののための新町新町新町新町シャッターシャッターシャッターシャッター商店街商店街商店街商店街についてについてについてについて    

市民体育館市民体育館市民体育館市民体育館やややや市民市民市民市民プールプールプールプールのののの体育施設体育施設体育施設体育施設についてについてについてについて    
の 2つについて活動を進めていくことにしました。 

 

 活動を進めていくにあたり、ハンターズのメンバーは、まずは現状を把握するために、現場に出

向くこととしました。 

 新町シャッター街については、現場に行ってから商店を営む方々に積極的に話しかけてみること

にし、市民体育館と市民プールについては、活動趣旨と見学したい旨を事務局から事前に電話連絡

して、のちほど訪問することにしました。 
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  向かった先は、「ニコニコ通り」です。 

  昔ながらのお店が並ぶ商店街ですが、ぽつ 

 ぽつと空き店舗があります。 

  ハンターズのメンバーは、商店を営んでい 

 る方に自ら話しかけていき、昔と今のニコニ 

 コ通り周辺に関するお話を聞いていました。 

  その後、「いろは通り」にも入っていって、 

 市場の中で商店を営んでいる方などからもお 

 話を聞くことができました。 

 

  お聞きしたお話の中で、よく聞かれたのが 

 「活気がない」ということでした。 

  新町に限らず、同じような問題に直面して 

 いる商店街がたくさんあることが想定されま 

 すが、ハンターズのメンバーは、この現状を 

 受けて、どのような“提案”を考えるのか、 

 子ども視点からの発想に期待します。 

 

 

  続いて、ハンターズのメンバーは市民体育 

 館と市民プールにおじゃましました。 

  中体連でよく来る体育館ですが、中に入っ 

 てみると、老朽化が進んでいることに気づか 

されました。 

  また、体育館・プールとも冷房設備がなく、 

 窓を開けないととにかく暑いという現状がわ 

 かりました。 

  このほか、施設の担当者から施設設備など 

 についてのお話を聞いて、今回の現場訪問は 

終わりました。 

 

  次回、街グループ「マーチハンターズ」は、 

 現場訪問で知ることができた商店街と体育施 

 設の現状を整理しながら、自分たちの提案内 

 容をまとめる活動を行う予定です。 

 

 

 

  「ニコニコ通り商店街」、「いろは通り商店街」、市民体育館と市民プールで対応していただいた担

当者の皆さん、子ども会議の活動にご協力いただき本当にありがとうございました。 
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平成 25 年度第 5回青森市子ども会議活動記録 

＜街グループ「マーチハンターズ」②＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 8月 14日（水） 9時～17時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2階 大集会室 

3333    出席者出席者出席者出席者  マーチハンターズメンバー6名（欠席者 5名）    

マーチハンターズサポーター1名（欠席者 1名） 

     事務局 1名 

4444    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  「街」に関係するテーマで活動していくグ 

 ループ「マーチハンターズ」の 2回目の活動 

内容です。 

 

  2回目は、前回の現場訪問を踏まえ、商店 

 街と体育施設の現状や課題を整理しながら、 

 自分たちの提案内容を話し合う活動を行いま 

 した。 

 

  ハンターズでは、話し合った内容をパソコ 

 ンに打ち込み、それをスクリーンに映して、 

 みんなで確認しあいながら、資料形式にまと 

 めていきました。 

 

  そのまとめかたは、現状を知るための「「「「調査方法調査方法調査方法調査方法」」」」、現場訪問する前時点でハンターズが思って

いた「「「「問題点問題点問題点問題点」」」」、現場訪問により知り得た「「「「結果結果結果結果」」」」、そして、それらを踏まえてハンターズが考えた

「「「「考察考察考察考察・・・・提案提案提案提案」」」」という大人顔負けの見事な整理手法でした。 

 

  このほか、ハンターズでは活動内容を発表する際、現場訪問などで撮影した写真などを使ったパ

ワーポイントを作り込みして併用することも考えているようです。 

 

  また、ハンターズではこれら「街」に関する提案内容を、市長に直接ぶつけてみたいという思い

があるようです。事務局では、ハンターズから市長への直接提案実現に向けて、準備を進めていき

たいと考えています。 

 

  次回、街グループ「マーチハンターズ」では、市役所で商店街に関係する仕事をしている商店街

振興課職員に来ていただき、市役所が知っている問題点や、商店街活性化のために行っていること

などについてお話を聞いたうえで、引き続き、まとめ活動を行う予定です。 
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平成 25 年度第 6回青森市子ども会議活動記録 

＜街グループ「マーチハンターズ」③＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 8月 15日（木） 9時～17時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2階 大集会室 

3333    出席者出席者出席者出席者  マーチハンターズメンバー4名（欠席者 7名）    

マーチハンターズサポーター2名 

     事務局 1名 

4444    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  「街」に関係するテーマで活動していくグループ「マーチハンターズ」の 3回目の活動内容です。 

 

  3 回目は、少ない参加人数ではありましたが、午前中は、前回までにまとめた内容をおさらいし

ながら、資料形式のまとめを仕上げていきました。 

  連日、暑い日が続き、せんぷう機と窓から入ってくる風、そして事務局で用意した麦茶や自分た

ちで持ってきた飲み物のみで暑さに耐え、汗だくになりながら、ハンターズのメンバーは自分たち

の活動に集中していました。 

 

  そして、午後は商店街振興課職員に来てい 

ただき、市役所が知っている商店街の現状や 

問題点、それらを解消するために市役所が実 

際に行っていることなどをお話してもらいま 

した。 

  “ざっくばらんに”をモットーに、商店街 

にまつわるちょっと難しい話もしながら、ハ 

ンターズメンバーは、感じていることや疑問 

などをぶつけたりして、有意義な 1時間があ 

っという間にすぎていきました。 

 

  このとき、サポーターから「『商店街の活 

 性化』と言うけれど、どうなると『活性化し 

た』と言えるのか？」という大変キビシイ問いかけがありました。 

  これに対しては、「基本的に“正解”はないと思う。人によって感じ方、捉え方が違うだろうし、

例えば街中にたくさんの人が集まってくるだけで『活性化』と言えるのかもしれないし、その商店

街の購買量が増えれば『活性化』と言えるのかもしれない、いわゆるシャッター店舗が少なくなれ

ば、それだけで『活性化』と言えるのかもしれない。さまざま捉え方があるだろうけど、“これ”と

いう正解はないかなぁ。」と言っていました。 

  これに加え、「市としては『青森市中心市街地活性化基本計画』というものを作っていて、その計

画に設けている数値目標というものをクリアすれば、ひとまず『活性化した』と言えるのかも。」と

も言っていました。 

 

  ハンターズのメンバーは、これらの内容についても入れ込みしながら資料をまとめあげていまし

た。 
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  以上で、街グループ「マーチハンターズ」の夏休み開催は終了しました。 

  なお、商店街と体育施設に関する自分たちの考えをまとめる活動の続きは、次回の活動時に行う

予定です。 
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平成 25 年度第 8回青森市子ども会議活動記録 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 9月 7日（土） 午前：9時 30分～12時 30分 

午後：14時～16時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2階 大集会室 

3333    出席者出席者出席者出席者  平成 25年度青森市子ども委員 18名（欠席者 12名）    

平成 25年度青森市子どもサポーター3名 

     事務局 4名 

4444    活動内容活動内容活動内容活動内容 午前：「子どもの権利条例」の普及啓発活動、身の回りの興味のあることをテーマとし

た活動 

                            午後：外国人の方との交流会（「Team Commu2」メンバーのみ） 

5555    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  第 8回の活動は、午前中は前後半に分け、 

「子どもの権利条例」の普及啓発活動と、夏 

休み期間中に子どもたちが活動した、身の回 

りの興味のあることをテーマとした活動につ 

いての話し合いを行い、午後は交流グループ 

「Team Commu2」が企画した外国人の方との交 

流会を開催しました。 

 

 まず、「子どもの権利条例」の普及啓発活動 

についての話し合いですが、昨年 12月に制定 

した青森市子どもの権利条例の中で、「市は、 

毎年 11月 20日を『青森市子どもの権利の日』 

とし、この日にふさわしい活動を行うものと 

します。」と定めています。 

  この「ふさわしい活動」について、市では現在、子どもの権利にちなんだイベントを開催したい

と考えています。今回、子どもたちには、そのイベントで何をやりたいかについて考えてもらいま

した。 

 

  まず、事務局から、 

・イベントの時間は 3時間を考えていること 

・イベントのプログラムについては、現時点ですべて未定になっていること 

・ただし、夏休み期間中に活動してもらった興味テーマの活動内容や提案などを発表する時間を

1時間は確保したいこと 

 などを伝えたうえで、残りの 2時間という限られた時間で何をすべきかを考えてもらいました。 

 

  子どもたちには、子どもの権利にちなんだイベントを開催するにあたり、事前に何をやりたいか

について聞いていました。 
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 事前に聞いた案 

  ・子どもの権利についての討論会、意見交換会 

  ・○×形式のクイズ大会 

  ・子どもの権利に関する講演会（有名人による講演など） 

  ・子どもの権利に関する演劇 

  ・子どもの権利に関するワークショップ 

 

  これらを参考に、グループごとに分かれて、子どもたちは話し合いをし、その結果、次のような

意見を出してくれました。 

 

 新たに出してもらった案 

  ・○×形式のクイズ大会で、権利について 

知ってもらい、そのクイズの問題を絡め 

たテーマでワークショップや討論会をする 

  ・子どもの権利についての漫才 

  ・討論会風の劇 

  ・子どもの権利に関する寸劇をしたあとで、 

子どもと大人の意見交換をする 

  ・先生と生徒による討論会 

  ・子どもの権利に関するクイズやゲーム 

  ・演劇を交えたワークショップ 

   （演劇でテーマを示し、それに対する意 

見交換をする。意見交換にあたっては、 

一般の人や学校の先生にも参加してもらう。） 

 

 以上の意見からは『劇』というキーワードが目立ちます。また、ただ劇をするだけでなく、「討論

会」であったり「ワークショップ」であったり「意見交換」であったり、何かしらを交えながらの

『劇』というのが見えてきます。 

 

  その点を子どもたち全員に確認してもらいながら、ひとまずプログラムの項目に『劇』を入れ込

むことで合意にいたりました。 

  なお、この『劇』で何をやるのか、『劇』と交えて何をやるのかなどの具体内容については、今後

の新たな検討課題となります。 

 

 

 

  続いて、イベントに向けた役割分担についての話し合いを行いました。 

イベントに向けた活動にあたっては、 

  ・イベントプログラムの具体内容の検討や司会進行、シナリオ作成などを行う「「「「企画運営企画運営企画運営企画運営」」」」 

  ・子どもの権利を普及啓発していくためのポスターや新聞などを作る「「「「作品作成作品作成作品作成作品作成」」」」 

 の大きく 2つの役割が考えられることを子どもたちに事前に伝えていました。 

  そして、子どもたち全員に、どちらの役割をやりたいかの希望を聞いていて、ここからは、「企画

運営」と「作品作成」の 2つのグループに分かれて話し合いをしてもらいました。 
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  まず、「企画運営」の話し合いからです。 

  「企画運営」としては、さきほど挙げたプログラムの具体内容の検討や司会進行、シナリオ作成

のほか、イベント会場のレイアウトの検討、そしてイベント開催をどのような方法で周知していく

かなど、考えなければいけないことが山のようにあります。 

 これらを踏まえ、まず今回は、「企画運営」としてやっていくべき役割を出し合いました。 

 その結果、今回第 8回会議の時点では、 

 ・司会者 

 ・タイムキーパー 

 ・音楽担当 

 ・裏方 

 ・シナリオ作成 

 ・記録係 

 ・発表者 

 ・さきほど決まった『劇』について 

などの役割が必要というまとめになりました。 

 なお、そのほかの役割や誰が何をやるのか、 

また、それぞれの役割の細かい内容などにつ 

いては、次回以降の活動で話し合って決める 

ことにしました。 

 

 

  次に「作品作成」の話し合いです。 

  今年度の第 3回の子ども会議（7月 20日開 

催）のとき、子どもたちから、子どもの権利 

を普及啓発するために、どのような活動をし 

たいかという意見の 1つに、子ども委員が発 

行する新聞やポスターを作って、市内の小中 

学校や市営バスの広告スペースなどに掲示す 

る、というのがありました。 

  「子どもの権利」というちょっと堅苦しい 

 イメージを帯びていて、なかなかスムーズに 

 広がっていかないテーマではありますが、子 

どもたちは、そういった“モノ”を作りたい 

という気持ちを持っているようです。 

 

 子どもたちには、自分がどの形態で、どんな内容の“モノ”を作りたいのか、次回までに考えて

きてもらうことにしました。 

 これに加えて、子どもたちには、今回のイベント開催をお知らせするチラシやポスターなどのデ

ザインも考えてほしいことを伝え、次回までにイメージを考えてきてもらうことにしました。 
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  続いて、身の回りの興味のあることをテーマとした活動として、夏休み期間中に活動した内容を

まとめ、イベントに向けた発表準備も兼ねた活動をしました。 

 

 思いやりグループ『Team 希望ガールズ』 

  夏休みに保育園を訪れて、本の読み聞かせ 

やクイズ、ゲームなどを通じて、園児と大い 

にふれあったガールズたちでしたが、なんと 

今回は、4人中 3人が部活などの都合で欠席 

せざるを得ない状況で、出席できたのがわず 

か 1人でした。。。（サポーターはいました。） 

 そこで、事務局から 1人、ちょっと助っ人 

気味に入って、お手伝いをさせていただきま 

した。 

  というわけで、今回は、夏休みの活動内容 

を表現するための「模造紙づくり」を一生懸 

命頑張りました！ 

 
 

 街グループ『マーチハンターズ』 

  新町シャッター商店街と体育施設に焦点を 

 しぼり、現場に足を運び、現状調査などを踏 

まえ、自分たちなりのビジョンを提案するこ 

とにしたハンターズでは、資料型にまとめた 

内容を再度確認しながら、まとめの話し合い 

をしていました。 

 

 

 

 

 

 

 環境グループ『チーム LOL』 

  実際にゴミ拾いを経験したうえで、ゴミ分 

 別による資源確保とゴミを減らす訴えかけを 

しようと活動をしてきたチーム LOLでは、夏 

休み期間中の活動記録をまとめた模造紙づく 

りを中心に行いました。 

  チーム LOLは、今回の活動でまとめのほう 

 も大体終えたようで、あとは、イベントのと 

きに誰が活動内容を発表するのか、自分たち 

で作ったゴミに関するクイズをどのように活 

用するのかなどについても話し合っていまし 

た。 
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交流グループ『Team Commu
2
』 

  Team Commu2は、この日の午後に自分たち 

で企画した外国人の方との交流会を控えてい 

 たこともあり、終始、交流会に向けた準備を 

 していました。 

  今回の交流会には、5名の外国人の方に参 

 加していただけることになり、子どもたちか 

 ら既に交流会への招待状を手渡ししてもらっ 

 ていました。 

  どのような交流会になるのか、不安と期待 

 が入り混じる中、子どもたちは交流会の流れ 

 などを再度確認し合い、午前中の活動を終え 

 ました。 

 

 

  4つのグループには、活動中にちょっとおじゃまして、 

  ・どうしてこのテーマで活動することにしたのか 

  ・実際に活動してきた内容について 

  ・その活動を通して、誰に対して、どのような提案をするのか 

 などを明確にしておいて、イベントのときに発表しようということを伝えました。 

 

  この興味テーマについては、第 8回会議時点では、環境グループ「チーム LOL」を除く 3グルー

プがまだ活動のまとめが終わっていない状況であるため、今後の子どもたちの日程を調整しながら、

引き続きまとめ活動をしていきたいと考えています。 

 

 

  ここで午前の活動は終了となり、交流グループ「Team Commu2」以外のグループは解散となり

ました。 
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  午後の交流会に向け、昼食を済ませた 

「Team Commu2」の子どもたちは、交流会の準 

備を始めました。 

  そうしているうちに、1人、また 1人と今 

回の交流会に参加する外国人の方がいらっし 

ゃいました。 

  子どもたちは、いらっしゃった外国人の方 

 にあいさつしたあと、まずは自己紹介するた 

 めの名札を作ってほしいことを、日本語と英 

 語を交えながらお願いしていました。 

  自分たちで外国人の方と交流会をしたい、 

 と企画をしたものの、やはり初めのうちは緊 

 張してしまい、なかなか話すことができずに 

いました。 

  しかし、そこは子どもたち、徐々に緊張がほぐれてきて、気がつけば笑い声がたくさん聞こえて

きて、時折英語も使いながら積極的に会話を楽しんでいました。 

 

  さて、今回の交流会は次のような流れで行われました。 

  ・自己紹介 

  ・アイスブレイク（ぬり絵とゲーム） 

  ・「青森市について」のプレゼン（ねぶたについて） 

  ・質問コーナー（文化の違いを知るため） 

 

  まず、参加者全員が右の写真のように順不同 

 に座り、1人ずつ自己紹介を始めました。 

  子どもたちは基本的に英語で自己紹介をし、 

 外国人の方は英語と日本語を交えながらの自己 

紹介でした。 

 さすがこういった交流会を企画しただけあっ 

て、英語を話せるし、英語をきちんと聞いて理 

解できている、自己紹介を聞いているみんなが 

「Oh～！」と反応しているのがとても印象的で 

した。 

 

 自己紹介を通じて、場の雰囲気はかなり和や 

かになりましたが、さらに交流会を盛り上げる 

ため、続いては子どもたちが考えたアイスブレ 

イクを行いました。 

 

 これまた子どもたちが用意したMUSIC♪にの 

りながら、参加者は「ぬり絵コーナー」に移動 

しました。 
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  アイスブレイクの 1つ目はぬり絵です。 

 「Team Commu2」メンバーの 1人が作ったぬり絵 

の下書きに、クレヨンやらクーピーやらで思い 

思いに色を塗っていました。 

 当然、ただ色塗りしているだけでなく、ちょ 

っとお菓子を食べ、ジュースを飲みながら、そ 

しておしゃべりしながらの、ほのぼのムードで 

ぬり絵を楽しんでいました。 

 

  なお、このぬり絵の主旨は、色の使い方も決 

して万国共通ではないだろうということから、 

その色使いをみんなで楽しみながら、その違い 

を見てみよう、というものでした。 

  できあがったぬり絵を拝見させていただくと、 

 外国人の方のぬり絵では、人の目が黒目ではな 

 く“青目”や“緑目”だったのが印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  次のアイスブレイクでは、参加者全員が話 

をしないで、ジェスチャーのみで確認しなが 

ら誕生日順に並ぶ、というゲームをしました。 

  実はこのゲームは、今年度の第 1回子ども 

会議で学習会の講師をしていただいた小林央 

美先生が取り入れたアイスブレイクだったの 

ですが、それをこの交流会でやってみようと 

いうことにしたようです。 

 

  このゲーム、やってるときは誰もしゃべら 

ないので、すごく静かでした。 

  並び終わって、1月生まれの人から順番に 

誕生日を発表したところ、見事に誕生日順に 

並んでいて、ゲームは成功に終わりました。 
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  ゲームで和んだところで、次は「青森市につ 

いてのプレゼン」のコーナーです。 

  今回、「Team Commu2」ではねぶたに焦点をし 

 ぼってプレゼンを行いました。 

  1人はハネトに、1人は囃子の格好をして、 

 ねぶた祭りの紹介と笛の演奏、そしてねぶたの 

 すべてを 1年を通じて体感することができる施 

 設「文化観光交流施設ねぶたの家ワ・ラッセ」 

 を紹介しました。 

 

  交流会が始まってからここまでで大体 1時間 

 15分ほどが経っていましたが、これは「Team 

Commu2」のタイムスケジュールどおりでした。 

 

 

 

  ここで少し休憩をとり、お菓子を食べジュー 

スを飲みながら、最初のときとは比べものにな 

らないくらい、自然な雰囲気でみんな会話を楽 

しんでいました。 

  子どもたちも、ここぞとばかりに英語での会 

 話にチャレンジしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  しばらくして、参加者全員が席に座り、交流会最後の質問コーナーが始まりました。 

 

  このコーナーの質問内容も「Team Commu2」の子どもたちが考えたものです。 

  主旨としては、学校や日常生活におけるちょっとした話題をネタにして、外国人の方に答えても

らい、その文化の違いをチェックしようというものです。 
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  まずは「学校の教科」についてです。 

  日本では、国語、数学、英語、理科、社会、 

 体育などの教科があるけど、外国ではどんな 

 教科があるのかを聞きました。 

 

外国人の方の答え 

 ・小学校のときは、大体日本と同じだけど、 

  中学、高校のときは、自分で教科を選択す 

  ることになっているので、例えば、中学校 

  に入って音楽を習いたいと思ったら、音楽 

  の授業をとる、みたいな感じです。ただ、 

  数学とか英語とか必ず習わなくてはいけな 

  い教科もあります。 

 

  次は「制服」についてです。 

  日本では中学、高校と制服を着るのが一般的ですが、外国ではどうなのかを聞きました。 

 

外国人の方の答え 

 ・教会附属の学校では、よく制服があるが、 

市立の学校には大体制服はありません。 

 ・中学校までは制服があって、（制服のルー 

ルが）結構厳しかったですが、高校からは 

ありませんでした。 

 ・イギリスは、公立学校では高校 2 年までは 

制服がありました。私立の学校では制服は 

ありません。 

 ・ハワイでは、中学校のとき、学校の名前が 

書いている T シャツが制服でした。 

 

  次は「給食」についてです。 

  日本では、大体、小学校、中学校のときに 

 給食があって、高校からはお弁当になるが、 

 外国ではどうなのかを聞きました。 

 

外国人の方の答え 

 ・アメリカの小学校では給食がありました。 

  給食費を払うとキップをもらいます。その 

  キップを店員みたいな人に渡して、自分で 

食べたいものを食べます。中学校も給食は 

あるけど、誰も食べない。自分でお弁当を 

持っていっていました。あと学校の中に、 

マクドナルドとか KFC（ケンタッキー）が 

あったので、買って食べていました。 
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・僕の行っていた学校でも、4年生から、一 

旦学校から出て、そのへんの中華料理屋さ 

んに行ったりとかしてもよかったですね。 

でも、僕は日本のスシテムのほうが好きで 

す。給食は時々おいしくはないけれど、安 

くて便利で、朝寝坊してもお昼は食べれる 

から。 

 ・日本の給食は教室で食べるけど、アメリカ 

  では学校にあるカフェテリアとかピクニッ 

クベンチなどで食べています。 

 ・僕の学校は古かったので、日本と同じよう 

  に教室で食べていたけれど、ほとんどの学 

  校には食堂があるし、できれば先生とは食 

べたくはないよね。 

 

  次は「学校行事」についてです。 

  日本では運動会（sports festival）や文化祭（culture festival）があるが、外国ではどのような

学校行事があるのかを聞きました。 

 

外国人の方の答え 

 ・体育館でダンスイベントがありました。 

 ・オープンハウス（学校の一般公開）という 

  イベントがあって、夜の時間、両親たちが 

  学校の中を見学できる、というのがありま 

  す。そのときは、子どもたちの作品なども 

  展示しています。 

 ・壮行式がありました。チアリーダーも踊っ 

たり、音楽もすごかったです。体育館でや 

るので、みんな適当に座っていました。 

 

 

 

 

 

  こんな感じで質問コーナーを進めてきたのですが、最後のほうは、質問というより、全員で自然

に会話が続きました。 

  日本のアニメやゲーム、“オタク”やメイド喫茶のことなど、自分たちの体験談を織り交ぜながら、

しばらく談笑が続きました。 
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  名残惜しいのですが、あっという間に時間になってしまいました。 

  最後に、「Team Commu2」のメンバーから、まずは今回、交流会に参加していただいた外国人の

方に感謝の言葉を伝え、本当に楽しかったこと、こういった交流の機会が増えればいいと思う、と

感想を話して、今回の交流会は終了となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  交流会をやり終えた子どもたちは、少し疲れた表情を見せながらも、笑顔で記念写真におさまっ

ていました。 

  そして、帰り間際も、少し残っていたお菓子を食べながら、外国人の方と会話を楽しんだあと、

玄関までお見送りしていました。 

 

 

 

  今回の交流会にご参加いただいた国際交流員の Christopher Orrさん、Joshua Friedmanさん、

ALTの Kristin Armstrongさん、Ryan Linさん、Tony Nelsonさん、本当にありがとうございま

した。 

  また、この交流会にあたり、一緒に楽しみ、場を盛り上げていただいた児童福祉専門分科会の長

内委員には、大変お世話になりました。ありがとうございました。 
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平成 25 年度第 9回青森市子ども会議活動記録 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 10月 6日（日） 午前：9時 15分～12時 

午後：13時～16時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2階 大集会室 

3333    出席者出席者出席者出席者  平成 25年度青森市子ども委員 19名（欠席者 11名）    

平成 25年度青森市子どもサポーター4名 

青森市健康福祉審議会児童福祉専門分科会委員 5名 

     事務局 7名 

4444    活動内容活動内容活動内容活動内容 午前：児童福祉専門分科会との合同会議 

（子どもの権利の日のイベントについての意見交換） 

                            午後：身の回りの興味のあることをテーマとした活動のまとめ 

5555    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  第 9回の子ども会議は、子どもの権利条例で定めている「青森市子どもの権利の日」（毎年 11月

20日）にふさわしい活動をしていくにあたり、子どもたちがやりたいと考えていることなどについ

て、「青森市健康福祉審議会児童福祉専門分科会」の皆さんからご意見やアドバイスをうかがうこと

を目的に、児童福祉専門分科会との合同会議として開催しました。 

 

  合同会議が開催される 1時間ほど前に、子 

どもたちは会場に集合して、合同会議に向け 

た準備を行いました。 

  子どもたちに事前にお願いをしていた、「身 

の回りの興味のあることをテーマとした活動」 

の現時点での大まかなまとめと、子どもの権 

利の日のイベントでやりたいと考えていること 

の現時点での大まかな案を参考にしながら、 

1時間という限られた時間で、合同会議で発 

表できるように、グループごとに話し合いを 

して整理しました。 

 

  そして、今年度はじめての合同会議が始ま 

りました。 

 まず、初顔合わせということで、皆さんか 

ら自己紹介をしていただきました。 

 先に、児童福祉専門分科会委員の皆さんに 

 自己紹介していただき、続いて、子どもたち 

 とサポーターも交えて、順番に自己紹介をし 

 ました。 
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児童福祉専門分科会委員の自己紹介 

 ・大学で教員養成をしています。来年度は、（子ども委員の）皆さんも勉強したと思いますが、｢子

どもの権利条約｣を日本が批准して 20周年にあたりますが、そこからできた「子どもの権利条例」

についてのイベントを行うということで期待しています。 

 

 ・保育園で園長をしています。さきほど、日 

本が「子どもの権利条約」を批准して来年 

で 20周年と言っていましたが、私の子ども 

会ではそれより 1年前、平成 5年に条約を 

批准していました。当時の小学校 5年生以 

上の子どもたちに「日本でまだ批准してい 

ないけれど、子ども会で批准してもいい？」 

って聞いたら、「いいよ。」と言ってくれた 

ので批准しました。私の子ども会としては、 

実は今年で 20周年になります。 

今でも大人の遊びは苦手ですが、子どもの 

遊びは大好きです。よろしくお願いします。 

 

 ・中学校で校長をしています。今回の子ども委員には、私の中学校から 1人参加をしています。また、

高校生の子ども委員 1人が、中学校時代の生徒でした。このように、中学生、高校生、そしてサ

ポーターの方が、本当に青森市のことについて話し合って、企画して、そして実行していく、こ

れが将来の青森市につながると思います。皆さん、頑張ってください。 

 

 ・昔、県で児童福祉を長年やっていました。私は教育学部を卒業しているので、教員免許を持って

います。県で働いているとき、ずっと、1 度は先生をやってみたいとうずうずしていました。そ

うしたら、退職 1 年前に大学から声がかかりまして、長々と 15 年、74 歳まで先生をしました。

あと、私は語学が好きで、前回、交流グループの皆さんと市内のＡＬＴとの交流会に参加させて

もらいました。ちょっと前に街中でそのＡＬＴに会ったときに話を聞いたら、とても楽しかった

と言ってました。私は皆さんからいろいろなアイディアとかご意見をいただいて、あと若さもも

らいながら務めていきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 ・青森市内で弁護士をしています。弁護士会という組織の中で、私は子どもの権利に関する委員会

に所属していて、その関係で児童福祉専門分科会の委員を務めさせていただくことになりました。

どうぞよろしくお願いします。 
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子ども委員・子どもサポーターの自己紹介 

 

＜思いやりグループ＞ 

・この子ども会議に携わって 10年になる。今回は「思 

いやり」のグループに参加していて、いろいろ新しい 

ことを学ばせてもらっていて、とても充実している。 

ここ 2、3年で子ども会議の活動が幅広くなってきて 

いると思うので、とても期待している。 
 

 ・保育園の訪問などをしてきて、子どもたちにも思いや 

りの気持ちがあることが分かったので、これからその 

気持ちを広めていけるように頑張りたい。 
 

 ・子どもの権利についてはまったく知らなかったが、学 

んでいくうちに視野が広がったり、思いやりの活動を 

通して、自分の考え方が少しずつ変わってきているの 

で、それをグループ活動などに貢献できればと思う。 
 

 ・子ども会議に参加して、初めて子どもの権利に触れて 

  みて、聞いたことはあっても内容を知らない市民がた 

  くさんいると思うので、イベントなどで皆さんに知っ 

  てもらえればと思う。 

 

＜街グループ＞ 

 ・体育施設や商店街に実際に取材に行って、今の青森市 

の実態がわかって、これから自分のできること、自分 

の得意分野で頑張っていきたい。 
 

 ・青森市の現状というものをいろいろな人に聞いて、知 

りながら、中学生なりの視点でできることをやってい 

きたい。 
 

 ・私は夏休み中にやった取材に行けなかったので、イベ 

ントに向けて貢献できるように頑張りたい。 
 

 ・子ども会議に参加して、青森市のことについて、たく 

  さん知ることができた。イベントでは、たくさんの人 

に条例のことや、今の青森市のことなどを知ってもら 

うように頑張りたい。 
 

 ・いろいろな人の話を聞くことで、自分の住んでいる街 

に対する愛着が出てきたので、これからも自分の街 

「青森」を大切にしていきたい。 
 

 ・「街」をテーマとした活動を通して、いろいろ青森市の 

ことがわかってきたので、イベントでも頑張っていき 

たい。 
 

 ・子ども会議は今年で 2年目になる。昨年、子ども会議 

  に参加してとてもためになったので、今年も参加した。 

  この子ども会議の活動を将来に役立てていきたい。 
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＜環境グループ＞ 

 ・去年から子ども会議に参加している。最近、「うどん 

県」や「おんせん県」など、県をアピールする活動が 

  たくさんあるなと感じている。自分自身、青森県が大 

  好きで、高校に入ってから、県外の方とか外国の方と 

  かと話をする機会があって、そこでやはり青森は素晴 

  らしいと感じた。将来は、ここで学んだことを生かし 

  て、青森のために働いて、青森で骨をうめたい。 
 

 ・ゴミ拾いなどをして、青森の環境の実態を知ることが 

  できたので、より多くの人に実態を知ってもらえれば 

  と思う。 
 

 ・学校で不登校の生徒がいるなど、子どもの権利が侵害 

  されていると感じているところがある。子ども委員と 

  して活動していく中でも、子どもの権利というものを 

学んでいけて良かったと思う。子どもが楽しく生活で 

きるために、今回「環境」というテーマで活動してき 

た。イベントではこの「環境」について、子どもたち 

も自分たちも学んでいけたらと思う。 
 

 ・大学生として、昨年からサポーターをやっている。 

  青森の環境の良さや、ゴミ問題を解決することによっ 

  て、さらに青森が良い環境になるのではと考えること 

  ができた。それを発見してくれた子どもたちのパワー にも影響を受けている。イベントでの発

表内容を楽しみにしている。 

 

＜交流グループ＞ 

 ・今年で子ども会議は 4年目になるが、1年ごとに子ど 

もの権利に関すること、青森市に関する知識や視野が 

広まってきていて、すごくやりがいを感じている。ま 

た、外国人との交流会でさらにそれが深まったので、 

イベントではそういう視点を生かして成功させたい。 
 

 ・この前の外国人との交流会で、外国と日本の文化の違 

  いについてたくさん学んで、楽しかったので、それを 

  イベントでも役立てていきたい。 
 

 ・今年で 4 年目になるが、毎年違う人たちが参加して活動しているので、毎回違う世界が見えて、

自分の考え方も広がる経験ができていると思う。まだ権利について知らない人がたくさんいると

思うので、できれば、青森の人がみんな知ることができるような活動ができればと思う。 
 

 ・私も今回で 4年目になる。もともと、外国の方との交流や、日本以外の文化に興味があったので、

外国人との交流会は、企画や司会進行で楽しくやらせていただいた。イベントに向けては、子ど

もの権利を知ってもらうための作品づくりで頑張りたい。 
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 ・私は、大人ではなく子どもが青森市を動かせるという 

  ところに魅力を感じて、子ども会議に参加した。また、 

  英語が好きなので、外国人との交流会を通じて、さら 

  に英語の勉強を頑張ろうと思った。私も子どもの権利 

  については知らなかったので、イベントではいろんな 

  人に興味を持ってもらうだけでもいいので、どんどん 

  広まっていけばいいと思う。 
 

 ・私は大学生で今年から参加させていただいている。子 

どもたちから青森市についてどう思っているか、また、 

どう変えていってほしいのかを聞きたくて、サポータ 

ーに応募した。活動の中では、交流の機会を増やしてほしいという意見を聞くことができて良か

ったと思う。 

 

 続いて、今年度の子ども会議のこれまでの活動内容を事務局から説明したあと、今回の合同会議の

案件である「子どもの権利の日のイベントについての意見交換」を行いました。 

 

 まずは、夏休み期間中に子どもたちが活動してきた“興味のあるテーマ”について、グループごと

に、 

 ①活動テーマとして選んだ理由 

 ②これまでの活動内容 

 ③イベント時に発表しようと考えている現時点での提案内容 

を説明してもらい、それに対し、児童福祉専門分科会の委員の皆さんからご意見・アドバイスをいた

だきました。 

 

交流グループの説明 

 ①活動テーマとして選んだ理由 

  外国人との交流に興味を持ったこと、人と接する 

ことが好きなこと、自分が今まで知らなかったこ 

とを学べることなどが主な理由である。 

 

 ②これまでの活動内容 

  外国人との交流会を行うため、企画運営をすべて 

  自分たちで行った。交流会では、アイスブレイク 

  としてぬり絵やゲームをしたり、ねぶたを通じて 

  の青森市のプレゼン、お互いの文化を知るための 

  質問コーナーなどを行った。 

 

 ③現時点での提案内容 

  ・子どもの見聞を広めていくことを目的に、市主催のさまざまなイベントに「交流会」を組み込

んでほしい。 

  ・子ども自身が興味を持つ職業の人との交流会を開催できるようにしてほしい。 

  ・日本と外国との文化の違いについての発表会ができる機会がほしい。 
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交流グループに対するご意見・アドバイス 

 ・交流にはいろいろな目的があると思います。また、 

  交流をするときには、自分の文化にも誇りを持た 

ないといけないと思います。外国人との交流でね 

ぶたを入れたことはとても良かったと思います。 

交流をするときの要点を押さえて、『日本の伝統 

的な思いやりの心』（the heart of traditional 

Japanese hospitality）を大事にして、これから 

進めていけばいいと思います。 
 

 ・私は耳の聞こえない人と友達になりました。交流 

  をするということは、もしかすると、あっていい 

  違いに気がつくというか、触れ合う中で、しっか 

  りわかっていない自分に気づく機会になるのかなと思いました。だから、いろんな人たち、国だ

けでなくて、隣に住んでいる人などと触れ合って、気づきがあることが交流なのかなと改めて思

いました。交流っていいなと思いました。 

 

子ども委員の発言 

 ・耳の聞こえない人との交流のお話を聞いて、そう 

  いう人たちとの交流で知ることができることもあ 

るんだと感じたので、やってみようかなと思った。 

 

交流グループに対するご意見・アドバイス 

 ・あとは世代間の交流、異文化交流と言いますか、 

  自分の世界とは違うものとの交流などいろいろあ 

  ると思います。 

 

 

 

思いやりグループの説明 

 ①活動テーマとして選んだ理由 

いじめが増える中で、だんだん思いやりの気持ち 

  が薄くなっているため、思いやりの気持ちを再確 

  認するために、このテーマを選んだ。 

 

 ②これまでの活動内容 

  「豊かで健やかに育つ権利」に基づき、紙しばい 

  や絵本、ゲームなどを通して、保育園の子どもた 

  ちに思いやりについて知ってもらおうと思い、大 

  野保育園を訪問してきた。保育園では、思いやり 

  に関する読み聞かせや○×クイズなどの活動を行 

  ってきた。 

 

 ③現時点での提案内容 

  学校の先生たちに対して、小さな子どもたちと触れ合う機会を増やしてほしいと思っている。 
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思いやりグループに対するご意見・アドバイス 

 ・キャリア教育ということで、現在、学校ではいろ 

  んな人と触れ合う、いろんな職業と触れ合うこと 

  で、子どもたちはどうすればいいのか、そういう 

  機会にしています。“思いやり”というのは、子 

どもたちと接すること、異年齢、お年寄りなど、 

いろんな世代の人たち、また、さきほどの外国人 

に対する日本人の思いやりというのがありました 

けれども、そういうことも含めてこれからも活動 

していただければと思います。 

とてもいい活動だと思いますので、頑張ってくだ 

さい。 
 

 ・3年前に子ども委員が作った｢子ども宣言文｣は、“思いやり”がキーワードになっています。子ど

もの権利条例のいくつかの条文にもつながる大事なフレーズだと思います。 

 

 

街グループの説明 

 ①活動テーマとして選んだ理由 

  青森市のことを自分たちで調べて、青森市に対す 

  る理解を深めて、自分たちの手で青森を変えてい 

  くことで活性化されたり、観光客が増えていくこ 

  となどを期待して、このテーマを選んでいる。 

  自分たちの手で青森市を変えていきたいという強 

  い思いのもとでこの活動を進めてきている。 

 

 ②これまでの活動内容 

  「街」といってもたくさんあるので、大きく 2つ 

  にわけて、市民体育館や市民プールなどの「体育 

  施設編」と、新町や駅付近の商店街に関する「街 

活性化編」の 2つのテーマにわけた活動をしてきた。現在は、活動内容をレポートにまとめたり、

パワーポイントも活用して発表したいと考えている。 

 

 ③現時点での提案内容 

  鹿内市長や「街」というテーマに関係する職員の方に対して提案をしていきたいと考えている。 

具体的な内容として、「体育施設編」では、市民体育館・市民プールの駐車場が狭いので、広くし

て送迎などをスムーズにできるようにすること、また、施設の情報提供を活発化することによっ

て、小中学生でも手軽に利用できるようにすること、これは、青森の小中学生の肥満率が全国 1

位であることや、平均寿命がワースト 1 であることなどから、活発に運動ができるようにして、

そうすれば健康に対する意識も高まるのではないか、という考えがある。 

  「街活性化編」では、商店を営む方やお客さんの高齢化により全体的に衰退の傾向にあるので、

例えば使われていないシャッターを逆に利用して、りんご畑の絵を描くこと、その絵を描く人も

市内で頑張っている若手のアーティストやイラストを描きたい人、奈良美智さんなどの有名な画

家に依頼するという案もある。ほかにも、青森市はりんごのイメージが強いので、りんごの木を
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植えるという意見や、遠くから商店街に来るときはどうしても車を使うことが多いので、駅前に

無料で使える駐車場を整備する、そうすることで家族連れでも手軽に商店街に来ることができる

のではないか、という意見もある。 

 

街グループに対するご意見・アドバイス 

 ・肥満率のことや短命県のことなどを引き合いに出 

  していて、その発想力がおもしろいと感じました。 

  街の活性化については、そのことが子どもの権利 

  とどうつながっていくのかをもう少しわかりやす 

  く提案できたらいいのかなと思いました。 

 

子ども委員の発言 

 ・このテーマでは、「街活性化編」と「体育施設編」 

  に共通して、子どもの権利条例の「豊かで健やか 

  に育つ権利」に基づいて考えている。例えば、運 

  動施設で子どもたちの運動量が増えることが、活 

発に健やかに生きることにつながると考えている。 

 

街グループに対するご意見・アドバイス 

 ・街の中で、子どもの権利についてどれくらい関心を持っているのか、また、子どもの権利の日イ

ベントについて、可能なのであれば、街中でのイベント周知というアクションもいれてもらえれ

ばと思いました。 
 

 ・直接、子どもの権利とは関係ないかもしれませんが、市民プールは 70歳になると無料で利  用

できるので、利用しているほとんどがご年配の方です。また、老朽化のために天井が落ちてきて

いることや、シャワーが熱くないことなどの問題点もあります。ぜひ、子どもの側からどんどん

意見を言ってもらえればと思います。 
 

 ・「子どもにやさしいまちづくり」というのが条例につながることですので、ぜひ具体的な提案で市

長にぶつけてみてください。 

 

 

環境グループの説明 

 ①活動テーマとして選んだ理由 

  春になって雪が解けると、バス停のまわりにタバ 

  コの吸い殻やごみが落ちていて気になったこと、 

  通学路に落ちているごみを見て、青森市のごみ事 

  情を知りたくなったこと、青森市の豊かな自然を 

  肌で感じ取ってもらいたいこと、ポイ捨てやごみ 

などで自然を汚したり破壊したりしないでほしい 

ということでこのテーマを選んだ。 
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 ②これまでの活動内容 

アスパム周辺でごみ拾いをしたが、このとき 1番 

多かったのがタバコの吸い殻だった。また、市役 

所のごみを担当する職員に、青森のごみ事情につ 

いて聞いたが、青森市はリサイクル率が低いとい 

うことを知った。これらを踏まえ、タバコのポイ 

捨てをやめさせるポスターを作ったり、ごみに関 

するクイズを作った。 

 

 ③現時点での提案内容 

  市長と市民、青森市全体に対しての提案として、 

通学路やバス停などでのポイ捨て対策や、「タバ 

コのポイ捨て禁止条例」を作ればいいのではないか、また、携帯灰皿を持つよう呼びかけたり、

青森市のごみの現状について、青森市民に対し、自分たちに何ができるのかを考えてもらうとい

うことを伝えたいと思っている。 

 

環境グループに対するご意見・アドバイス 

 ・町内会で清掃活動や除雪活動、各種リサイクルな 

どをやっていると思いますが、そういうものとの 

連携を少し考えてもらえれば、直接地域の人たち 

の活動につながると思います。 
 

 ・環境の 1つに｢社会環境｣というものもあります。 

  子どもにとって何かマイナスになるような社会が 

  ないかなということを考える、ということも環境 

  の視点かなと思います。 
 

 ・その「社会環境」の中には、人、「人的環境」と 

  いうものもあります。思いやりにあふれている人 

  が自分の隣にいたら、自分にも影響があるだろうし、逆にそうでない人たちがまわりにいたら、

違った色に染まっていくという「人的環境」というのもあるのかなと感じました。 

 

 

 以上が、“興味のあるテーマ”に対する児童福祉専門分科会委員の皆さんからのご意見でした。 

 子どもたちはこのたくさんのご意見・アドバイスを参考にして、現時点で考えている提案内容をさ

らに膨らませて、イベント時に発表するための準備を進めていくこととしています。 

 

 続いて、子どもたちがイベントのときにやりたいこととして考えた「子どもの権利に関する劇を交

えた活動」について、 

 ①この活動をすることとした理由 

 ②現時点でのイメージ 

を説明してもらい、それに対し、児童福祉専門分科会の委員の皆さんからご意見・アドバイスをいた

だきました。 
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子ども委員（企画運営チーム）の説明 

 ①この活動をすることとした理由 

  子どもの権利を知っている人が少ない中で、劇 

  で具体例を出すことで、わかりやすく、そして、 

  （イベントに）来ていただいた方に楽しんでい 

  ただけると思ったからである。 

 

 ②現時点でのイメージ 

  まず、子ども委員が子どもの権利条例に定めて 

  いる子どもの権利に関する劇をお見せして、そ 

  れに対して、来ていただいた方と意見交換や討 

論会をすることを考えている。 

劇の流れとしては、劇に出てくる子どもの権利について説明してから、例えば学校をテーマとし

たもの、「教室編」や「部活編」、「授業編」などの劇を 1つにつき 1、2分で発表することを考え

ている。テーマについては、来ていただく方が対象になるようなものを 3つ程度用意する予定に

している。なお、この 3つのテーマを大きなテーマとして、その中に小テーマを 4つずつ用意し

て、計 12個のテーマで劇ができればと考えている。 

 

子どもの権利に関する劇を交えた活動に対するご意見・アドバイス 

 ・3つの大きなテーマで、4つずつの小テーマとい 

うことでしたが、すごく量が多くなると思いま 

すが、時間的にはどのくらいがあって、どれに 

絞って話をしていきたいのか、ということを考 

えたら、10以上という数をやったら伝えたいこ 

とも深まらないと考えます。 
 

 ・1つのテーマをもう少し長くやって、内容を深 

  くするというやり方もあるのかなと考えます。 

多すぎると、その都度その都度討論を入れてい 

くということであれば、どんどん前にやったこ 

と（テーマ）が忘れられていくのかなと思いま 

した。見るほうも忙しくなってしまうのかなと 

感じました。 
 

 ・例えば、家庭の中でも、子どもにもプライバシーはあるよ、とか、兄弟との差別のこととか、こ

れらをまとめてやれれば、時間的にも調整はきくかもしれませんが、2 人の委員から出された意

見も考えてもらえればと思います。 

  以前、子どもの権利に関する学習会（第 2回会議）で、権利擁護委員の小林先生がやっていた「ジ

ャイアンとのび太」のシナリオで出てきたようなストーリーが出てくるようなイメージでしょう

か。 
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 続いて、イベントに向けて作成する子どもの権利を普及啓発するためのポスターなどの作品につい

て、現時点で考えている作品の形態や内容などについて説明してもらい、それに対し、児童福祉専門

分科会の委員の皆さんからご意見・アドバイスをいただきました。 

 

子ども委員（作品作成チーム）の説明 

 現時点では、ポスター、チラシ、新聞の作成を考え 

ている。内容としては、大人だけでなく、子ども本 

人に「子どもの権利とは何なのか」を知ってもらう 

ようなものを考えている。私のまわりの友達に聞い 

たことだが、「子どもの権利条約」のことは、名前 

だけは知っていると答えていたが、青森市に「子ど 

もの権利条例」があることについては誰も知ってい 

る人がいなかったので、子どもたちに条例のことを 

知ってほしいと思っている。 

ポスターやチラシについては、子どもの権利の中か 

らいくつかピックアップして掲載したいと考えてい 

る。新聞については、毎月発行みたいな疑問がある 

が、イベントに向けた特別号として作成すればいいと考えている。 

 

子どもの権利を普及啓発するための作品に対するご意見・アドバイス 

 ・今の意見のほか、マスコミ（テレビ、ラジオなど）を通じたお知らせもあると思います。マスコ

ミは、新しい企画についてはウェルカムと言ってくれるところもあるので、事務局とも相談しな

がら、もし進めていけるのであればと思います。 

  今の時代は、紙媒体だけではなく、例えば子ども会議のサイトがあって、その中で情報発信して

いくという方法もあるかと思います。 

 

 

 以上、児童福祉専門分科会委員の皆さんから、さまざま貴重なご意見、アドバイスをいただきまし

た。今後、イベントに向けて、企画運営チーム、作品作成チームそれぞれが準備を進めていくうえで

の参考にしていくこととしています。 

 

 最後に、児童福祉専門分科会会長から、次のお言葉をいただきました。 

 

 私たち分科会は、今回、皆さんの考えていることに 

対して意見を出すという関わり方をしました。 

 青森市の子どもの権利条例は東北で 3番目にできた 

条例ですが、おそらく先行して条例を作った自治体で 

は、子どもの権利に関するイベントはやっていないは 

ずです。ですので、東北初の子どもの権利に関するイ 

ベントになると思いますので、ぜひ皆さんの力で素晴 

らしいものを実現してほしいと思います。 
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 以上で午前中の合同会議は終了となりました。 

 ここで、環境グループを除いた 3グループの子ども 

たちは、午後の活動に備え、お昼休憩を取りました。 

 午後は、“興味のあるテーマ”のまとめを行うため、 

交流、思いやり、街の 3グループが活動しました。 

 

交流グループ「Team Commu
2
」 

 交流グループは、午前中の合同会議で説明した、 

現時点で考えている提案内容を「提案書」として 

 まとめる活動を行いました。 

 この「提案書」は、イベントのときに参加してく 

 れた方々に配布し、それを見てもらいながら提案を聞いてもらうことにしています。 

午後の時間帯で、内容は大体まとまりましたが、あとは「提案書」をパソコンできちんとかたちに

する必要があります。 

 

 

思いやりグループ「Team 希望ガールズ」 

 前回、1人しか参加できなかったガールズが、今回 

 3人プラスサポーターが参加できたこともあり、こ 

 れまでの活動や提案内容を模造紙にまとめる作業が 

 スムーズに進み、ほぼ完成しました。 

 あとは、今回欠席した 1人に、イベント当日、発表 

 をしてもらうこと、また、その読み原稿を考えても 

らうことを話し合いました。 

 

 

 

 

街グループ「マーチハンターズ」 

 前回の活動のときに、事務局からハンターズの子 

 どもたちに、「『元気な街を、創る。』を合言葉に、 

今年 5月に昭和通りに高校生カフェをオープンし 

た『あおもり学生プロジェクト クリエイト』とい 

う団体があって、ここでは高校生が中心になって 

地域活性化に向けた様々な活動を展開している。」 

という話をしたところ、クリエイトの人に 1度話 

を聞いてみたい、という意見が出ました。 

事務局でクリエイトの方に相談したところ、快諾 

していただき、午後の時間帯に高校生カフェ 

におじゃまさせていただき、クリエイトの方々と 

ハンターズとの意見交換をしました。 
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 実は、クリエイトには、かつてこの子ども会議（以 

前は“こども委員会”と呼んでいました）に子ども委 

員として参加をしていた人が所属していることもあり、 

今回の意見交換の快諾をいただくことができました。 

 クリエイトでは、こちらからのお願いにも関わらず、 

団体活動の内容などについて、パワーポイントを使い 

ながら、わかりやすくていねいに説明していただきま 

した。 

 

クリエイトからの説明概要 

 ・クリエイトが考える「まちづくり」とは、「まち」 

  をより良い状態にもっていくことです。 

 ・「まちづくり」では、美術館を建てる、公園を整備する、街灯をつくるなどの「ハード面」とイベ

ントを行う、ルールをつくる、パトロールを行うなどの「ソフト面」があると考えています。 

 ・クリエイトの活動を進めていくための資金は、高校生カフェの収益や様々な事業展開における助

成金、委託金、市民の方からの寄付などによります。 

 ・高校生カフェは、地元（昭和通り）の商店街に密接に関わった運営方針をとっています。例えば、

接客指導を商店街の小売店にお願いしたり、コーヒーの淹れ方も商店街のコーヒー屋さんから学

んできました。 

 ・地元高校生がつくる青森観光情報サイト「あおも 

り話題チャンネル」を展開しています。このサイ 

トは、取材からアポ取り、記事作成、校正のすべ 

てを高校生が担っています。 

 ・これまでの活動としては、2010年 12月に東北新 

幹線新青森駅開業をもっと盛り上げようと「高校 

生がつくる東北新幹線開業前夜祭」を開催したり、 

商店街を中心にしたミニＦＭ放送を行ってきたほ 

か、商店街との連携により、青森市中心商店街の 

メインストリートを歩行者天国にしてのイベント 

「ＡＯＭＯＲＩ春フェスティバル」の司会協力な 

どを行ってきました。 

 ・商店街との連携により、高校生が地域を知るきっかけになるのではと考えていること、また商店

街で若者を育てることにつながるのではないかと考えています。 

 ・クリエイトに参加したメンバーは、クリエイトでの活動を通じて発見した「まちづくり」に関す

る課題を解決すべく、様々な大学・職場で研究を続けています。 

 ・クリエイトは、2014 年 4 月に 5 周年を迎えます。その際はＮＰＯ法人化を予定していて、地域

を元気にする人材を育成するほか、官民との連携を強化しつつも、あくまでも高校生主体の活動

を継続していくことにしています。 

 

 クリエイトからの説明が一通り終わったあとからは、意見交換も含め、フリートークのかたちで、

さまざまな話し合いがされました。 
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（以下、◆がハンターズ、○がクリエイトの発言です。） 

 

◆新町周辺の商店街は、お店の方もお客さんも高齢化 

が進んでいて、衰退していると感じる。シャッター 

が閉まっている風景は寂しさも感じる。そこで、使 

われていないお店のシャッターに絵を描くこと、そ 

の絵を描くのも市内の若手アーティストなどにやっ 

てもらえばいいのでは、などを考えているが、どう 

思うか。 

 

○高校生カフェがある「昭和通り商店街」は、約 50 

 店舗のうち、現在空き店舗になっているところは 

2 箇所しかありません。 

○「新町商店街」は、約 100 店舗のうち、現在空き店 

 舗になっているところは 7 箇所しかありません。 

○これらを踏まえると、実は空き店舗は少ない現状にあります。 

○皆さんが取材した「ニコニコ通り商店街」や「夜店通り商店街」は、現在空き店舗が多いと感じま

す。 

○商店街の方々は、イベントをやってたくさんの人に来てもらおうとか、いろいろなことをして頑張

っています。また、市役所も、空き店舗を減らすための施策として、空き店舗を活用する人に補助

金を出したりしています。 

○シャッターに絵を描くというのは、とてもおもしろい発想だと感じました。シャッターも商店街の

1 部だ、という考えになるだろうから、おもしろいと思いました。 

○県外でも、空き地にコンテナを置いてカフェを開いたり、そのコンテナにデザイナーの方が絵を描

いたりしているところもあります。 

 

◆私たちは「子どもの権利条例」を普及啓発する役目 

もある。学校ではそんなに深く学ぶこともないので 

子どもの権利というものはなかなか広まらない。そ 

こで、例えばこちらのカフェで子どもの権利に関す 

るアンケートを行うことは可能か。 

 

○私も子ども委員時代、「子ども宣言文」を作るまで 

の過程に携わったことがあるので、それは全然大丈 

夫です。 

 

○「街活性化」というテーマでいけば、例えば浜田地 

区のイトーヨーカドーやジャスコ方面をもっと活性 

化させればいいのではないか、という考え方もあるのかなと思うんですが、あえて新町にスポット

をあてたのはなぜですか。 

 

◆このテーマで話し合いを始めたときに、観光客をもっと増やしたい、という考えもあって駅前にあ

る商店街が活性化すれば、遠くからも人が来てくれるんじゃないか、と考えた。 
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○例えば、さきほどの浜田地区をもっと便利にさせて 

盛り上げていったほうが観光客が来るんじゃないか 

という考えもあると思いますが、どうですか。 

 

◆新青森駅前も何もないので、例えば新町をそのまま 

 新青森駅前とか、それこそ浜田地区に持ってくると 

 かはだめか。 

 

◆イトーヨーカドーなどは、青森以外にもほかにもあ 

 るけれど、商店街は青森の良さがわかるみたいなと 

 ころがある。シャッターに絵を描くという発想も、 

 「あおもり！」というのがほしいと感じている。 

 

○今の高校生が、放課後にイトーヨーカドーのフードコートに行ってお茶を飲む、というのはすごい

自然なことで、何も悪いことはないんだけれども、将来、県外に出て故郷あおもりを想うときや、

県外の人に「青森ってどういうところ？」って聞かれたときに、イトーヨーカドーしか思い浮かば

ないのはとても寂しいと思うんですよね。 

○このクリエイトの活動では、高校生に地元の商店街のことを知ってもらう、そしていろいろな活動

を通してさらに地元を感じてもらう、そうすることで「青森ってどんなところ？」と聞かれたとき

に、地元青森はこんなところ、と言えるようになるのかなと思っています。自分の口からそう言え

ることがとても大事なのかなと思っています。 

 

○では、商店街に人を戻すためには、どうすればいい 

と思いますか。 

 

◆商店街は歩いて移動するところで、ご年配の方はバ 

スなどを利用して来られると思うが、家族連れや若 

い人は、車や自転車で来ることが多いと思う。新町 

周辺には駐車場がたくさんあると思うが、使いづら 

かったりお金がかかったりするので、例えば商店街 

専用駐車場などを作ったりすると、少しは来やすく 

なるのかなと思っている。 

 

○ジャスコは 800 台の駐車が可能です。それに対し、 

 新町商店街にあるたくさんの駐車場すべてで、約 3,000 台の車が駐車できるようになっています。

「新町には駐車場がない。」みたいな話をよく聞きますが、実はこれだけの駐車が可能になっている

んです。 

○ただ、やはりネックになっているのは「有料」であることだと思います。これには、浜田地区と新

町で決定的に違う「土地の値段（地価）」が関係しています。土地は、買うときにお金を払って終わ

りじゃなく、税金も取られます。固定資産税というものです。 

○浜田地区は最近できたのもあって、さほど土地の値段は高くないですが、新町は青森県内で  1

番値段が高いんです。それもあって、本音では駐車場を無料にしたいところなんですが、ちょっと

できないんです。 
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○あと、金額とかの話で比較をされると、新町はかなり厳しいところがあります。イトーヨーカドー

やイオンでは、全国で一発発注するので、商品の値段を安く抑えたりすることができるけれども、

商店街では 1 店舗 1店舗で仕入れをしなければならないので値段が高くなってしまうんです。 

 

○では、商店街がそういった郊外の店舗と勝負していくためには、どうしたらいいと思いますか。 

 

◆浜田地区には、全国どこにでもある店舗があり、新聞チラシでもよく見たりするけど、そこにしか

ない例えばおしゃれなカフェとかあって、それが雑誌に掲載されたりすれば、人が来るのかなと思

った。 

 

○商店街では、その店舗の「個性」を出していくこと 

が大事だと考えます。それが今後、商店街が生き残 

っていくためのポイントになると考えます。 

○現在の商店街だと、テナント料が高い割に集客が見 

込めないので、全国展開している店を商店街に呼ぶ 

ことはかなり厳しい状況です。 

○それを逆手にとって、1 店舗 1 店舗が「個性」を出 

していく、全国展開に対抗できるのは、全国にここ 

しかない店舗を作ること、この商店街に行けば何か 

がある、というような商店街にしていくことが生き 

残っていく道だと考えます。 

○そういうこともあって、ここに高校生カフェを出し 

ています。このカフェはテレビ番組や新聞で紹介されたりしているので、県外からのお客さんも来

たりします。 

○今まで郊外のショッピングセンターに行っていた人の中に、「あ、高校生カフェってできたから行っ

てみよう。」という人がいて、じゃ、ついでに新町をブラブラしていくか、というきっかけになれば、

と考えています。 

 

○さきほど、商店街を活性化していくために、市役所 

 で補助金を出しているという話をしました。また、 

国にも補助金制度があります。なぜ、こんなに商店 

街のための制度、商店街を守っていくための制度が 

あると思いますか。 

○おそらく、「何でそんなに商店街を守っていく必要 

があるの？」といった疑問を持つ人がいると思うん 

ですが、それでも商店街を守っていかなければなら 

ない理由は何だと思いますか。 

 

○その理由は大きく 2 つあると考えます。 

 1 つは、商店街は昔から交流が生まれる場、地域のコミュニティとしての役割があります。お店の

人とお客さんがきちんと顔を見て取引をしたり、世間話をしたり、お客さん同士が交流を持ったり

と、地域のコミュニティづくりとして商店街を位置づける、というのがあげられます。 
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○もう 1 つは、商店街は若者にとってのチャレンジの 

場、これから何かのお店を出そうと考えている若者 

にとってのチャンスの場であるということです。 

○いきなり郊外のショッピングセンターに店を構えよ 

うとしても無理だろうし、商店街じゃないところに 

お店を出しても、ちゃんとお客さんが来てくれるの 

かはわからない。 

○それが商店街であれば、それなりに人が来るし、そ 

こをステップにしていくための場として、商店街は 

必要なんだろうなと考えています。 

 
 

 商店街に関するさまざまな現状、商店街に対する熱意が伝わってくる、本当に貴重なお話をたくさ

ん聞くことができた時間でした。 

 そして最後に、クリエイトからこんなお話がありました。 
 

皆さんはこれから「街」のことについて提案していくことになると思うんですけれども、提案まで

は誰でもできます。 

皆さんには、提案して終わりではなく、できればそれを“実行”してほしいと考えます。 

 提案だけして、それをあとはお任せにしてしまうのは、ある意味無責任ともいえます。 

実際に行動に移すことは難しいことなんですが、それでも結果はあとからついてくるものなので、

ぜひ“実行”してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 意見交換終了後、クリエイトの方々と記念撮影をし、ハンターズ一同は高校生カフェを後にしまし

た。その後、総合福祉センターに戻り、今日の意見交換の内容も織り交ぜながら、「街」に関する提案

内容を資料形式にまとめていました。 

 

 

 

 今回の意見交換にご協力いただいた久保田さんをはじめとするクリエイトの方々に感謝申し上げま

す。本当にありがとうございました。今後、ますますのご活躍をお祈りしております。 
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平成 25 年度第 10 回青森市子ども会議活動記録 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 10月 26日（土） 午前：9時 15分～12時 

                    午後：13時～16時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2階 大集会室 

3333    出席者出席者出席者出席者  平成 25年度青森市子ども委員 19名（欠席者 11名）    

平成 25年度青森市子どもサポーター3名 

4444    活動内容活動内容活動内容活動内容 子どもの権利の日イベントに向けた準備活動 

5555    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  今回は、子どもの権利の日イベントに向け 

た準備活動ということで、企画運営チームは、 

 イベント開催にあたり、さまざま考えられる 

 役割ごとの話し合いを、また、作品作成チー 

ムは、具体的にどのような作品をどのような 

形で作っていくかなどの話し合いをしました。 

 

 企画運営チームの活動 

 まずは、どのような役割が考えられるのか、 

 そして、その役割を誰が担当するのかをチー 

ム全員で話し合いし、次のとおりに決めまし 

た。 

 

 ①総合司会・全体シナリオ 2人 

 ②タイムキーパー 2人 

 ③“興味テーマ”発表時の進行役 2人 

 ④「子どもの権利に関する劇を交えた活動」 

  について 

  ・台本 1人 

  ・役者 4人 

  ・企画 3人 

 ⑤イベント会場レイアウト 2人 

 

  これに加え、以前からイベントでやってみ 

 たいこととして意見が出されていた「子ども 

の権利に関するクイズラリー」も実施するこ 

とになり、その担当を 4人決めました。 

 

  このあと、企画運営チームは、それぞれの役割ごとに話し合いをしました。 
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 ①総合司会・全体シナリオ 

  イベントの総合司会には、2人から手が挙 

 がりました。 

  事務局が用意したシナリオの例を参考にし、 

 イベント全体の流れをイメージしながら、自 

分たちと同じ子どもたちに少しでも分かりや 

すいようセリフを考えていました。 

  また、2度 3度、シナリオの読み合わせを 

 行い、総合司会としての役割を実感していま 

 した。 

 

 

 

 

 

 ②タイムキーパー 

  それぞれのプログラムには、「持ち時間」があります。 

  その時間をきちんと守りながらプログラムを進めていくためのタイムキーパーを置くことにしま

した。 

  今回は、「あと○○分」という表示板を作成しました。 

  今後、イベント全体のシナリオが確定した段階で、表示板を出すタイミングなどを確認する予定

です。 

 

 

 

 ③“興味テーマ”発表時の進行役 

  “興味テーマ”の発表では、 

  1 子どもたちから提案発表 

  2 提案相手に意見・感想を求める 

  3 子どもたちが返事をする 

  4 来場者に意見・感想を求める 

 というような流れで進めていくことを想定していますが、この場を仕切る進行役を子どもたちにや

ってみたいかどうかを聞いたところ、2人から手が挙がりました。 

 

  この進行役は、特に「4 来場者に意見・感想を求める」場面で誰からも挙手がなかったときにど

うするかなど、その対応方法が難しい部分もあることを伝えました。 

  今後、全体の流れをイメージしながら、仕切りをどのようにしていくのか確認していく予定です。 
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 ④「子どもの権利に関する劇を交えた活動」について 

 この劇を交えた活動については、学校で演 

劇をやっている子どもたちが数人参加し、そ 

のうちの 1人が台本を作成することになりま 

した。 

 前回第 9回の児童福祉専門分科会との合同 

会議で、子どもたちが当初考えていた劇のテ 

ーマ数が多すぎるので、1つのテーマに時間 

をかけて、伝えたいことを深めるやり方をし 

たほうが観ている人もわかりやすいのでは、 

といったアドバイスを受け、劇で扱うテーマ 

は 3つにすることにしました。 

 

  役者については、最低でも 4人必要のよう 

 でしたが、現時点では 2人しか決まらなかっ 

 たので、今回参加できなかった子どもたちに声をかえてみることにしました。 

  このほか、“興味テーマ”の発表時と同様、この劇を交えた活動においても、この場を仕切る進行

役が必要になりますが、子どもの権利相談センターで相談者と一緒に問題の解決に取り組んでいる

「子どもの権利擁護委員」3名にお願いすることにしました。 

 

 

 

 ⑤イベント会場レイアウト 

  今回のイベント会場は、リンクステーショ 

ンホール青森（文化会館）の 4階にある中会 

議室を予定しています。 

  事前に事務局で会場を下見したうえで、会 

 場レイアウトのたたき台を作成しましたが、 

 やはりそれだけだとイメージがわかないとい 

 うことで、総合司会の 2人と“興味テーマ” 

 の進行役 1人、劇の台本担当 1人、クイズラ 

 リー担当 1人と一緒に会場見学に行ってきま 

 した。 

 

  劇を披露するステージの大きさやテーブル 

 の配置、受付をどこに設置するかなど、現場 

 を見ながら確認していました。 
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  このほか、イベントで実施する「子どもの 

 権利に関するクイズラリー」で来場者に解い 

 ていただく問題を考えました。 

  このクイズも、ただやって当たった外れた 

 で終わるのではなく、“子どもの権利に関す 

る”ことを考えてもらい、そして少しでも覚 

えてもらえるような、そんな内容のクイズと 

することにしました。 

 

  現時点では、会場入り口までのロビーに 5 

 つの問題を設置するほか、プログラムの中で 

 も 3問ほどクイズを出す予定にしています。 

 

 

 作品作成チームの活動 

  子どもの権利を普及啓発させるための作品と 

 して、ポスター、チラシ、新聞を作ることとし 

ている作品作成チームですが、今回は、まず誰 

がどんな内容の作品を作るのかを話し合い、子 

どもの権利条例にある権利の 4つの柱である、 

・安心して生きる権利 

・自分らしく生きる権利 

・豊かで健やかに育つ権利 

・意見を表明し参加する権利 

 のうち、1番伝えたいと思う内容を選ぶこと 

 から始めました。 

  また、ポスターは 4つの権利それぞれの作 

品を 1つずつ合体させて、1つの大きなポス 

ターにすることにしました。 

  新聞は、子どもの権利に関する記事を作品作成チーム 1人 1人に作ってもらい、それを大きな模

造紙に貼り合わせて、1つの大きな新聞にする予定にしています。 

 

  このほか、イベント開催をさまざまな人た 

ちにお知らせするためのチラシのデザインを 

作品作成チームが作成しました。 

 

  これらすべて、子どもの権利に関する学習 

会を通じて得た知識と、子どもたちの表現力 

によって作られていくことになります。 
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  以上、企画運営チームと作品作成チームに分かれての活動でしたが、今回、子どもたちにはイベ

ントの顔となるイベントタイトルについて意見を出してもらいました。 

 

  本当にたくさんのアイデアを出してもらったのですが、最終的に多数決で次の 3つを子どもたち

の案としました。 

 

        案案案案 1111    子子子子どものどものどものどものＫＥＫＥＫＥＫＥ☆☆☆☆ＮＮＮＮ☆☆☆☆ＲＩＲＩＲＩＲＩ    ～～～～いついついついつ知知知知るのるのるのるの？？？？今今今今でしょでしょでしょでしょ！！！～！！！～！！！～！！！～    

        案案案案 2222    みんなでみんなでみんなでみんなで知知知知ろうろうろうろう！！！！    子子子子どものどものどものどもの権利権利権利権利    

        案案案案 3333    ＷｅＷｅＷｅＷｅ    ｈａｖｅｈａｖｅｈａｖｅｈａｖｅ    ＫＥＮＲＩＫＥＮＲＩＫＥＮＲＩＫＥＮＲＩ    ～～～～君君君君がががが君君君君でいるためにでいるためにでいるためにでいるために～～～～    

 

  次回の子ども会議までにタイトルを決定することとしました。 

 



 

75 

平成 25 年度第 11 回青森市子ども会議活動記録 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 11月 2日（土） 午前：9時 15分～12時 

                   午後：13時～16時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2階 大集会室 

3333    出席者出席者出席者出席者  平成 25年度青森市子ども委員 16名（欠席者 14名）    

平成 25年度青森市子どもサポーター2名 

4444    活動内容活動内容活動内容活動内容 子どもの権利の日イベントに向けた準備活動 

5555    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  今回も前回に引き続き、子どもの権利の日 

イベントに向けた準備活動を行いました。 

  イベントに向けた準備活動は、今回が最後 

 になるため、決めるべきこと、作るべきもの 

 を今回の活動で終えなければなりません。 

  限られた時間の中、子どもたちは各々の役 

 割を一生懸命こなしました。 

 

 

 企画運営チームの活動 

 

 ①総合司会・全体シナリオ 

 シナリオに沿って、再度内容を確認しまし 

た。読み合わせも数回行い、司会のイメージ 

を実感していました。 

 

 ②“興味テーマ”発表時の進行役 

  前回の活動で“興味テーマ”発表の仕切り 

 を担当することになった進行役ですが、1人 

 の担当者が「少し荷が重いかもしれない。」 

とその胸の内を伝えてくれました。 

  活動に参加してくれたもう 1人の担当者に 

そのことを話してみたところ、｢それでもやり 

ます！｣と答え、黙々と進行シナリオを作成し 

ていました。 

 

  活動終了後、事務局から「少し荷が思いか 

 も・・・。」と話していた担当者に連絡し、 

 今回作成したシナリオを確認してもらったと 

 ころ、「シナリオの出来栄えが良い」、「イベント本番で来場者に対し、いかに話を振れるかがカギ」、

などといった返事が返ってきました。これで“興味テーマ”発表の進行役は、予定どおり 2人の子

どもが務めることになりました。 
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  なお、この“興味テーマ”の発表については、子どもたち自らが活動テーマを決め、夏休み期間

中に一生懸命取り組んだ活動が、将来の子どもたちにつながるような内容になっていることから、

プログラムでは、 

 

        「「「「子子子子どもにやさしいまちづくりにどもにやさしいまちづくりにどもにやさしいまちづくりにどもにやさしいまちづくりに向向向向けたけたけたけた私私私私たちからのたちからのたちからのたちからの提案提案提案提案」」」」    

 

 というタイトルになりました。 

  1テーマあたり持ち時間 15分で、自分たちの想いを提案したい相手に伝えるとともに、さまざま

意見交換ができればと子どもたちは考えています。 

 

 

 ③「子どもの権利に関する劇を交えた活動」について 

  劇を交えた活動については、前回の活動で 

 テーマを 3つにすることとし、台本担当が作 

作った｢学校～授業編～｣、｢学校～放課後編～｣、 

「家庭編」の台本を 1つ 1つ確認しながら、 

配役を決めたり、セリフや動きなどの確認を 

しました。 

 

  なお、最低でも 4人必要とされた役者につ 

 いては、前回までに 2人だったのが、今回、 

3人が手を挙げてくれて、全部で 5人になり 

ました。これで、まさに「役者はそろった」 

ことになります。 

 

  また、この劇を交えた活動では、 

  1 子どもたちが劇を披露 

  2 その劇を通じて伝えたい思いを話す 

  3 来場者に意見・感想を求める 

  4 子どもたちが返事をする 

 というような流れで進めていくこととし、プログラムでは、 

 

        「「「「子子子子どもどもどもどものののの権利権利権利権利にににに関関関関するするするする劇劇劇劇とととと意見交換意見交換意見交換意見交換」」」」    

 

 というタイトルになりました。 

  1テーマあたり持ち時間 20分で、子どもたちが普段思っていることを伝えるとともに、来場者と

一緒になって子どもの権利について考え、そして少しでも理解してもらえればと考えています。 
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 ④「子どもの権利に関するクイズラリー」について 

  前回、クイズ担当の子どもたちが、子ども 

 の権利に関するクイズを考えたのですが、な 

 んと言ってもジャンルが「子どもの権利」だ 

 けあって、スムーズに問題が作れません。 

  例えば○×の二択クイズなら、それなりに 

 作れるのでしょうけれども、クイズ担当は四 

択にこだわっていました。 

  少しでも多く悩んでもらって、意識付けに 

 つなげたい、そしてさらに、ちょっとしたユ 

ーモアも入れ込んだものにしたい、そんな思 

いがあったようです。 

 結果、会場ロビーに設置するクイズを 5問、 

プログラムの中で出すクイズを 3問考えまし 

た。当然、すべて子どもの権利に関する問題 

で、そしてすべて四択のクイズです。 

 

  プログラムでは、15分の持ち時間で、まず、ロビー設置のクイズ 5問の答え合わせをし、続いて、

新たに 3問クイズを出題する流れを予定としています。 

 

 

 

 作品作成チームの活動 

  今回は、ひたすら作品作成に取り組みまし 

た。 

 それぞれ伝えたいと思う子どもの権利をモ 

チーフにしながら、絵やデザイン、そして少 

しでも伝わりやすいような言葉を使った子ど 

もの権利を入れ込みした作品を次々と作って 

いました。 

  なお、ポスターについては、前回、4つの 

 権利それぞれの作品を 1つずつ合体させて、 

 1つの大きなポスターにする予定でしたが、 

 単純に、チラシサイズで作った作品の中から 

 ポスターサイズに拡大したいものをポスター 

 作品にすることにしました。 

  また、新聞は少しずつ記事が出来上がり、それを大きな模造紙に貼り合わせていました。 
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  以上、企画運営チームと作品作成チームによる活動でしたが、この時点でイベント全体を通して

のリハーサル、また、劇と意見交換のリハーサルを 1度もやっていないこと、作品作成がすべて終

えていないことなど、まだやらなければいけないことがあることから、急遽、11/16（土）に臨時会

を開催することにしました。 

  ただし、当初予定していなかった活動であり、すでに予定が入っていることなども考えられるこ

とから、参加可能な人だけ活動してもらうことにしました。 

 

  また、イベントタイトルについてですが、前回出された案をミックスし、 

 

        「「「「みんなでみんなでみんなでみんなで知知知知ろうろうろうろう！！！！子子子子どものどものどものどもの権利権利権利権利    ～～～～いついついついつ知知知知るのるのるのるの？？？？今今今今でしょでしょでしょでしょ！！！～！！！～！！！～！！！～」」」」    

 

 に決定しました。 

 

  そして、イベント開催をさまざまな人たちに広くお知らせするためのチラシも、次のように出来

上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今後、このチラシと拡大印刷したポスターを小中高や公共施設などに配布して、イベント開催に

ついて広く周知する予定にしています。 
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平成 25 年度青森市子ども会議臨時会活動記録 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 11月 16日（土）9時 15分～12時 

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2階 集会室 

3333    出席者出席者出席者出席者  平成 25年度青森市子ども委員 20名（欠席者 10名）    

平成 25年度青森市子どもサポーター1名 

4444    活動内容活動内容活動内容活動内容 子どもの権利の日イベントに向けた準備活動 

5555    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  子どもの権利の日イベントの開催に向け、 

 急遽開催することになった臨時会ですが、子 

 どもたちは大変忙しい中、たくさん参加して 

 くれました。 

 

  今回の臨時会にあたり、事務局では、これ 

 まで子どもたちが作成していたプログラムご 

 と（総合司会、提案発表、クイズラリー、劇 

と意見交換）のシナリオを 1つにまとめ、イ 

ベントの流れを確認しました。 

 

  なお、イベントのプログラムは次のとおり 

 です。 

 

  1 開会 

  2 市長あいさつ 

  3 市議会議長あいさつ 

  4 励ましの言葉（児童福祉専門分科会 宮﨑秀一会長） 

  5 子どもにやさしいまちづくりに向けた私たちからの提案 

    ～15 分休けい～ 

  6 子どもの権利に関するクイズラリー 

  7 子どもの権利に関する劇と意見交換 

  8 市長からの感想 

  9 閉会 

 

  その後、担当ごとに分かれて、シナリオの再確認を行ったり、作品チームは引き続き作品づくり

に取り掛かりました。 
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 企画運営チームの活動 

 

 ①総合司会・全体シナリオ 

  総合司会のセリフについては、大きな修正 

 点はなく、確認してもらったあと、プログラ 

 ムの流れに沿って、リハーサルを行いました。 

  シナリオの中には、結構長い文章もあり、 

 時々引っかかったりすることもありましたが、 

 これまでの活動でも読み合わせをしてきてい 

 たことから、司会担当の 2人はおおむね流れ 

 をつかんだようです。 

 

 

 

 

 ②「子どもにやさしいまちづくりに向けた私たちからの提案」について 

  「交流」、「思いやり」、「街」、「環境」それぞれの提案は、ほとんど発表できる状態になっていて、

発表するための読み原稿も各担当者が作成済みです。 

  あとは、グループによって、その読み原稿を区分化して、誰がどの部分を発表するのかを決める

だけとなっています。 

 

  提案発表の進行役については、“コンダクター”と名称し、各グループへの提案発表の指示、提案

相手や来場者への感想・意見の伺い方などを確認しながら、シナリオの読み合わせをしていました。 

 

 

 ③「子どもの権利に関するクイズラリー」について 

  クイズラリーについては、前回作ったクイ 

 ズ内容でいいかどうかの再確認をし、プログ 

 ラムの中で全 8問のクイズについて、誰がど 

 のクイズを担当して進行していくのかを決め、 

 リハーサルではそれに沿ってシナリオの読み 

 合わせを行いました。 

 

  イベントでは、各活動のほかにパワーポイ 

 ントの操作も入ってくるので、当日の準備段 

 階でのリハーサルが大事になります。 
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 ③「子どもの権利に関する劇と意見交換」について 

  前回までに作ってもらった台本を読んでい 

 て、事務局として感じたことがありました。 

  それは、台本の作り方によっては、この物 

 語を通して誰かを“悪者”に仕立てあげるこ 

 とができてしまうということです。 

  子どもたちはあまり意識していないかもしれ 

 ませんが、それが原因で、子どもたちが本来、 

 この劇を通して伝えたいこととは違うことが 

 伝わってしまう危険性があると考えました。 

  劇と意見交換を担当する子どもたちに、そ 

 のことを伝え、台本担当が手直しした新たな 

 台本の中身を子どもたち同士で確認し、劇の 

 リハーサルを行いました。 

 

 

  「学校～授業編～」、「学校～放課後編～」、 

 「家庭編」の 3本すべての劇が、高いクオリ 

ティでした。 

  実際に学校で演劇部に所属している子もい 

 ますが、わかりやすいジェスチャー、大きな 

 声、感情豊かな表現力で、見事な劇を披露し、 

 その間、ほかの子どもたちも食い入るように 

 見ていました。 

 

 

  劇の前後には、ナレーションというかたち 

 でこれらの劇で伝えたい思いを来場者に伝え、 

 その後、コンダクターとなる子どもの権利擁 

 護委員の進行により、来場者に感想・意見を 

 伺うという流れで、劇と意見交換は進んでい 

 くこととしています。 
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 作品作成チームの活動 

  前回に引き続き、作品作成に取り組みまし 

 た。 

  チラシ作成は数点、新たな作品も制作しま 

 した。 

  制作したチラシサイズの作品の中から、ポ 

 スターサイズに拡大するものも決めました。 

  残る壁新聞ですが、あと 2人分の記事が出 

来上がれば、大きな模造紙に貼り付けるだけ 

の状況となっていました。 

 

  なお、イベント会場内に掲げるイベントタ 

 イトルが書かれた横断幕については、イベン 

 ト開催お知らせチラシのデザイン担当者にお 

 願いし、開催お知らせチラシと統一感があるデザインに横断幕を仕上げてくれました。 

  この横断幕は高さ 600㎜、幅 3600㎜の大きさで印刷し、イベント当日、会場内に掲げることに

しています。 

 

 

 

  以上をもって、子どもの権利の日イベントに向けた子どもたちの準備活動はすべて整いました。

あとはイベント本番を待つだけです。 

 

  なお、イベントの開催日時等は次のとおりですので、皆様お誘いあわせのうえ、ご来場をお待ち

しております。 

 

        日時日時日時日時：：：：平成平成平成平成 25252525 年年年年 11111111 月月月月 30303030 日日日日（（（（土土土土））））午後午後午後午後 1111 時時時時～～～～4444 時時時時    

        場所場所場所場所：：：：リンクステーションホールリンクステーションホールリンクステーションホールリンクステーションホール青森青森青森青森（（（（文化会館文化会館文化会館文化会館））））4444 階中会議室階中会議室階中会議室階中会議室    
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平成 25 年度第 12 回青森市子ども会議活動記録 

1111    日時日時日時日時   平成 25年 11月 30日（土）準備・リハーサル：9時～12時 

                   イベント本番  ：13時～16時    

2222    場所場所場所場所   リンクステーションホール青森（文化会館）4階 中会議室 

3333    出席者出席者出席者出席者  平成 25年度青森市子ども委員 24名（欠席者 6名）    

 平成 25年度青森市子どもサポーター4名 

4444    活動内容活動内容活動内容活動内容 平成 25年度青森市子どもの権利の日イベント 

       『みんなで知ろう！子どもの権利 ～いつ知るの？今でしょ！！！～』 

5555    開催概要開催概要開催概要開催概要 

  平成 25年 11月 30日、今年度の子ども会議活動の集大成となる、子どもの権利の日イベント『み

んなで知ろう！子どもの権利 ～いつ知るの？今でしょ！！！～』の開催を迎えました。 

 

  まず午前中は、子ども委員、子どもサポーター、事務局職員による会場設営、続いて、イベント

リハーサルを行いました。 

  限られた時間の中で、子どもたちは提案発表の内容や司会進行シナリオの確認、劇と意見交換の

演技チェックなどを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  そして正午、来場者の受付開始時間になりました。 

  受付は、子どもたちが行いました。来場者に対して、大きな声で「こんにちは！」「アンケートに

ご協力ください！」などと元気に声を出していました。 
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 また、イベント会場のある 4階のエレベーター 

前に、クイズラリーの 1問目を設置し、できるだ 

け多くの来場者に子どもの権利に関するクイズを 

やっていただこうと、クイズ担当の子どもたちは 

 積極的に声かけし、解答記入用紙を配っていまし 

 た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イベント会場は、ほぼ満席の状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イベント開始 5分前になり、総合司会の 2人から来場者の皆さんに呼びかけがありました。 
 
  「皆さんにお願いがあります。イベントを始めるときに、私たちが、 
 
   『『『『ここここれかられかられかられから、、、、平成平成平成平成 25252525 年度青森市子年度青森市子年度青森市子年度青森市子どものどものどものどもの権利権利権利権利のののの日日日日イベントイベントイベントイベント、、、、みんなでみんなでみんなでみんなで知知知知ろうろうろうろう！！！！子子子子どものどものどものどもの権利権利権利権利、、、、

いついついついつ知知知知るのるのるのるの？？？？』』』』    
 
  と言ったら、皆さんで、 
 
   『『『『今今今今でしょでしょでしょでしょ！！！！！！！！！！！！』』』』    
 
   と言ってほしいんです。これから、その練習をしたいと思います。」 
 
 と説明し、来場者の皆さんと一緒に『今でしょ！！！』の掛け声を練習しました。 

  会場内は、ますます明るくなごやかな雰囲気になりました。 

 

  そして、いよいよ、イベントの開始時間となりました。 
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開会開会開会開会    

 みなさん、こんにちは。 

 ただいまから、平成 25年度青森市子どもの権利 

の日イベント『みんなで知ろう！子どもの権利、 

いつ知るの？』 

 『『『『今今今今でしょでしょでしょでしょ！！！』！！！』！！！』！！！』    

をはじめます。 

 

 

 

 

 

 

 

市長市長市長市長あいさつあいさつあいさつあいさつ    

 こんにちは。 

 みんなで知ろう！子どもの権利、いつ知るの？ 

 『『『『今今今今でしょでしょでしょでしょ！！！』！！！』！！！』！！！』    

 はい、よくできました。 

 

 子どもの権利条例、去年の 12 月議会で議決をいた 

だきました。1989 年、国際連合で「子どもの権利条 

約」が11月 20日に採択されました。その11月 20日 

を青森市は子どもの権利の日と定め、その第 1 回目 

の記念のイベントが今日ということになりました。 

 

 入り口のクイズについて、きちんとできるんだろ 

うかと、あとで叱られないかなと思ったり、そんな 

楽しみもあり、ワクワクしながら、受付からこの会場に入ることができました。 

 

 今日のために、子ども委員の皆さん、子どもサポーターの皆さん、そして児童福祉専門分科会の皆

さん、多くの方々が準備なり、お手伝いをしていただいて、これからの子どもの権利の日イベントで

楽しく過ごしてもらえればありがたいと思います。 

 

 今日は、はじめての子どもの権利の日、とても楽しみにしています。今日まで準備をしていただい

た皆さんに感謝を申し上げ、そして、子どもたちの権利が本当により大切にされ、子どもだけではな

くて、青森市民一人ひとりの権利が大切にされ、そして青森の街が子どもにやさしい街へ 2 歩 3 歩 4

歩と大きく前進する、そのきっかけになればと思います。ありがとうございます。 

 

 

 



 

86 

市議会議長市議会議長市議会議長市議会議長あいさつあいさつあいさつあいさつ    

 みなさん、こんにちは。 

 青森市議会議長の丸野達夫でございます。 

 さきほどのクイズラリーですか、全問正解してい 

るといいなという思いです。さっき、ちらっと横を 

見たら、市長と私の答えが違う、これはヤバいなと 

思っておりますが、どちらが全問正解なのでしょう 

か。あとで楽しみにしたいと思います。 

 

 さて、皆さんは今年のノーベル平和賞候補にあが 

ったパキスタンの 16 歳の少女、マララさんをご存知 

でしょうか。小学校に行っていない子どもが、世界 

で約 5,700 万人、そのうち 3,200 万人が女の子であ 

ります。パキスタンでは、憲法ですべての子どもたちに教育を受ける権利を認めておりますけれども、

500 万人以上が小学校に行けておりません。マララさんは、11 歳のとき自分たちのおかれている学校

の状況をブログに投稿いたしました。そして、今年の 4月、国連に招かれ、教育の必要性を次のよう

に訴えました。 

 

    「「「「みんなでみんなでみんなでみんなで本本本本ととととペンペンペンペンをををを手手手手にににに取取取取りましょうりましょうりましょうりましょう。。。。本本本本ととととペンペンペンペンはははは私私私私たちのたちのたちのたちの最最最最もももも強力強力強力強力なななな武器武器武器武器ですですですです。。。。1111 人人人人のののの子子子子どもどもどもども

とととと 1111 人人人人のののの教師教師教師教師、、、、1111 冊冊冊冊のののの本本本本、、、、1111 本本本本ののののペンペンペンペンがががが世界世界世界世界をををを変変変変えることができるのですえることができるのですえることができるのですえることができるのです。」。」。」。」    

 

 私がここでマララさんのことを紹介したのは、日本の子どもたちがパキスタンの子どもたちより恵

まれているということを言いたかったわけではありません。彼女は、危険な目に遭いながらも、大人

から言われたからでなく、自分の意思で教育の大切さを訴え続けております。そのことを知ってもら

いたかったのであります。 

 

 子どもたちには、誰からの借り物でもない、自分 

の頭で考えたことを自由に話し、そして行動してい 

ただきたいのであります。今日、このイベントは、 

青森市子ども会議の活動に参加している小学 5 年生 

から高校 2年生までの児童生徒 30人で構成する青森 

市子ども委員が中心になって企画したとうかがって 

おり、大変うれしく思っております。また、「子ども 

にやさしいまちづくりに向けた私たちからの提案」 

についても、どのような提案が発表されるのか、と 

ても楽しみにしております。ぜひ、青森市のまちづ 

くりに市長共々役立てるようにしたいと思います。 

 

 皆さんのイベントが、企画した子ども委員の皆さんをはじめ、会場にいるすべての子どもたちにと

って、新たな一歩を踏み出すきっかけになってくれればうれしい限りであります。加えて、ご来場く

ださった皆様にとりましても、有意義な時間になりますことを願ってやみません。 

 

 結びにあたり、本日のイベントが成功裏に終えられますことをお祈り申し上げますとともに、開催

にあたりご尽力を賜りました関係者の皆様に深く感謝を申し上げ、私からのあいさつといたします。

本日はおめでとうございました。 
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 次に、これまで、子ども会議の活動において、たくさんのアドバイスをしていただいた青森市健康

福祉審議会児童福祉専門分科会の宮﨑秀一会長から励ましの言葉をいただきました。 

 

宮﨑会長宮﨑会長宮﨑会長宮﨑会長からのからのからのからの励励励励ましのましのましのましの言葉言葉言葉言葉    

 こんにちは。 

 励ましの言葉ということですが、今日は私も含め 

て大人の皆さんが子どもから励まされる日かなと思 

っております。 

 

 さきほど市長さんからお話がありました、去年の 

12 月 25 日に青森市子どもの権利条例が制定されま 

した。実はこれ、昨年の大きなクリスマスプレゼン 

トだったんですね。しかし、条例ができて 1年が経 

ちますけれども、青森市内の子どもたちが、このク 

リスマスプレゼントが届いたということもひょっと 

すればまだ十分に伝わってない、あるいはそのプレ 

ゼントの中身についてまだ知らない、子どもだけではない、大人、市民、私たちも十分に知らないと

ころがあるんじゃないかなと思います。 

 

 それで今日のテーマ（みんなで知ろう！子どもの 

権利 ～いつ知るの？今でしょ！！！～）になった 

のかなと思って、すばらしいテーマを子ども会議の 

メンバーが作ってくれたなと思っておりました。改 

めて、子どもの権利、いつ知るの？今でしょ、とい 

うサブタイトルはすばらしいと思いました。 

 

 この 1 年間、児童福祉専門分科会は子どもたちと 

一緒に条例を作り上げてきましたけれども、さかの 

ぼると 2001 年 11 月に青森市で、東日本で初めて 

「子どもの権利条約」の全国フォーラムが開催され 

ました。そこが青森市の子どもの権利条例づくりの 

出発点だったと思っております。当時の子ども委員のＯＢも今日この会場に何人か来ていますけれど

も、記念すべき第 1回のイベントが開かれるということ、大変うれしく思っております。 

 

 今日は 30 名の子ども会議の皆さん、6名の子どもサポーターの皆さん、どうぞよろしくお願いしま

す。ありがとうございました。 
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子子子子どもにやさしいまちづくりにどもにやさしいまちづくりにどもにやさしいまちづくりにどもにやさしいまちづくりに向向向向けたけたけたけた私私私私たちからのたちからのたちからのたちからの提案提案提案提案 

 

 総合司会から来場者の皆さんに、この提案は、自分たちが身の回りにある様々なことに目を向け、

自分たちで興味を持った「「「「思思思思いやりいやりいやりいやり」、「」、「」、「」、「環境環境環境環境」、」、」、」、    

「「「「交流交流交流交流」、「」、「」、「」、「街街街街」」」」をテーマとしてグループを作り、そ 

のことについて調べたり、みんなで話し合ったりし 

て、子どもの視点から考えたことをまとめたもので 

あることを紹介し、受付で渡したプログラムに書か 

れてある「提案のあらまし」を見てもらいながら、 

提案を聞いてもらうよう説明しました。 

 

 そして、提案発表にあたり、来場者の皆さんと発 

表者となる子どもたちとの間を仕切る進行役「コン 

ダクター」2名を紹介し、提案発表が始まりました。 

 

 

 

 

思いやりグループ「チーム希望ガールズ」の発表 

    ＜＜＜＜このこのこのこのテーマテーマテーマテーマをををを選選選選んだんだんだんだ理由理由理由理由＞＞＞＞    

   いじめが増える中で、だんだんと思いやりの 

気持ちが薄くなっていると感じ、思いやりの気 

持ちを再確認するためです。 

 

    ＜＜＜＜これまでのこれまでのこれまでのこれまでの活動内容活動内容活動内容活動内容＞＞＞＞    

   子どもたちに「思いやり」について知っても 

  らうために、大野保育園に訪問し、思いやりに 

  関する読み聞かせや○×ゲーム等の活動を行い 

  ました。 

この活動を行ったことで、保育園児たちの思 

  いやりの気持ちが深まったと思います。 

 

    ＜＜＜＜提案内容提案内容提案内容提案内容＞＞＞＞    

   学校の先生に対し、小さな子どもたちと触れ合う機会を増やしてほしいと思っています。また、

子どもたちだけでなく、学生たちやお年寄りなど、様々な世代の人たちにも思いやりの気持ちの

大切さを再確認してほしいと思います。 

   そして、私たち日本人だけでなく、外国の人たちにも思いやりの気持ちの大切さを知ってほし

いと思っています。 
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 続いて、コンダクターから、この提案が学校の先生に対するものであったということで、ご来場い

ただいた月永教育長に、この提案に対する感想や意見をうかがいました。 

 

月永教育長からの感想・意見 

 みなさん、おはようございます。 

 自分たちの力でいろんなことを計画し、実行する 

ことを子どもの時代に経験できた、そして大人にな 

っていくこと、とても大事なことだと思います。 

 

 皆さんは大野保育園を訪問したということですが、 

皆さんのそのあたたかい気持ちが、園児たちにもき 

っと伝わるのではないかなと思います。 

 小さな子どもたちは、経験をすることによってい 

ろんなことをマネしたり、試したり、あっち行った 

りこっち行ったり、迷って間違って、そしてほめら 

れたりしながら成長していくものですので、皆さん 

のこの活動というのはとても大事なことだと思います。 

 

 学校で思いやりの気持ちに関する活動を行う時間をたくさん作ってほしいという希望がありました

けれども、それは道徳や総合的な活動の時間で、特に中学生はお年寄りのところや保育園、幼稚園を

訪ねて遊んだりしています。また、青森市 

には 15 人のＡＬＴの先生がいますので、いつでも 

外国の人と知り合える機会、コミュニケーションを 

図る機会があります。 

 

 思いやりというのは“やってあげる”という押し 

付けの気持ちではなく、人が認めてくれなくても、 

時間をかけて自然に培っていくものだと思っていま 

す。何気ない、あたりまえの、そしてそれを長く続 

けていく行動・気持ちが思いやりにつながっていく 

のではないかなと思っています。 

 

皆さん、これから大人へ成長していくにあたって、 

1 つだけお願いしたいのは、自分のやっていることが正しいか正しくないかということを気にするの

ではなくて、自分が良いと思ったことを自然な振る舞いでやる、その積み重ねを大事にしていってほ

しいということです。そうすれば、今以上に思いやりというものに対して強く、そしていろんな人の

気持ちがわかる人間になっていくのではないかなと思います。 

 

権利条例の本当の意味はそこにあるのだと思います。権利条例というのは自分の権利だけを主張す

るのではなくて、相手の権利も認めてあげること、そういうことが自然にできたときに、皆さんの活

動が本当のものになっていくのではないかなと私は思います。 
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 教育長からの感想・意見が終わり、コンダクターが来場者の皆さんに、ほかに感想・意見がないか

うかがったところ、1人の方が手を挙げました。 

 

来場者からの感想・意見 

 思いやりというのは、宗教などにも左右されないものだと思います。 

 皆さんは、まちづくりというものを考えながら、思いやりのことも深く考えていることが非常に優

れていると思います。 

 

 

 そして、思いやりグループの提案に対する市長からの感想をいただきました。 

 

市長からの感想 

 東京オリンピック・パラリンピックの決め手は、 

「お・も・て・な・し」ですが、同じかなと思いま 

す。 

 新幹線が青森に来てまもなく 3 年になります。そ 

のときに、市民の皆様と一緒に“おもてなし”、す 

なわち“思いやり”の心を持って観光客を迎えると 

いうことをやってきました。 

 ですので、さきほどの提案については、感動して 

楽しく、頼もしく聞いていました。 

 

 教育長も言っていましたが、学校の中で、子ども 

たちや高齢者の方、外国の方などと一緒になって何 

かやれればということを、私も教育長も、そして議長も一緒になって考えていきたいと思います。 
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 続いて、環境グループからの提案発表が行われました。 

 

環境グループ「チームＬＯＬ」の発表 

    ＜＜＜＜このこのこのこのテーマテーマテーマテーマをををを選選選選んだんだんだんだ理由理由理由理由＞＞＞＞    

   春になって雪が解けると、バス停のまわりや 

通学路にタバコの吸い殻などのごみが落ちてい 

るのが目立ちます。 

そこで、青森市のごみ事情について知りたい、 

青森市の豊かな自然を肌で感じてもらい、ごみ 

のポイ捨てで自然を汚したり破壊したりしない 

でほしいということから、この「環境」という 

テーマを選びました。 

 

 

 

＜＜＜＜これまでのこれまでのこれまでのこれまでの活動内容活動内容活動内容活動内容＞＞＞＞    

   僕たちは、夏休み中にアスパム周辺でごみ拾いをしましたが、このとき 1番多かったのがタバ

コの吸い殻でした。 

   また、市役所の清掃管理課の方々に、青森市のごみ事情について聞き、青森市のリサイクル率

が全国平均の半分以下だということを知りました。 

   これらの活動で学んだことを踏まえ、タバコなどのごみのポイ捨てをやめさせるポスターや、

ごみに関するクイズを作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   左がタバコの吸い殻のポイ捨てをやめさせるポスターです。 

このポスターは、アスパム周辺でのごみ拾いを通じて、タバコのポイ捨てを減らすために何が

必要かと考えたところ、携帯灰皿を持つことが効果的だと思い、タバコを吸う大人の方々に意識

付けさせる目的で作りました。 

   右のポスターは、ごみを分別すれば資源として使えるのではないかと思い、市民の皆さんに対

し、自分たちに何ができるのか考えてもらうために作りました。 
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   次に、ごみに関する○×クイズを行いたいと 

思います。 

   恐れ入りますが、会場にいらっしゃる全員に 

参加していただきたいと思います。問題を出し 

ますので、○か×か、その場に立って意見を表 

明してください。問題は全部で 3 問です。 

 
 

それでは第 1 問。 

青森県の 1日に 1 人が出すごみの量は、全国 

平均より多い。 
 

正解は、○でした！ 

平成 23 年の 1 日あたりに 1 人が出すごみの排出量は、全国では 975 グラムですが、青森県は

1,038 グラムで、47都道府県の中で 43位です。ちなみに、青森市は 1,135 グラムで、県内 40市

町村中 35位です。 

 
 

 続いて第 2 問。 

スプレー缶は、使い切って穴を開けて、他の 

ごみと一緒に出せる。 
 

正解は、×でした！ 

スプレー缶やカセットボンベは、他の燃えな 

いごみと一緒にせず、使い切って穴を開けて、 

直接回収容器に入れてください。 

 
 

いよいよ最後の問題です。 

第 3 問。青森市のごみ処理の際に必要なお金 

は 20 億円以上である。 

 

正解は、○でした！ 

平成 23 年度ごみ処理費用は、約 22 億 8 千万円でした。1 日あたり約 625 万円、1人 1年間で約

7,540 円かかっています。 

 

ごみに関する○×クイズ、皆さんは何問正解しましたか？ 

ご参加いただき、ありがとうございました。 
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    ＜＜＜＜提案内容提案内容提案内容提案内容＞＞＞＞    

   市長と市民、青森市全体に対しての提案として、 

・通学路やバス停などでのポイ捨て対策 

・「タバコのポイ捨て禁止条例」作ること 

・携帯灰皿を持つよう呼びかけること 

・青森市のごみの現状について青森市民に 

話し、自分たちに何ができるのかを考え 

てもらう 

ということを伝えたいと思っています。 

 

  僕たちが住む「環境」の 1つに「社会環境」 

というものもあるそうです。子どもにとって何 

かマイナスになってしまうような社会があるか 

どうかを考える、というのも環境の視点だという意見もありました。 

   さらに、その「社会環境」の中には、「人的環境」というものもあり、思いやりにあふれている

人が自分の隣にいたら、自分にも影響があるだろうし、逆に思いやりがない人たちがまわりにい

たら、違った色に染まっていってしまう、こんな「人的環境」もあると感じた人もいました。 

 

   「環境」とひとくくりに言っても、その中には自然だけでなく、人と人との関係から成り立つ

ものもあり、僕たちは、そして青森市民は、このことを意識して、僕たちが住み、築き上げる「環

境」を守っていかなければならないのだと感じました。 

 

 

 続いて、コンダクターから、この提案が環境やごみに関するものであったということで、ご来場い

ただいた青森市の相馬環境部長に、この提案に対する感想や意見をうかがいました。 

 

相馬環境部長からの感想・意見 

 相馬です。こんにちは。 

 たくさんおもしろい提案をしていただいて、楽し 

く聞いていました。 

 

 まず、通学路やバス停などでのポイ捨て対策や、 

「タバコのポイ捨て禁止条例」を作るという提案で 

すが、現在、青森県に「青森県空き缶等散乱防止条 

例」というものがあって、この中で空き缶、空きび 

ん、タバコの吸い殻などを捨ててはいけないという 

ことになっています。 

この条例に基づいて、市も一緒になって取り組ん 

でいますので、青森市として同じような条例を作る 

ということは考えていませんけども、引き続き、この県の条例に基づきながら、ごみ問題への関心と

環境に対する意識の啓発に努めていきます。 
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 続いて、ごみの現状を踏まえて、市民の皆様に何 

ができるのかを考えてもらうという提案ですが、青 

森市としては、町会ごとにごみの集積場所を設けた 

り、清掃ごよみを作成して、すべての家庭に配布し 

て、どんなごみを、いつ、どのように出せばいいの 

かをお知らせしていますが、リサイクルについては、 

もっともっと推進していく必要があると考えていま 

す。それから、もう 1 度資源として再利用できるも 

のがまだまだたくさんあると考えています。 
 

 ごみの回収については、町会が住民の方々にご案 

内して、一緒に努力して取り組んでいるほか、合浦 

公園やアスパム周辺など、たくさんの人が集まるよ 

うなところでは、お年寄りの方やお子さんも一緒になって「一掃きデー」というものを実施するなど、

既にいろいろな取組をしていますが、それをもっともっと進めていきたいと考えています。そういう

中で、今回の皆さんの具体的な提案というのは、大変心強く思いました。 
 

 また、ごみだけでなく様々取り巻く環境ということがありましたけれども、皆さんおっしゃるとお

りで、環境というものは自然も人もすべて含めて、自分と関わるまわりの人との関係というのがすご

く大事なことです。条例やルールは作ったりしますけど、実際にそれが活かされるためには、その思

い、考えがまわりの人に伝わっていくことが大事だと思いますので、今回の皆さんのご意見とアイデ

アを、今後も十分参考にして取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 そして、環境グループの提案に対する市長からの感想をいただきました。 

 

市長からの感想 

 「タバコのポイ捨て禁止条例」ですが、条例を作 

らないにしても、今まで以上にタバコのポイ捨てに 

対する取組をさらに積極的にやっていきたいと思い 

ます。 

 それから、私たち市民が環境に対して思いやりの 

気持ちを持って取り組むことが、環境問題の 1 番大 

事なことかなと思いました。 

 

 環境問題、取り組んでいきたいと思います。あり 

がとうございました。 

 

 

 このあと、環境グループから、自分たちが作成したごみに関する○×クイズを、相馬環境部長にプ

レゼントしました。 
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 続いて、交流グループからの提案発表が行われました。 
 

交流グループ「Team Commu2」の発表 

    ＜＜＜＜このこのこのこのテーマテーマテーマテーマをををを選選選選んだんだんだんだ理由理由理由理由＞＞＞＞    

   私たちがこのテーマを選んだ理由は、普段あ 

  まり接することのない人々と接してみたいと思 

  ったこと、また、それによって知らなかった習 

慣、考えを学ぶことができ、自分の視野を広げ 

られるのではないかと思ったからです。 
 

    ＜＜＜＜これまでのこれまでのこれまでのこれまでの活活活活動内容動内容動内容動内容＞＞＞＞    

外国について考えを深める目的で、9 月 7 日 

に外国人との交流会を開きました。 

交流会の企画、運営を自分たちで行い、準備 

活動では、手作りの招待状を作成したり、当日 

のプログラム企画や資料なども、子どもたちで作りました。 
 

   交流会では、 

・自分の名札を一緒に作って、それをもとに英語で自己紹介 

・アイスブレイクとしてぬり絵と誕生日当てゲーム 

・青森市についてのプレゼンとして、ねぶたについて紹介 

・自分たちで考えた外国の学校や文化に関する質問コーナー 

  を行い、お互いの地域の文化や考え方などを共有することができて、外国についてとても楽しく

学ぶことができました。 
 

   私は、外国の文化を学ぶことが好きで、交流グループに参加し 

ました。当日の質問コーナーでは、私たちが外国の方々に質問を 

投げかけるだけでなく、彼らも日本の文化について興味を持って 

くださったようで、私たちに質問をしてくださったりしました。 

一方通行にならず、相手とコミュニケーションを図れたこと、日 

本や青森について興味を持ってくださったことがとてもうれしか 

ったです。 
 

   私は、交流会に参加してみて、外国人との文化の違いを大きく 

  感じました。例えば、ぬり絵の中に「虹」があったのですが、国 

  によって虹色に違いがありました。 

   ほかに気になったのが、外国では子どもの権利の普及があまり 

進んでいないということです。この点では、日本の子どもの権利 

を知る良い機会になったのではないかと思います。外国と日本、 

お互いの文化を知って、これからの将来に活かせればと思います。 
 
 

今回の交流を通して、育つ場所が違うと文化がまったく異なる 

ことがわかりました。そのため、自分たちから相手に伝えるとき 

は、他人の意見を尊重しながら話し合うことが必要だと思いました。 
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    ＜＜＜＜提案内容提案内容提案内容提案内容＞＞＞＞    

   1 つめは、外国人との交流の機会を増やして 

ほしいということです。 

  これを提案した理由は、もっと様々な外国の 

文化を学ぶとともに、青森の文化を外国の方に 

もっと伝えたいと思ったからです。また、青森 

にもその国の良いところを反映させることがで 

きるのではないか、とも考えたからです。 
 

   2 つめは、いろいろな職業の方と接する機会 

がほしいということです。 

   これを提案した理由は、将来、私たちが就き 

たい職業、現在興味のある職業について、その 

職業の方から詳しくお話を聞きたいと思ったからです。 

私たちは学校で職業体験をしますが、幅がせまく、期間も短いので、なかなか多くのことを学

べないと実感していることも提案した理由の 1 つです。 
 

  3 つめは、違う世代の人とふれあう機会がほしいということです。 

   これを提案した理由は、違う世代の方々と交流することで、世代ならではの話を聞くことがで

き、それが今後の私たちの生活にとって何かしらの教訓や経験につながるのではないかと考えた

からです。「おばあちゃんの知恵袋」という言葉が表すとおり、世代間の交流で、これまで知らな

かった知恵なども学ぶことができるのではないか、と思います。 
 

   これらの提案について、私たちは交流会の企画などを、今回の外国人との交流会のように、自

分たちで行いたいと考えていますが、私たち子どもには、なかなか難しいこともたくさんありま

すので、大人の皆さんに私たちが企画したことをサポートしてほしいです。 

   具体的にどのような方にサポートしていただきたいかは、交流の目的、対象などによって異な

るので、明確に示すことはできませんが、私たちが様々な人と交流することに協力していただけ

たらうれしいです。 
 

   最後に、私たち子どもには「学ぶ権利」があります。様々な人との交流は、きっと私たちにた

くさんのことを教えてくれると思います。私たちは、たくさんのことを学び、そして成長したい

と思っています。 

私たちの提案について、ご検討よろしくお願いします。 

 

 

 続いて、コンダクターから、この提案が広く捉えると生涯学習に関するものであったということで、

月永教育長に、この提案に対する感想や意見をうかがいました。 

 

月永教育長からの感想・意見 

 皆さんが自分たちの計画に基づいて、自分の視野を広げようと、いろんな多くの人と交流していき

たいということにすごく感動しました。 

 

外国に行くと、外国の良さがよくわかると同時に、帰ってくるときに、逆に日本の良さ、青森の良

さが鮮明にわかるときが多いです。そういう意味では、自分で見たり聞いたり付き合ったりというの

がすごく大事なのではないかと感じています。 
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今、日本では小学校から英語を学ぶ機会ができま 

した。皆さんも頑張って英語をたくさん学んで、い 

ろんな人とコミュニケーションをとれるようになれ 

ば、ますますいろんな外国の良さ、そして自分の国、 

自分のふるさとの良さがわかるのではないかと思っ 

ています。 

私が小学校の先生をやっていたときに、中国から 

16 人の子どもたちが入ってきました。まったく日本 

語はわかりません。先生方も子どもたちも戸惑った 

んですけれど、言葉が通じなくてもいろんなところ 

でわかり合えるということがわかりました。はじめ 

は、ぶつかったりケンカすることもあったんですけ 

れど、国や言葉は違うけれど、同じ人間であるということを実感しました。 

今、国と国とでいろんな問題が起きていますけれども、1 人ひとりの人間と付き合ってみると、国境と

いうのはあまりないということをこれから色々経験していけるんじゃないかなと思っています。 
 

 違う世代の人たちと付き合うということはとても大事なことです。はじめは億劫（おっくう）だなと

思うかもしれませんけれど、付き合ってみるといろんなことを学ぶことができると思います。 

それから、皆さんもそのうちお父さんお母さんになるわけですけれど、赤ちゃんの世話をしてみる

と、本当に自分もそうだったということを思い起こしながら、何でこんなに“めごいんだべ”と思う

ときがあります。そういう気持ちを大事にしてほしいなと思います。 
 

 それから、いろんな職業の方と接したいということですが、キャリア教育というものを盛んにやっ

ていますけれど、さっきおっしゃっていたように、時間がない、しっかりゆっくり考える余裕がない

という問題はあります。これは私たちもすごく反省しているところです。これをもう少しじっくり取

り組めないか、そういうことも今考えています。 

いろんな職業を経験している人から話を聞いたり、その様子を見ることによって、自分の職業観、

自分の生き方、そういうものを学ぶ機会というものを私たちは大事にしたいと思っています。 

 

 

そして、交流グループの提案に対する市長からの感想をいただきました。 

 

市長からの感想 

 3 つの交流ということで、いろいろな職業の方、 

外国の方、違う世代の方、みんなで一緒に何かをす 

る、何かを作るということもあるのかなと思いました。 

 分りやすい例えで言えば、ねぶたです。ねぶたの 

場合は、紙を貼る、色をつける、囃子をする、ねぶ 

たを引っ張る、跳ねるなど、様々な役割があります 

が、これは大人も子どもも、高齢者も外国の方も、 

男性も女性も、「ねぶた」の中でそれぞれの役割があ 

って、1 つのことをみんなでやることによって、わ 

かり合える、交流に役立つのかなと思いました。 

 これはあくまでも私からの“提案”ですが、そう 

いうことが一緒にやれれば、交流がさらに深まるのかなと思います。 

 

 



 

98 

 

 続いて、街グループからの提案発表ですが、発表前に街グループから、ここまで 3つの提案を聞い

ていただいた来場者の皆さんに労いの言葉をかけ、そして自分たちの発表も少し長くなることについ

て理解を求めていました。 

 

街グループ「マーチハンターズ」の発表 

    ＜「＜「＜「＜「まちまちまちまち」」」」にににに関関関関するするするする調査全体調査全体調査全体調査全体のののの説明説明説明説明＞＞＞＞    

   私たちは、身の回りで困っていること、もっ 

  と良くしたいことについて、大きく 2 つのテー 

  マに分けて調査しました。 

   1 つめは、身の回りの体育施設について調査 

  する「体育施設編」、2 つめは、新町周辺の商店 

  街について調査する「まち活性化編」です。 

 

 

    ＜「＜「＜「＜「体育施設編体育施設編体育施設編体育施設編」」」」についてについてについてについて＞＞＞＞    

   身近な体育施設として、市民体育館と市民プールの 2つに焦点をしぼりました。 

 

   調査する前に、どんなことが困るかについて話し合いました。 

    ・どちらにも共通して言えるのは、駐車場が狭く、大会など 

     の送り迎えでとても混雑するということです。施設の職員 

の車も停められているので、駐車台数に限りがあります。 

・建物の老朽化と冷暖房設備の不足が挙げられました。 

・市民プールの利用時間が 2 時間ごとに区切られ、使いにく 

  いという意見もありました。 

・タバコ対策も深刻です。体育館の入り口付近で吸う人がた 

くさんいます。喫煙率№1 の我が県ならではの傾向だと思いました。 

・市民体育館の公衆電話が撤去されたという問題もあります。小中学生は送り迎えの連絡に

不便を感じています。 

・小中学生の、特に冬場の運動施設が少ないという意見もありました。 

 

   次に、市民体育館と市民プールを訪問して、施設の方にお話をうかがいました。 

    ・どちらの施設も築 30 年以上で、冷房は設置されていないと 

     いうことです。 

    ・市民体育館で個人利用できる運動施設は、未就学児が遊べ 

     てロッカーや授乳室もついているスペース、卓球・バドミ 

ントンが練習できるスペースなどがあるそうです。 

    ・市民プールは、水深が異なる一般用、初心者用、子ども用 

     のプールがあり、利用時間は 2 時間刻みで、その間 30 分 

でロッカーや汚れの点検をするとのことです。 
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   この調査を終え、もう一度話し合い、調べた後に出た問題点をまとめました。 

    ・施設の老朽化、階段等の段差が狭い、駐車場が少ないこと 

     が言えます。 

    ・市民体育館では、個人利用スペースで飲食が禁止されてい 

     て、水分補給などができないため不便だという意見が挙がり 

ました。 

   ・市民体育館に限らず、小中学生が自由に利用できる場所が 

    少ないことも挙がりました。 

    ・市民プールでは、入り口付近が夜になると薄暗い、靴箱が 

     ない、更衣室の一部がプール側から見えることがある、シ 

ャワーが冷たい、などといった意見が挙がりました。 

 

   これらを踏まえ、子どもの視点で考察をしました。 

   ・大会のほかにもいろいろな用途で使われているにも関わらず、駐車場が狭いのでは、保護

者などの送り迎えが大変なのではないかということです。 

   ・もう 1つは、市内の運動施設が少ないことと、青森県が小中学生の肥満率と平均寿命率が

全国ワースト 1位であることとは関係していないだろうか、ということです。 

 

   最後に、私たちからの体育施設に関する提案を発表します。 

    ・駐車場を広く使いやすくしてほしいということです。特に、 

送迎をスムーズにするために、一方通行で車を一時的に停 

められるスペースなどを作ってほしいと思います。 

    ・小中学生が利用しやすい運動施設を増やし、その情報提供 

     にも力を入れてほしいということです。この取組は、冬場 

の運動不足などを解消し、小中学生の肥満率全国ワースト 

1 位を脱する近道になると思います。 

    ・子どもに限らず、様々な人が利用できる運動施設の情報提供をしっかりと行ってほしいと

いうことです。市民にとって運動がより身近になり、それによって運動習慣を身につけら

れる人が増えることが期待できます。このことで、楽しく運動でき、長く続けることがで

きるので、平均寿命を延ばせるのではないでしょうか。 
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    ＜「＜「＜「＜「まちまちまちまち活性化編活性化編活性化編活性化編」」」」についてについてについてについて＞＞＞＞    

   子どもたちの中で出た問題点は、青森駅前の商店街に活気がな 

いということです。シャッターが閉まっている店も多く見られ、 

様々な店を回ることができる商店街の良さが生かせていないよう 

に感じます。 

 

   次に、実際に駅前の商店街を訪れ、営業している方にお話を聞 

きました。 

    ・駅前は、昔は今とは比べ物にならないほど活気にあふれて 

     いたそうです。お話をうかがったお店は 50 年ほど営業しているそうですが、蟹田や竜飛方

面からもたくさんの人が訪れていたと言います。 

    ・近年、大型商業施設がいくつもできたことによる悪い影響はないと思う、逆に、大型商業

施設が活性化することで、商店街も栄えるのではないか、と話していました。 

    ・商店街には、専門店ならではのサービスと、お客さんと店の人が気軽に親しく話せるとい

う良いところがあるが、若い人は商店街で買い物をしなくなったことで、そのことを生か

せる機会が減ってきている。今の人にうつ病や心の病気が増えてきているのも、様々な人

と面と向かって話すコミュニケーションの場が減ってきているからだと思う、と話してい

ました。 

    ・古くからの馴染みのお客さんも高齢の方が多く、遠くから来られなくなっているというこ

と、また、仕入れと売り上げが伴わず、お店を続けることが難しくなってしまうこと、店

自体が減り、商店街としての役割を果たさなくなっていることなどがわかりました。 

 

   次に、市役所経済部商店街振興課の山ノ内さんにお話をうかが 

いました。 

    ・青森市には、平成 2年度まで 26の商店街がありましたが、 

     現在までに組織が 6つ減ったそうです。 

    ・空き店舗も、昭和通りは空き店舗の割合が減ってきていま 

すが、いろは通り、ニコニコ通りはここ数年で増加してい 

ます。 

   ・商店街とは、ただ物を売ったりサービスするだけでなく、 

    地域のコミュニケーションをとる場でもあります。これは、 

    震災時の安否確認などにも非常に役立ちます。 

    ・現状の課題として、お店の営業者も高齢の人が多いこと、後を継ぐ人がいないこと、お店

の「法人化」がなかなか進まないことなどがありました。 

    ・これらの改善に向けて、商店街振興課では、地域と一体となった商店街の形成を目指して、

商店街でイベントを開催したり、補助金を出したりして対策しているそうです。このよう

な商店街活性化事業は、青森だけでなく、全国各地で行われています。 
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   さらに、私たちはあおもり学生プロジェクト クリエイト理事長 

の久保田さんにもお話をうかがいました。 

クリエイトは、昭和通りで高校生カフェＡＢＣを経営したり、 

ラジオや情報サイトの通じて、青森の活性化に向けて活動してい 

る団体で、久保田さんは、元子ども委員で私たちの先輩でもあり 

ます。私たちと同じ年のころから、青森を良くするために活動し 

てきた久保田さんから、商店街活性化のこれからについて考えを 

聞きました。 

・商店街は、青森市だけでなく、県や国からも補助金が出たり、組織を続けるために様々な

取組がされています。こんなにも商店街が守られる理由は大きく 3 つあります。 

・1 つめは、商店街とは、昔ながらのコミュニケーションの場だからです。店主と客とのつ

ながりが強く、地域交流やひとり暮らしの高齢者などの心の支えになっています。 

・2 つめは、若い人のチャレンジの場だからです。自分の店を開きたい、商売を始めたいと

いう創業意欲を応援し、若者の夢を叶える手助けをすることにつながります。 

・3 つめは、店同士で売り上げの相乗効果があるからです。様々な店が同じ通りに並んでい

るので、その結果、お客さんの流れが生まれて、商店街自体に活気が生まれることが期待

できます。 
 

   このことから、私たちで考えた考察を発表します。 

    ・商店街の衰退について様々な意見を聞き、商店街活性化は、まち活性化に大きくつながっ

ていることがわかりました。 

    ・現在は、訪れる人の減少、高齢化が見られ、若い世代との関わりを増やすことが大きな課

題であること、それに向けての様々な取組を知りました。 
 

   最後に、私たちからのまち活性化に関する提案を発表します。 

    ・空き店舗のシャッターが閉まっていても暗い雰囲気を与え 

     ないように、シャッターに絵を描くということです。具体 

的には、青森ならではのりんご畑の絵を、市内で活躍して 

いる若手の画家や奈良美智さんのような青森を代表するプ 

ロのアーティストに依頼して描いてもらうことです。 

    ・駅前の広場などを中心に、街路樹をりんごの木にするとい 

     うことです。観光客などに喜んでもらえるし、話題性があ 

っていいと思います。 

    ・商店街近くに、利用しやすく場所などがわかりやすい駐車場を作ったり、親が買い物をし

ているときに子どもが遊べるスペースを作るなど、若い世代にも利用しやすい工夫をして

ほしいということです。 

    ・子どもたちに商店街のマークやイメージキャラクターを募集するということです。子ども

にも楽しみながら興味を持ってもらえるし、共通のマークを作ることで、組織の一体感が

高まるのではないでしょうか。 

 

   私たちは、この調査で青森市という私たちの「まち」についてより深く知り、子どもの視点で

提案しました。皆さんも、まちを良くしていくために自分の意見を持ってもらえたら嬉しいです。 
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 続いて、コンダクターから、体育施設の整備に関すること、また、その体育施設を活用した健康に

対する意識向上などの提案であったということで、月永教育長に、この提案に対する感想や意見をう

かがいました。 

 

月永教育長からの感想・意見 

確かに、市民体育館と市民プール、建物も古くな 

っていますし、駐車場も狭いです。体育館とプール 

を合わせても 90 台程度しか置けないということと、 

職員の車も置かせてもらっているので、中体連など 

のときは本当に大変だったと思います。この限られ 

たスペースを有効に活用できるように、工夫してい 

きたいと思っています。 

 それから広報活動ですが、広報あおもりや市のホ 

ームページで、使用可能な施設や日時をお知らせし 

ていますので、大いに見ていただければと思います。 

 

 運動施設ということでは、三内にあるリバーランドおきだては無料で利用できます。 

冬場は、雲谷スキー場をどんどん活用していただきたいということと、県の施設ですが、スケート

場（サンワアリーナ）とマエダアリーナというところは、駐車場も広くて活用できると思います。 

さらに、学校の体育館が空いているときに使えるということを知っていますよね。責任のある大人

がついていないと使えないという制約はありますが、遠慮しないで申し込んでもらえればと思います。 

 最後に、市民の多くの方々が健康や体力づくりに役立てていけるように努力していきたいと思って

います。 

 

 

 

 続いて、コンダクターから、街活性化に関する提案について、ご来場いただいた青森市の能代谷経

済部次長に、この提案に対する感想や意見をうかがいました。 

 

能代谷経済部次長からの感想・意見 

 こんにちは。 

ところで皆さんは本当に小中学生でしょうか？ 

 今すぐにでも市役所に来てほしいと思うくらい、プレゼン力がすごいです。 

 

 商店街の活性化についてのお話をいただきました。 

皆さんの発表の中での現状分析、課題の抽出については、ただただごもっともということで、何も

言うことがないというのが正直な感想です。 

 

 具体的な商店街活性化の戦略ということでご提案いただきましたが、シャッターの絵や商店街のマ

ーク、街路樹をりんごの木にするなど、いわゆる“イメージ戦略”という特徴なのかなと思いました。

商店街支援に役立つ戦略として、大いに参考にしていきたいと思います。 
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 ここでちょっと紹介させていただくと、青森市と 

言えばやっぱりねぶたということで、市長の提唱で、 

「ねぶたのある商店街づくり推進事業」というもの 

を実施しています。商店街などでねぶたを展示した 

りするときに補助金を出すという制度ですが、現在、 

油川地区でこの制度を活用してシャッターにねぶた 

の絵を貼ったり、大きなねぶたの看板を取り付けた 

りしています。 

 このほか、絵本作家さんが中心になって、新町に 

ある消火栓に絵を描いてもらって、イメージ戦略を 

しています。また、浪打の商店街では、浪打小学校 

の児童が描いた絵をフラッグにして掲げたり、大学 

生の皆さんとコラボして、夜店通りや昭和通り商店 

街のイメージキャラクターやロゴマークを作って、それをのぼりにして飾るといったこともしていま

す。 

 こういったものは、なかなか大きな波にはなりにくいんですけれど、皆さんからの提案も参考にし

ながら、どんどん大きな波にしていきたいと思います。 
 

 駐車場については、中心市街地の駐車場すべてを共通で使えるような取組などをしていますので、皆

さんからのご意見を踏まえつつ、もっと使いやすい商店街、駐車場にしていきたいと思います。 

 

 

 

 そして、街グループの提案に対する市長からの感想をいただきました。 

 

市長からの感想 

皆さんのお話をうかがっていて、具体的で、そしてまた建設的な提案があって、びっくりしていま

す。 

 

 今、12月議会の最中なのですが、もし機会があれば、そして皆さんからの提案があれば、議会の議事堂

で、子ども委員の皆さんにさきほどのような提案をしていただいて、「市長、このことをどう思います

か？」「教育長はこのことをどうお考えでしょうか？」など、こういうやり取りもできたらいいかなと

思いました。 

 このことを議長に相談したら、子どもたちに話してもいいよと言ってくれました。皆さんでこのよ

うなことができればいいということであれば、実現できるように私も議長も一緒になってサポートし

ていきたいと思います。さきほどのような提案に対して、市が答えます。場合によっては議長も答え

ます。 

 多くのテーマの提案、ありがとうございました。 
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 最後に、コンダクター2名が、 

・今回の提案発表で少しでも私たちの考えが伝わ 

っていることをうれしく感じていること 

・提案発表を通して、大人と子どもが協力し、よ 

り良い青森市になっていければと感じているこ 

と 

・ご来場の皆さんからいただいた意見、感想、ア 

ドバイスなどをもとに、これからも青森市のた 

めに頑張りたい 

という感想を述べ、「子どもにやさしいまちづくり 

に向けた私たちからの提案」は終了しました。 

 

 

 

 ここで、総合司会から来場者の皆さんに、10分間の休憩を伝えたほか、受付で渡したアンケートへ

のご協力のお願い、子どもの権利を普及啓発するために作成した作品や、今年度の子ども会議の活動

記録の展示について紹介しました。 
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子子子子どもにどもにどもにどもに権利権利権利権利にににに関関関関するするするするクイズラリークイズラリークイズラリークイズラリー 

 

 総合司会から来場者の皆さんに、このクイズラリーは、楽しみながら、そして自分で考えながら子

どもの権利に触れ、そして理解につながればと思い企画したことを説明し、会場ロビーに設置した 5

問を含め、全 8問のクイズとその答え合わせを行いました。 

 なお、クイズの進行は、クイズ担当の子どもたち 4人で行いました。 

 

第 1 問 

 青森市子どもの権利条例では、何歳未満の人を 

「子どもである」と言っている？ 

 Ａ 16 歳  Ｂ 18 歳 

 Ｃ 20 歳  Ｄ 25 歳 

 

第 2 問 

 青森市子どもの権利条例では、子どもは食事、医 

 療、休息が保障され、＿＿＿な生活を送ることが 

 保障されなければならないことを掲げている。 

 Ａ 文化的  Ｂ 裕福 

 Ｃ 健康的  Ｄ 理想的 

 

第 3 問 

 青森市子どもの権利条例では、子どもは自分にとって必要な＿＿＿を得ることが保障されなければ

ならないことを掲げている。 

 Ａ お金や時間  Ｂ 肉体や精神  Ｃ 情報や知識  Ｄ プレゼント 

 

第 4 問 

 青森市子どもの権利条例では、子どもは自分の表 

明した＿＿＿に対し、適切に配慮されることが保 

障されなければならないことを掲げている。 

 Ａ 存在  Ｂ 意見 

 Ｃ 理論  Ｄ 好きな給食 

 

第 5 問 

 青森市子どもの権利条例では、子どもは自分の権 

利が＿＿＿されるのと同じように、他人の権利を 

＿＿＿しなければならないことを掲げている。 

 Ａ 尊重  Ｂ 義務化 

 Ｃ 保護  Ｄ 支援 
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第 6 問 

 子どもの権利条約における権利の 4 つの柱とは、「生きる権利」「育つ権利」「守られる権利」とあ

とひとつは何でしょうか？ 

 Ａ 参加する権利  Ｂ 主張する権利  Ｃ 遊ぶ権利  Ｄ 学ぶ権利 

 

第 7 問 

 青森市子どもの権利条例にある「豊かで健やかに育つ権利」とは、「学ぶこと」「芸術やスポーツに

触れ親しむこと」「青森の文化・歴史・伝統・自然に触れ親しむこと」「間違いや失敗をしたとして

も適切な助言や支援を受けることができること」ともうひとつは何でしょうか？ 

 Ａ 寝ること  Ｂ 食べること  Ｃ 歌うこと  Ｄ 遊ぶこと 

 

第 8 問 

 青森市子どもの権利条例に設けている前文の一部です。次の＿＿＿に入る言葉は何でしょうか？ 

 ・これらが互いに深く結びつき、ともに支え合う森は、新たないのちの＿＿＿であり続けま  す。 

 ・私たちは、この青森市が、生きる力みなぎる子どもが育つ大きな＿＿＿であって欲しいと願って

います。 

 Ａ 植木鉢  Ｂ たらい  Ｃ 木  Ｄ ゆりかご 

 

 

 

 以上が、全 8問のクイズとその答え合わせでしたが、総合司会が市長に対し、クイズラリーに参加

してみての感想を聞きました。 

 

市長の結果・感想 

 なかなか難しいなと思いました。このような難しい問題を考えると 

いうことは、この問題を考えた子どもたちが、子どもの権利条例をし 

っかり理解しているんだなと感じました。 

 

 

 最後に総合司会が、 

「子どもも大人も、このクイズを通じて少しでも子どもの権利を知 

ってもらえれば。」 

と感想を述べ、「子どもの権利に関するクイズラリー」は終了しました。 
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子子子子どものどものどものどもの権利権利権利権利にににに関関関関するするするする劇劇劇劇とととと意見交換意見交換意見交換意見交換 

 

 総合司会から来場者の皆さんに、子どもの権利は子ども・大人問わず、きちんと知られているわけ

ではないことから、私たち子ども委員が広く普及啓発していかなければならないと感じていること、

そのためにどのようなことができるのかを話し合った結果、今回のイベントで「子どもの権利に関す

る劇と意見交換」を行うことにしたことを説明しました。 

 

 このプログラムは、劇を担当する子どもたちが考えた「「「「学校学校学校学校のののの授業編授業編授業編授業編」、「」、「」、「」、「学校学校学校学校のののの放課後編放課後編放課後編放課後編」、「」、「」、「」、「家庭家庭家庭家庭

編編編編」」」」の 3つをテーマとして、 
 

    ・・・・子子子子どもたちによるどもたちによるどもたちによるどもたちによる劇劇劇劇をををを披露披露披露披露    

・・・・劇劇劇劇のののの内容内容内容内容をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの思思思思いをいをいをいを説明説明説明説明    

・・・・これにこれにこれにこれに対対対対するするするする来場者来場者来場者来場者とのとのとのとの意見交換意見交換意見交換意見交換    
 

という流れで進めていきました。 

 

 まず、このプログラムの進行役（コンダクター） 

である子どもの権利擁護委員の沼田徹先生、小林央 

美先生、関谷道夫先生の 3人から自己紹介があり、 

続いて、1つめのテーマ「学校の授業編」について、 

子どもたちが劇を披露しました。 

 

 

 

テーマテーマテーマテーマ 1111「「「「言言言言いたいけどいたいけどいたいけどいたいけど。。。」。。。」。。。」。。。」 

 とある中学校の授業風景、生徒のＢ君は宿題の答 

え合わせの際、積極的に手を挙げて答えたところ、 

間違えてしまい、クラスのみんなに笑われたため、 

その後、手を挙げることができなくなってしまいまし 

た。 

 

 Ｂ君がこれからも発表できるようになるためにも、 

クラスのみんなはあまり笑わず、先生も交えてＢ君 

の失敗をフォローしてくれるような雰囲気を作るべ 

きではないでしょうか。 

 

 

 

 このテーマについて、コンダクター役の小林先生の進行により、ご来場の皆さんと子ども委員との

間で次のような意見交換が行われました。 
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来場者（子ども）の意見 

 日常によくある内容だったので、共感できました。 

今の劇のような状態になると、みんなに見られたり 

笑われたりするのがとても恥ずかしい気持ちになる 

と思います。ただ、まわりのみんなは助けるという 

よりも黙ってしまうと思います。 

 

子ども委員（Ｂ君役）の意見 

 劇の内容に共感してくれたということで、恥ずか 

しい気持ちになるということでしたけれど、どんな 

意見表明をしても、笑われたとしても、意見表明を 

した、自分の権利をきちんと出した、ということに 

はなるので、それは良いことなのかなと。 

そうやっていくうちに、意見表明することについて自信を持てるようになるのかなと思います。 

 

月永教育長の意見 

 間違うことで、どうしてそれを間違ったのかとい 

うことを探ることで、物事を知るということは良い 

ことなのかなと思います。「つまずいたっていいじゃ 

ないか、人間だもの。」ですよね。 

 

子ども委員（先生役）の意見 

 先生役として、からかったわけではなく普通に言 

ったつもりだったのに、生徒Ｂ君が傷ついたという 

のがあって、私は普段は生徒なので先生のことはよ 

くわからないけれど、大人と子どもはどこかしら食 

い違っているところがあって、大人も大変だなと感 

じました。 

 

来場者（大人）の意見 

 子どもも大変だなと思います。先生の中には、問題を間違ってしまったことに対して（先生が）フ

ォローするために、問題なども選びながら（生徒を）当てたりすることもあると思います。ただ、そ

ういうことが逆に子どもたちの負担になっていることもあるのかなと思いました。 

 

来場者（大人）の意見 

 イベント前半の皆さんからの提案を聞いていて、子どもたちは「いろいろな人との交流」を求めて

いるのかなということを感じましたが、授業の中での意見や間違いを「交流」させるということも子

どもたちにとっては大切な場、機会なのかなと思いました。 
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 ここで、小林先生から、さきほどの劇のような状 

況になったあとに大事なことと考える“先生と生徒 

Ｂ君とのコミュニケーションの場面”を、劇を担当 

する子どもたちにアドリブで演じてもらえればとお 

話がありました。 

突然のことでしたが、先生と生徒Ｂ君役の 2人は、 

Ｂ君が職員室を訪れ、先生とコミュニケーションを 

とる、という場面を見事に演じました。 

 

 また、小林先生は、さきほどの劇で間違えた生徒 

のことを笑う生徒役を演じた 2人に、そのときの気 

持ちなどを聞きました。 

 

子ども委員（笑う生徒役）の感想 

 ・普段は、クラスの雰囲気にあわせて笑うことは 

  あるけれど、自分から積極的に笑うということ 

  はないです。知らない人に対しては笑えないじ 

ゃないですか。親しいからこそ笑えるのかなと 

思います。 

 ・自分から人をバカにするようなことはないので 

  今回の役は新鮮に感じました。私のいるクラス 

  は、本当に騒がしくて動物園みたいで、その中 

には人をバカにする人もいるけれど、バカにさ 

れたほうもそれをギャグにしか捉えていなくて、 

重く捉えるということがないので、今回の劇は、 

そういうことを重く捉えたことを表現したものかなと感じています。 

 

 

 最後に、テーマ 1の劇と意見交換について、小林先生からお話がありました。 

 

小林先生からの感想 

 授業の何気ない毎日の中で、子どもたちは間違いや失敗をしたとしても適切な助言や支援を受けた

いと願っています。一方で、間違いを学ぶ権利というものも保障されています。 

このテーマは、そのことが教室の中で、子どもと先生と仲間とともに作り上げていければいいので

はないか、という提案ではなかったのかなと思いました。 
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 続いて、2つめのテーマ「学校の放課後編」について、子どもたちが劇を披露しました。 

 

テーマテーマテーマテーマ 2222「「「「はははは？？？？意味意味意味意味わかんないわかんないわかんないわかんない！！！！」」」」 

 とある放課後、ＡさんとＢ君は先生のもとへワー 

クを提出にきました。2人とも提出期限を過ぎてし 

まっています。 

 Ａさんは、特に怒られることなく先生に受け取っ 

てもらえました。 

 それを見ていたＢ君は少しほっとして、先生にワ 

ークを提出しようとしたところ、厳しく怒られてし 

まいました。 

 

 Ｂ君は普段の授業態度が悪いこともあって、先生 

に怒られてしまったのだと思いますが、Ａさんに優 

しく接していたことを不公平に感じています。 

 先生は、ワークを遅れて提出したＡさんにも平等に注意すべきではないでしょうか。 

 

 

 このテーマについて、コンダクター役の沼田先生の進行により、劇を演じた子ども委員の間で次の

ような意見交換が行われました。 

 

子ども委員（先生役）の意見 

 Ａさんは、普段の学校生活はきちんとしていて、 

ワークもきちんと提出していて、今回たまたま忘れ 

てしまったということですけれど、Ｂ君は生活態度 

も悪い、ワークも提出しない、遅刻もするという 

“悪いヤツ”なんですよ。 

 僕は本来は先生ではないので、先生の気持ちはよ 

くわからないですけれど、僕だったら今の劇のよう 

な対応になってしまうのかなと思います。 

 

子ども委員（Ｂ君役）の意見 

 今回演じた生徒は、過去は確かに悪かったかもし 

れないけれど、これから変わろうとしていて、そん 

な生徒に先生があのような態度をとると、くじけちゃいますよ。 

 

子ども委員（先生役）の意見 

 これから変わろうとしているということであれば、職員室に入ってきた時点で話してくれないとわ

からないですよ。話してくれれば、先生もあのような態度はとらなかったと思います。 

 

 

 そして、この 2人は今の話の内容について、突然アドリブで演じ始めました。オーバーアクション

ながらも、来場者の皆さんにわかりやすく、そして爆笑を誘う楽しい演技をしていました。 
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 続けて、次のような意見交換が行われました。 

 

子ども委員（先生役）の意見 

 これから変わろうとしている人に、先生も一緒に 

やってくれてるんだなと、生徒と同じ目線で僕のこ 

とを見てくれてるんだなということを伝えようと思 

いました。 

 

子ども委員（Ｂ君役）の意見 

 ただ、先生に自分の覚悟を伝えるというのは、難 

しいですよね。抵抗もあります。そういう話を聞い 

てくれる先生はいるとは思うんですけれど、いざ、 

そのような話をしようとすると、恥ずかしい思いも 

あって言えないかなと思います。 

 

子ども委員（先生役）の意見 

 学校で生徒会活動をやっていて、先生と意見が食い違ったときに、先生の言うとおりにしなきゃい

けないみたいな雰囲気になってしまって、あまり自分の意見を出せないことがあるんですけれど、勇

気を出して自分の意見を言ったときは、意外と先生もそれを聞いてくれることが多く  て、きちん

と話し合って決めてくれる先生が多いかなと、僕は思います。 

 

 

 ここで、沼田先生は、このテーマが先生と生徒のコミュニケーションの必要性について表現してい

るということを踏まえ、ご来場の皆さんにご意見をうかがいました。 

 

来場者（大人）の意見 

 学校はどういうところなのかと考えたときに、基本的には間違うところなんじゃないかと思うんで

す。すべて完璧な人がいたら、学校はいらないと思います。朝登校して、1 日学校で過ごして、終わ

って帰るときに、朝の自分よりもちょっとでも何かが向上しているとか、できるようになったとか、

学校はそういうところではないのかなと思います。 

今回の劇で登場した先生というのは、ＡさんとＢ君がどういう子なのかということをしっかりわか

ったうえで違う態度をとった、適切な指導をしたのではないのかなと思いました。ただ、指導される

側からすれば、どうしてもそのことをひいきとか差別とかと捉えがちですよね。先生たちはきちんと

子どもたちのことを理解したうえで、できるだけその子に合った指導をしようと努力していると思い

ます。 

 

 

 最後に、テーマ 2の劇と意見交換について、沼田先生からお話がありました。 

 

沼田先生からの感想 

 先生は生徒に良くなってほしいと、良かれと思って厳しく言ったんだけれども、それが生徒にきち

んと響いていない、じゃあどうすればいいのかという問題について、今回の劇を通して子どもたちに

も大人にも考えてもらえればいいのかなと思いました。 
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 続いて、3つめのテーマ「家庭編」について、子どもたちが劇を披露しました。 

 

テーマテーマテーマテーマ 3333「「「「わたしはわたしはわたしはわたしは／／／／ぼくはぼくはぼくはぼくは。。。。。。。。。。。。」」」」 

 同じ演劇部に所属しているＡ君とＢ君は、高校受 

験を控えています。 

Ａ君のお母さんは将来のためにも学力の高い高校 

に入ってほしいと考え、一方、Ｂ君のお母さんは好 

きな高校に行けばいいと考えているようです。 

 

 どちらのお母さんも子どものしあわせを考えての 

ことだと思いますが、なぜかＡ君のお母さんは子ど 

もの話を聞いてくれません。少しでも話を聞いてほ 

しかったＡ君ですが、途中でお母さんに話すのをあ 

きらめてしまいました。 

 

 自分だけでなく、親も含めまわりの人たちの気持ちとの折り合いも必要だとは考えますが、皆さん

はどう思いますか。 

 

 

 このテーマについて、コンダクター役の関谷先生の進行により、劇を演じた子ども委員の間で次の

ような意見交換が行われました。 

 

子ども委員（Ａ君のお母さん役）の意見 

 お母さん役を演じてみて、がぁっと言えたので気 

持ちよかったです。 

普段、お母さんに叱られているときは心苦しかっ 

たり嫌だったりしますけど、お母さんの立場になっ 

てみると、お母さんが言っていることも確かに正論 

であって、そのことにぐちぐち言い返すことは申し 

訳ないかなと思いました。 

 

子ども委員（Ｂ君のお母さん役）の意見 

 私が演じたような優しいお母さんが、どこかにい 

るのだろうかと思いました。 

 自分の子どもに対して、好きにしていいよと言え 

るということは、自分の子どものことを信じているんだなと感じました。 

 

子ども委員（Ｂ君役）の意見 

 子どもが自分で決めれるということはいいなと思いました。お母さんがそうやって言ってくれたこ

とが、素直にうれしいと感じました。 
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子ども委員（Ａ君役）の意見 

 僕は中学 3 年生で受験生なんですけれど、今の劇の内容と同様、実際に進路のことについて、親と

僕との思いが違っています。親は、点数が足りないから学校のレベルをさげなさいと言ってきますけ

ど、僕はこの学校に行きたいんだ、みたいな。 

 ただ、親も結果的には自分（子ども）のことを考えているわけじゃないですか。なので、面と向か

って親には逆らうようなことはできないかなと思います。それでもだめなら、正面からいくしかない

と思いますけれど。 

 

 

 ここで、この劇のシナリオを考えた子ども委員が手を挙げ、意見を述べました。 

 

子ども委員（シナリオ作成者）の意見 

 私も中学 3 年生です。 

今の劇で登場した最初の親子（Ａ君とそのお母さ 

ん）は、私本人と親、そのままを表しています。次 

の親子（Ｂ君とそのお母さん）は、私の理想の親子 

を表しました。 

実は私の親が今日ここにいるので、気持ちを聞き 

たいと思っていました。 

 

 

 それに対し、来場していた親御さんが答えてくれ 

ました。 

 

子ども委員（シナリオ作成者）の親御さんの意見 

 我が家は、今の劇と同じような問題が勃発しています。 

 学校からは、○○高校合格のお墨付きをいただいているんですけれど、本人はとある演劇学校に行

きたいと言っています。そういう夢のような話をしまして、昨日の夜にこの話をして、ちょっとケン

カになったんです。 

 その演劇学校は、合格することがとても難しいと言われているんですけれど、万が一合格してしま

った場合、入学をやめることができないそうで、私はどうしていいかわからない状況です。 

 

 

 この話を踏まえ、関谷先生から、5 年後の自分は何をやっていると思うか、このシナリオを考えた

子ども委員にたずねたところ、「演劇学校にいると思っています。」と答えました。 

 関谷先生は、この話は家族にとって重要な問題なので、じっくり話し合ってくださいとアドバイス

していました。 

 

 

 ここで、これまで 3テーマの劇と意見交換を見た感想を、月永教育長と市長に聞きました。 
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月永教育長からの感想 

 私は学校の先生でもあり、子どもの親でもあるんですけ 

れど、今のリアルな問題について、自分ならどうしようか 

と随分悩みながら聞いていました。 

確かに子どもの立場からすれば、自分で選んで、例えそ 

れが失敗したとしても、後悔は少ないんです。どんなにい 

い学校に行っても、ほかの人や親に言われて行った学校と 

いうのは、自分が教えてきた生徒を見ますと、さっぱりし 

ないで卒業していく子どもが多かったかなと思います。 

でも、大人の立場からすると、さきほどの親御さんのよ 

うな立場なのがほとんどじゃないのかなと思います。ここ 

のところはじっくりコミュニケーションを図ることだと思います。 

そしてこれは、先生との関係も同じだと思います。体罰などたくさんの問題はありますけれ  ど、

足りないのは信頼関係、コミュニケーションだと思いますので、一歩踏み出して、感情的にならずに、

お互いに意見を出し合って、そして 2 人だけではなくて、第 3 者も交えながらいろいろ相談したほう

がいいのかなと思います。 

 

市長からの感想 

 役者揃いで驚いています。 

 高校というところは、普通は 3 年ですけれど、私 

は 3 年で終わることに納得がいかなくて、最後のテ 

ストをすべて白紙で出して、志願をして落第をしま 

した。ですので、高校は 4 年かかって卒業しました。 

そのとき、まわりの先生や後輩、誰からも「何して 

るんだ？」みたいなことは言われませんでした。た 

だ、自分で選んだ道ですから、学費はアルバイトを 

して自分で工面したという経験があります。 

 私が 40 年前に選挙に出たときに、友達や親戚、誰 

にも頭を下げないで、自分の理想を街頭演説して当 

選する、それが政治家だと親に話をしたら、親は何 

も言わないでそれをやらせてくれましたが、落選しました。2 度目も同じやり方をして落選しました。

3 度目に、親から「お前のやり方は間違っている、2回落ちてわかっただろう。いろんな人に頭を下げ

なきゃだめなんだ。」と言われたんですけれど、私はそれをやらないで、幸いにも当選することができ

ました。そのとき親は、きっとあいつは（話を）聞かないだろうと思いつつも、自分のやりたいこと

を自分のやり方だけでは、世の中うまくはいかないんだということを親として言わなきゃいけなかっ

たから、私に言ってくれたんだろうと思います。 

 さきほどの演劇学校に行きたいという子どもの気持ちも、親御さんの気持ちもわかります。じゃあ

どうすればいいか、これはもう今日ゆっくりご飯を食べながら考えてください。 

 3 つの劇による子ども同士、子どもと先生、子どもと親という関係は、永遠のテーマだと思います

が、共通するのはコミュニケーションと信頼関係かなと思いました。いくらコミュニケーションをと

っても、そこに信頼関係がないとなかなか理解できないだろうなということを教えていただきました。 

 非常に楽しかったです。ありがとうございました。 
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 最後に、小林先生が、 

・子どもの権利とはケースバイケースで、子ども 

1 人ひとりのものであり、まとめることができ 

ない、とても深いものだと感じたこと 

・子どもの皆さんは、今のままでいい、人と比べ 

てよくなきゃいけないとか、人より落ちてると 

か、そんなことは考えなくていいということ 

・意見は言えなきゃだめではなく、言えるように 

大人も支援するよ、言えるように君たちも頑張 

ろうね、ということを含めて「意見表明権」な 

のかなと感じたこと 

・さきほどの演劇学校に行きたいというお子さん 

の親御さんは、このような面前で、我が子の挑戦に凛として向き合うということが、とてもすご

いことで、とても素敵な親御さんだと思ったこと 

・先生方も大人も、子どもよりほんのちょっと長く生きていて人生経験がある。子どもたちが突っ

走りたいと思ったときに、大人はこういうことを考えてみたほうがいいよと言ってくれるはずな

ので、それに耳を傾けながら意見が言えるようになればと感じたこと 
 
などの感想を述べ、「子どもの権利に関する劇と意見交換」は終了しました。 

 

 

市長市長市長市長からのからのからのからの感想感想感想感想    

 今日は長時間ありがとうございました。そしてま 

た、子どもの権利について、子どもたちから楽しく 

教えていただきました。 

 

 このイベントでずっと感じていたことは、子ども 

たちが青森市のことを大好きになっているんだなと 

いうこと、そして、青森市に住んでいる市民や友達、 

先生方に対しても同じような愛情を感じているんだ 

なということでした。だから、子どもの権利をしっ 

かり理解して、このようなイベントで表現できるん 

だろうなと思いました。準備に準備を重ねて、みん 

なと打合せをして、色々な意見を出し合って、作り 

上げていく、そして役割分担もしっかりやる、本当にすばらしい今日のイベントでした。 

 

 昨年度、子どもの権利条例策定に関わった子ども委員の 1人が、青森市だけでなく、青森県内、日

本すべての、そして世界のすべての子どもたちの権利がきちんと保障されて、子どもにやさしいまち

で育っていければ、というお話をしていました。そして、この条例ができてから 1 年経って、今日、

子どもたちから、権利についてもっともっと広めていかなければならないというメッセージをいただ

きました。 

 

 子ども委員の皆さんをはじめ、本日、このイベントに参加していただいたすべての方々に心から感

謝を申し上げて、今日のイベントのあいさつとさせていただきます。本当にありがとうございました。 
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閉会閉会閉会閉会 

 私たち子どもも、大人の方も、一緒になって子ど 

もの権利に触れることができました。 

 また、大人の方に、私たち子どもが普段感じてい 

ること少しでも伝わったかなと思っています。 

 大変貴重な時間でした。ありがとうございます。 

 

 それではこれで、平成 25 年度青森市子どもの権利 

の日イベント『みんなで知ろう！子どもの権利、い 

つ知るの？』 

『『『『今今今今でしょでしょでしょでしょ！！！』！！！』！！！』！！！』    

を終了します。 

 本日はありがとうございました。 

 

 

 

 以上で、子どもの権利の日イベントはすべて終了しました。
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子どもの権利の日イベントを通しての子ども委員の感想 

 

 私は、子どもの権利条例というものをはじめて知りました。 

 最初は、年上の人たちについていくのに精いっぱいでした。 

 今回のイベントに参加して、私は「街」のチームで新町商店街やニコニコ通りなどの活性

化について発表しました。 

 私は、商店街はただ売ったり、買ったりする場所だと思ってたけど、人と人とのつながり

や、コミュニケーションの場だということをはじめて知りました。 

 私たち子ども委員で考えたことは、シャッターに絵をかくことと、街路樹をりんごの木に

するなど、色々な意見交換をして楽しかったです。 

 新町商店街やニコニコ通りがもっとにぎやかになり、子どもたちや高齢者、他県からも人

がたくさんくる街になってほしいと思いました。 

【小学 5 年生 女子】 

 

 イベントにはたくさんの人が見に来てくれました。 

 今回、コンダクターをやって、最初は緊張していたが、本番になると、どこからか自信が

出てきて、緊張どころか楽しんでいました。今回の経験が大変役に立ち、すごくためになっ

たと思います。 

 今回、このような機会をありがとうございました。 

【中学 1 年生 男子】 

 

 今回のイベントを通して、「子どもの権利」についてより多くの人に知ってもらうことがで

きたと思います。また、私自身が普段経験することのできない体験をし、さまざまな人、自

分では考えつくことができなかった考えなど、たくさんのことを学ぶことができました。自

分の世界が広がり、成長できたと感じています。 

 私は、準備からイベント当日まで、とても楽しくわくわくしていました。みんなと一緒に構

成から考え、だんだんできあがっていくうちに“やりがい”を感じました。イベント当日も、

慣れないナレーションやプレゼンなど貴重な経験をし、緊張もしましたが楽しかったです。 

 これからも私はこのようなイベントを開くべきだと思います。私自身も子ども委員を継続

していき、活動していきたいです。 

【中学 2 年生 女子】 

 

 総合司会という立場は、とても疲れました。当たり前のように進めなければいけない大変

さや、それまでの準備、活動で 4 月からの自分と比べて、ひと回りもふた回りも成長できた

ように感じています。 

 大変でしたが、とても良い機会でした。とても楽しかったです。 

【中学 2 年生 女子】 
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 今回、初めてイベントに参加させていただいて、まず、なによりも楽しかったです。貴重

な経験ができたという感じです。 

 市長さんのすばらしいお話も聞けましたし、他校の生徒の皆さんと活動できたのが 1 番で

した。友だちも増えましたし、自分の知識がまたひとつ深まったなと思いました。 

 このようなイベントは、子ども委員になってから知ったので、準備からいろいろ大変だな

と他人事にように感じていましたが、終わってみると、準備すら楽しかったというのが実感

です。 

 今回、こんなにいいイベントに参加できてとてもよかったです。 

【中学 2 年生 女子】 

 

 今回の参加者は、大人が多く中学生や小学生が少ないという結果でした。もう少し興味を

わかせるようなやり方で、子どもの権利について伝えればいいと思います。 

 当日の劇は、とても緊張していて“よくわからず”みたいな感じだったので悔しかったです。 

 もっと楽しく、文化祭のような盛り上がりがほしいです。 

【中学 2 年生 女子】 

 

 今回のイベントを通して、“思いやり”について改めて知ることができたし、他のグループ

の発表を聞いて、知らなかったことを知ることができた。 

 私たち子どもが普段感じている思いを、大人の人たちに知ってもらえてよかった。 

【中学 2 年生 女子】 

 

 今回のイベントのために、たくさんの準備をしてきました。その準備の成果が報われ、と

ても良かったと思います。 

 今回僕は、街のグループとしての発表、クイズ担当としての発表、劇とたくさんの役割を

与えていただきました。特に劇では、セリフを覚えるのは大変でしたが、間違えることなく

できたと思いました。 

 今回のイベントを通して、少しではありますが、皆さんに子どもの権利について知ってい

ただけたし、商店街や体育施設の現状についても理解していただけたと思いました。 

 今回のイベントで、自分も権利についての考えが深まったし、何より子ども委員のみんな

で楽しくやれたので良かったです。 

【中学 2 年生 男子】 
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 今年で 2 年目となる子ども委員で、大きなイベントを行うというのが、今年の活動の主な

テーマでした。イベントを準備するために、ねぶた終了直後のゴミ拾いや、市役所の清掃管

理課の方々からお話を伺ったりなど、色々貴重な体験をしました。 

 その中で、子どもから大人まで誰でも簡単に「子どもの権利」と「環境」を結びつけよう

かと悩みましたが、市民だけでなく、僕たち自身も 1 年間の活動を通して学んだものは大き

かったです。 

 イベント本番では、主に劇中心だったのですが、あまり緊張せず、楽しみながら演じるこ

とができました。一人三役も我ながらかっこいいなと。そんな中で、子どもの権利擁護委員

の方々のアドリブは、とても勉強になりました。 

 今回のイベントで学んだことは、とても大きなものとなり、これからの人生に大きなチャ

ンスを与えてくれると思います。 

【中学 3 年生 男子】 

 

 僕は去年から子ども委員に参加していましたが、条例づくりでは意見を発表できず、条例

の内容もちゃんと把握できていませんでした。今回のイベントは、そういう意味では、子ど

もの権利について、来場者に伝えるだけでなく、自分自身が再確認することができたと思い

ます。 

 劇はおもしろくわかりやすい内容も良かったので、次にイベントを行うときは、公園など

もっとたくさんの人の目を引く場所が良いと思います。 

【中学 3 年生 男子】 

 

 今回のイベント活動を通して、子どもの権利をたくさんの人に知ってもらうことができた

と同時に、僕自身も役を演じることによって、改めて考えることができました。 

 テーマごとの活動では、環境グループの一員として、会場を盛り上げて、青森の環境につ

いての興味、理解を高めることができていればうれしいです。 

 クイズの活動では、参加者（主に市長などの大人）が楽しそうに解いている姿を見て、イ

ベントに少しでも貢献できたことをうれしく思いました。 

 しかし、子どもの権利はまだ知らない人が多いようです。もっと積極的に子どもの権利に

ついて知ってもらい、深いところまで知ってもらっていけたらいいと思いました。 

 僕自身、とてもこの活動を通して成長することができました。子ども委員のみんなや、支

えてくれたサポーターの方々には感謝の気持ちでいっぱいです。 

【中学 3 年生 男子】 
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 イベントと言っても、はたしてどのくらいの人が来るんだろうと思ったのが最初の感想でした。 

文化祭など、個人的にいろいろ忙しかった中、少しずつ作業を進め、本番に。 

街の発表はすごい長すぎて、濃すぎて大変だったけれど、スクリーンのアクションもあっ

て、お客さんも関心して見てくれていました。 

もう少しいっぱい中学生が来てくれてもよかった。そのためには、もっと短くしたり、来

やすい場所にしないといけないかもしれません。 

はじめてのイベントは、150 人の人に来てもらって、なかなか良い感じだったと思います。

次はもっと子どもたちに来てもらえるように、開かれたところでやるといいかもしれません。 

【中学 3 年生 女子】 

 

 まずは、無事に成功して本当に良かったです。予想以上にたくさんの方に来ていただいた

し、「良かった」という声が多くて、とても嬉しかったです。 

 自分たちでひとつのことをやり遂げることの充実感と、大人の方に子どものことを理解し

てもらえたという満足感が実感できました。特に、自分で考えた劇でこんなにも話が広がる

とは思わなかったので、やってて良かったと思いました。 

 きっかけは先生からのお誘いでしたが、あっという間の 1 年、新しい友だちもでき、学校

でも発表することができ、子どもでも青森のために何かできるんだと感じることができまし

た。今度は、イベントで発表したことが実現できる活動をしていきたいです。 

【中学 3 年生 女子】 

 

 イベントの企画や準備作業は、忙しくて大変だったけれど、当日、予想以上にたくさんの

人がイベントに来てくれて、そのたくさんの人と自分たちが考えていることや思いを共有で

きたことが何よりも嬉しかったし、いい経験になったと感じました。 

 4 年間、子ども委員を続けてきて、私が子どもの権利について考えていることが少しでも

多くの参加者に伝わるといいなと思いながら、企画担当の仕事を進めていましたが、イベン

トの内容について決めるときに、他の委員の子たちからの意見も本当に参考になって、この

1 年でさらに自分の考えが深まったように感じます。 

 小学生から高校生までの年の幅が広い中で、それぞれが思うことをすべて伝えきれるか、

最初は心配でしたが、短い準備期間の中、当日は私たちの意見にたくさんの人が反応を返し

てくれてとてもよかったです。 

 イベント当日は、仕事が多くてあたふたし、何度も噛んでしまったのが心残りではありま

すが、コンダクター、意見提案発表者の立場で大人の意見が聞けて、これからの活動にも生

かすことのできるような意見をたくさんいただけたので、少しでもこの先の子ども会議に役

立てばいいなと思います。 

 今回のようなイベントは初めてでしたが、とてもいい経験になりました。この活動を通し

て、大人と子どもが互いの考えを伝え合い、尊重し合うことの大切さを実感することができ

ました。また、権利についての自分の見聞がこれまで以上に広がったことを本当に嬉しく思

います。子ども委員という立場で、このイベントに参加できたことが何より嬉しかったです。 

【高校 2 年生 女子】  
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 今回、イベントを実行する上で、まさかあのような広い会場で開催できるとは思ってなく、

当日はとても驚きました。 

 作品製作は、チームのみんながとても意欲的で、私の分かりにくい指示にもすばやく反応

してくれて助かりました。当日も、想像以上にパネルが大きく、突然作業をお願いすること

になってしまいましたが、快く引き受けてくれて、本当に頼りがいがあるチームメイトでし

た。 

 子ども会議の活動は、本当に楽しく、今回の活動も達成感を強く感じ、参加してよかった

と思います。条約や条例を幅広く知ってもらえるような活動をしたいです。 

【高校 2 年生 女子】 
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子どもの権利の日イベントに御来場いただいた方々の感想 

 

≪大人の方々≫ 

 子どもが一生懸命話し合った提案を、これから大人がどのように行動していくのかが楽し

みです。 

【女性】 

 

権利には義務が伴います。子どもの権利に対する義務は大人にあります。今日の子ども主

体のイベントのほかにも、社会全体への義務の啓蒙を促す企画もしてください。子どものす

こやかな成長が“権利”ではなくごくあたりまえのことである社会になることものぞんでい

ます。 

【小学生の保護者 女性】 

 

 今日のイベントは、親として子どもと向き合ううえでとても参考になりました。ありがと

うございました。 

【中学生の保護者 女性】 

 

子どもたちの寸劇などで「子どもの権利」というものを考えさせられました。とても有意

義な内容でした。 

【中学生の保護者 女性】 

 

 楽しく学び、まじめに考えることができました。ありがとうございます。子ども委員たち

のプレゼンが堂々としていて、頼もしく思いました。パワーポイントのクオリティーもお見

事。みなさん、おつかれさまでした。健やかな良心の満ち満ちた次代が育ってくれることを

願ってやみません。 

【中学生の保護者 男性】 

 

 提案にあたって、調査、分析などしっかりと準備されていてすばらしかったです。 

学校の授業で身に付けた知識や技能を活用していて立派だなと思いました。 

進行も自分たちで行っていてすばらしいと思いました。 

提案内容に「～してほしい」というものが多く、それは「権利」ではないなと思ってしま

いました。子どもの力ってすごいなと感動しました。 

【中学生の保護者 男性】 
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 子どもたちからとてもよい疑問、提案がありました。行動するための提案もあればおもし

ろいと思います。 

世代とふれあいたい → 保育所訪問したい、訪問して楽しませたい、一緒に遊びた 

い、世話をしたい、保育所の子どもも学校に招待したい、歌を聞かせたい、運動の手 

伝いをしたい 

商店街：店の人と人のコミュニケーション → コミュニケーション講座とか商店街 

体験（毎日曜日）とか子どもから情報発信、実行 

 駐車場を広くしてほしい → 自分たちで歩いて行こう！バスを利用しよう！（エネ 

ルギーの節約） 

より具体的な提案があるとおもしろいのではないでしょうか。 

【中学生の保護者 男性】 

 

 子どもらの意見というか、日頃の考えが少しでも判る気がする。（自分の子どもの時と比べ

て） 

【中学生の保護者 男性】 

 

 とても良かったです。 

【中学生の保護者 女性】 

 

とてもすばらしい発表でした。特に演劇、良かったです。青森市から是非、宝塚のスター

を出してほしいですね。親の立場としては微妙ですが。。。 

【中学生の保護者 女性】 

 

理想の先生方の意見は聞けたのですが、そんな先生に会わせてあげたいと思いました。き

つい言葉の裏側が伝わる声がけは難しいですね。 

【中学生の保護者 女性】 

 

 子どもの権利や取り組みを、もっと多くの大人や子どもたちに知って欲しい。 

【中学生の保護者 男性】 

 

それぞれ立派な発表でした。限られた子どもたちだけでなく、より広く権利のことを知っ

たり、参加したりできるよう、各学校が出張イベントを行うなど、取り組みを継続し、広げ

てほしいと思います。 

体育施設の問題と子どもの肥満率、短命県と結びつけた提案は秀逸でした。 

【中学生の保護者 女性】 
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子どもの権利条例の趣旨にあったとてもよいイベント。それぞれの発表、提案がすばらしい。 

 市長は子ども議会の話をしていたが、議会になると、どうしても大人の手を介し形式的な

ものとなるので、今日のようなイベントが望ましいと思う。 

 中学生が企画して行ったイベントなので、学校のことがテーマの中心になっていたのはし

かたがないと思うが、この条例は学校教育のための条例でない。大人を対象とした取組を増

すべき。 

【小学生・中学生の保護者 男性】 

 

子ども委員の皆さん 1 人 1 人の発表がすばらしかったです。親として私もできることを 

色々考えさせられました。子どもの気持ちによりそっていくことも強く思いました。 

【小学生・中学生の保護者 女性】 

 

子ども委員会のみなさん、お疲れさまでした。 

 子どもの権利条例、まだまだ知られていないことが多いのはもったいないです。学校のホ

ームルームや総合学習の時間等でとりあげていただき、もっとたくさんの人に知ってほしい

と思います。そして、この権利を活用していってほしいです。 

【中学生・高校生の保護者 女性】 

 

 企画と運営、ごくろうさまでした。皆さんのイベントをこれからも継続することにより、

よりよい青森市をつくってほしいと思います。大人も頑張ります。 

【学校関係者 男性】 

 

準備、企画だけでなく、細かいところまでわかりやすく参加しやすいものになっており、

感心しました。今後、たくさんの青森市民にこの権利の主旨がきちんと伝わっていくとよい

のではと思いました。 

【学校関係者 男性】 

 

 子ども委員の皆さんが、たくさんの時間をかけて調べ、体験し、まとめ、発表につなげて

きたご苦労に拍手をおくります。 

 子どもの権利に関する劇がとても上手でした。 

 子ども委員の成長ぶり、すばらしいです。 

 今回の発表について、広報活動が弱かったです。参加してすばらしい活動だとはわかりま

したが、知らない方が多すぎます。 

【学校関係者 女性】 
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 市長に直接話ができるよい機会でした。これからも小中学生のみなさん、がんばってくだ

さい。 

【学校関係者 男性】 

 

 発表者の発表のしかたが、はっきりした発音でとても上手でびっくりしました。しっかり

考えられた、的を得た提案があり立派だと思いました。劇もとても上手でした。アドリブも

でき、すばらしいと思いました。 

【学校関係者 女性】 

 

 よかったと思います。 

【その他 男性】 

 

楽しく子どもの権利についてわかりやすいイベントでした。ごくろうさまでした。ありが

とうございました。 

【その他 男性】 

 

 4 つのグループの発表は、どれも自分たちの視点で現状を見て、そして考え、課題を見つ  

け、意見をぶつけるやり方はすばらしく、今後も続けてほしい。 

【その他 男性】 

 

 子ども委員からの提案では、うまく会場の参加者と一緒に問題を考える態度が出ていて印

象が良かった。 

【その他 男性】 

 

 4 つのテーマにした提案、とてもすばらしく感動しました。 

【その他 男性】 

 

今後が楽しみですね。 

【その他 男性】 

 

子どもの立ち位置がすばらしかった。 

【その他 男性】 

 

 子どもたちの提案や企画、運営のすばらしさに感心しました。自分たちだけでなく、市全

体のことを考えて、これからも意見を発信してほしいと思います。 

【その他 男性】 
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 すばらしい内容でした。子どもの可能性は無限ですね。こういう機会を増やすことが必要

です。 

【その他 男性】 

 

 子どもたちが考えた「やさしいまちづくり」、子どもの視点より見た意見がすばらしかっ  

た。劇と意見交換は、子どもたちのひとりひとりの役になりきった演技、相手の気持ちにな

っての思い、ずっと前にあったような経験、楽しく見させてもらった。子どもたちにありが

とうと伝えたい。と共に、応援したいと思う。 

【その他 女性】 

 

 大人のバックアップもあったでしょうが、こうして自分たちの手でこういうイベントを計

画し、準備し、成功に導いたことに拍手です。子どもの権利は大切なものです。それだけに、

失敗することを怖れず、相手の立場、権利も尊重しながら、しっかり生きていくことを学ん

でください。とてもいい集会でした。ごくろうさん。 

【その他 男性】 

 

 子どもの、そして大人の生の気持ちを知ることができ、参考になりました。私のスポーツ

指導者として、今後考えたいと思いました。 

【その他 男性】 

 

 子どもたちが自分たちで企画し、運営されたイベントに、すばらしいの一言しか言葉がう

かばない。大人でもここまでできないと思う。 

【その他 男性】 

 

 

 

≪子どもたち≫ 

 ぼくたちの学習で、新町商店街の活せいかをどうするか考えていたので、まち活せいかの

ときの意見が参考になった。 

【小学生 男子】 

 

 私も帰ってから、夜ご飯を食べながらでも、これからについて母と相談したいと思います。 

【中学生 女子】 

 

 劇やプロジェクターを使った映像など、内容がとても充実していてよかった。いろいろな

ことを知れた。 

【中学生 女子】 
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 とても楽しくわかりやすく学ぶことができました。 

【中学生 男子】 

 

 難しい話でしたが、劇などでよく分かりました。自分と同じ世代の子どもがこんなに考え

ているのは、すごいと思いました。 

【中学生 女子】 

 

 同じくらいの年の人達が自ら企画、運営しているのがすごいと思った。子どもの権利は、

もっとたくさんの人に知ってもらうべきだと感じた。 

【中学生 女子】 

 

市長と私たちの距離が近く、身近な方だと感じました。子ども委員の意見を真剣に聞いて

いる大人たちの姿を見て、嬉しく感じました。 

【中学生 女子】 

 

 権利（人権）について、タメになる発表ばかりでした。分かりやすく、おもしろい劇も印

象的でした。来てよかったです。 

【中学生 男子】 

 

 自分のためになることを知ることができて良かった。 

【中学生 男子】 

 

いろんな意見が出ていたので、青森がよくなればいいと思いました。 

【中学生 女子】 
 
 

 勉強になった。 

【中学生 女子】 

 

 子どもの権利について知ることができました。 

【中学生 女子】 

 

 今まで知らなかったたくさんのことについて知ることができ、とても参考になりました。 

【中学生 女子】 

 

 「権利」と「現実」というのは、難しいと思いました。 

【中学生 男子】 



 

 

 


